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は じ め に

基礎生物学研究所は、大学共同利用機関のひとつとして、昭和52年
( 1 977年 ） に創設されました 。 その設協目的は、「基礎生物学に関する総合
研究」であります。 大学共同利用機関の役割は、それぞれの分野での大学
における学術研究の発展に査するため、自らの創造的かつ先蔚的研究を誰
進することによって 、 その成呆を全国の大学等の研究機1月に発信し、全国
の大学の研究の水準を上げ、さらに大学によっては、設備や技術支抜ス夕

ッフの不足によっで必ずしも充分に実現できない創造的な研究の提案を取
りあげ、実施する ことであ ります。 大型機器だけに頼らずに共同利用研究
所を運営できてきたのは、生物現象の総合研究が、大学共同研究機関の設

悩目的として認められていることによると考えられます。 この設悩目的は、
きわめて重要な慈味を持つものです。

現在の基礎生物学研究所は、細胞生物学、発生生物学、制御機梢．の3研究
系と、形質統御実験施設および、平成 1 3年度に新たに認められた、情報生
物学研究センターを加えて、 1 8部門 （ うち客員6部門 ） から成り立っていま
す。 また、咋年度から E地区に展開されている統合バイオサイエンスセンターには、基礎生物学研究所を兼務

する 4人 （ うち客員 I ) の教授と 2人の助教授が配脳さ れています。 さらに 、 岡崎国立共同研究機構内に存在す
る、分子科学研究所、生理学研究所との共通施設として、アイソトープ実験センター、動物実験センター、計
算科学研究セ ンターが、組織替えによって生まれました。 今後の建物の完成に伴う移動に関しては、 3研究所

間の相互の理解と協力が充分になされなければなりません。
また機構にとっても重要な組織として、技術課があります。 実験科学に於いては、技術の直要性は、測りし

れませんが、技術を実施するのは 、 機械ではなく、それを自在に採作できる技術者であります。 とかく我が国

は、合理化ど称して 、 機械を似けば自動的に測定が出来るものと勘迎いした行政的な人員配置がなされがちで
す。 そのような背餓から 、 技術課は、定員削減にあってしまい、細りがちですが、本当はもっと太くすべきも
のです。 技術課と事務部とについては、真の支援活動として評価のランクを研究活動への貢献度としてみる必

要があると考えています。 その他の人の異動や、研究活動については、本要虹の中身をお読み下さい。
さて、昨年、文部省学術審誠会は、我が国の学術の振興の大きな目的を、「知的存在感のある国」を創るこ

とと述べています。 また、科学技術会議は 、 「科学技術創造立国」を 、 我がI国のスローガンとしてあげていま
す。 ここ数年の間に、裔等教育の場である大学においては、大学院を中心とする重点化が進行しました。 こ れ

は、高等教育のレベルが上昇· し、実態に合わせて、 fljlj度が改革されてきたものと考えてよいでしょう 。 学術研
究の実践の場の中心が、今後も大学共同利用機関であることに変わりはないのであ り ます。 そして 、 「知的存

在感のある国」も 、「科学技術創造立国」も 、我が国の学術研究の水準が1仕界的に見て高いことが、目標実現
の前提になるに違いありません。 基礎生物学研究所は、以上の意味で、高い志の実現を托されているのです。
研究に於いて 、 最も重要なことは、「創造的であること」です。 基礎生物学研究所は、この23年間に多くの
創造的研究を行い、また 、 共同研究を国内外に展間し、その成果を報告して参りました。 原著論文の高い引用

率や、競争的研究査金の対象となる文部省の科学研究骰補助金の高い獲得件数など、客観的な指数でも評価さ
れてきました。 これらの指数が語っていることは、ほんの一部に過ぎません。 国内外との共同研究や、レベル
の高い岡崎コンファレンスを実施することによ っ て、先蔚的に研究を進めるという共同利用研究所の最も軍要

な役割を果たしてきたと自負するものです。
しかし、ゲノム科学や先端医療、食糧問題や蝶橙問題など、開発研究や応用的な研究の椎進が国を挙げて語

られるなか、これらの研究の最も重要な基礎である生物学の充実が注目されなくなる ことがあってはなりませ
ん。 どのような研究でも、必ず普遍1生の高い原理に碁づいているのですから、その原理の発見の場である基礎
生物学研究所こそ、最も重要である ことを、 益々 、 事実として知らせる任務があ ります。 それには、世界をリ
ードし、 生物学に新しい視点を埒入するような研究成呆を目指して 、 研究に逍進しなければなりません。 その
ためには、静かに、落ち沿いて、深く考えることの出来る環淡を作りたいと思います。 そして 、 岡崎に招待さ

れて研究ができ 、 また世界から岡崎でのシンポジウムヘと多くの人が参加することを名巻に感じるような研究
所を目指そうと思います。
現在、大学を中心に、独立法人化が検討され、その最終段階にあります。 文部科学省下の糾織ですから、そ
の制約のもとにありますが、自らの独自性を失うことのないよう対処することが必要です。 そして、基礎生物
学研究所の目的を実現するために、外部評価と自己点検を怠ることなく 、 生物学研究の中核と しての費務を果
たしたいと思います。

払礎生物学研究所長 勝 木 冗 也



沿 革

昭和37年頃から生物学研究者の間に liJf究所設立の要望が翡まり ， 1月辿学会 （ 日本動物学会， 日本植物学会等） を中心に

種々検討がなされた。

昭和41 年 5 月 1::1 本学術会議は，第4611_11総会において ， 生物研究所 （仮称） 並びに生物科学研究交流センター （仮称）

の設立について内閣総理大臣に勧告した。

昭和48 年10月 学術呼油議会は ， 分子科学研究所，基礎生物学研究所 （仮称） 及び生理学研究所 （仮称） を緊忽に設立す

べき旨， 文部大臣に報告した。

昭和 50 年 4 月 昭和50年度予多〉に岡崎基礎総合研究所 （仮称）調査股が計上された。

昭和50 年 5 月 事務次官裁定により，岡崎基礎総合研究所 （仮称）調究会談が設置された。

昭和 50年12月 岡崎甚礎総合M究所 （仮称） 調壺会議から文部大臣に報告が行われた。

昭和5 1 年 5 月 昭和5 1 年1文—f狩に分 (-科学研究所調究至経費が計上され， 5月 IO 日，文部大臣裁定により分子科学研究所

に調森奎（定具5人） 及び岡崎総合M·究機構調森会議が設骰された。

昭和5 1 年 6 月 岡崎総合研究機構調究会議においては，昭和50年度の岡崎基礎総合研究所（仮称）調壺会議の報告を踏

まえ，岡崎地区における総合liJf究機構はさしあたり基礎生物学及び生理学の 2 研究所より構成すること

とし， その具1本的巾項について調査検討した。

昭和52年 5 月 生物科学総合研究機構 （甚礎生物学研究所，生理学研究所）創設

国立学校設ii'i:法の一部を改正する法律 （昭和52年法伸第29号）の施行により生物科学総合研究機構が創

設され，機構に基礎生物学!iJf究所及び生理学研究所が設附された。

基礎生物学研究所剖設と同時に3研究系， 3研究部I"], I研究施設及び技術課が設四された。

細胞生物学研究系 （細胞機構研究部門）

発生生物学研究系 （生殖研究部門）

制御機構研究系 （情報制御研究部門）

培蓑育成研究施設

技 術課

昭和53年 4 月 分子科学研究所の狩刑部が管狸局となり，生物科学総合研究機梢の事務を併せ処理することとな っ た。

3研究部I'りが設骰された。

細胞生物学研究系 （細胞融合研究部門）

発生生物学研究系 （細胞分化研究部門）

制御機構研究系 （感党情報処理研究部門）

昭和54 年 4 月 3!iJf究部門及びl研究施設が設Vi された。

細胞生物学研究系 （細胞内エネルギー変換機構研究部門）

制御機構{iJf究系 （計時機構研究部門，行動制御研究部門）

アイ ソト ープ実験施設
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昭和55 年 4 月

昭和56年 4 月

細胞生物学研究系に細胞情報研究部門が設附された。

岡崎国立共同研究機構創設

国立学校設訊法の一部を改韮する法律 （昭和56年法律第23号）の施行によ り ， 分子科学研究所及び生物

科学総合M究機構 （基礎生物学研究所， 生理学研究所） は，昭和56年4月 14 日をも っ て総合化され， 31iJf

究所は岡崎国立共同研究機構として一イ本的に述営されることとな っ た。

細胞生物学研究系に細胞増殖研究部門が設樅された。

昭和57 年 4 月 発生生物学研究系に形態形成研究部門は設悩された。

昭和58年 4 月 発生生物学研究系に発生生物学研究部門が設i性された。

昭和 63 年 4 月 制御機構研究系に迫伝子発現統御研究部門が設附された。

昭和63 年10月 総合研究大学院大学が創設され，払礎生物学研究所に同大学生命科学研究科分子生物機構論射攻が岡か

れた。

平成元年 5 月 辿伝子発現統御研究部門が廃止され， 形質統御実験施設 （追伝子発現統御第ー研究部門，迫伝子発現統

御第二研究部門）が設i怪された。

平成 4 年 4 月

平成 8 年 5 月

平成 10年 5 月

平成11 年 4 月

平成 12年 4 月

平成13年 4 月

形質統御実験施設に種分化機構第ー研究部門が設似された。

形質統御実験施設に種分化機構第二研究部門が設附された。

形質転換生物M究施設が設似された。

生命環境科学研究センタ ーが設悩された。

アイ ソ ト ー プ実験施設，生命閑境科学研究センターが廃止された。

共通研究施設として， 統合バイオサイエンスセンタ ー ， 計算科学研究セ ン タ ー，動物実験センタ ー ｀ ァ

イソト ー プ実験センタ ーが設悩された。

情報生物学研究センターが設ii1i: された。
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概 要

目 的 大学における学術研究の発展に森するため，基礎生物学に関する総合(iJf究を行うことを目的とする。 生

物現象の払礎的事項の究明を目標とし，動物 · 植物を対象に，生物の},炉本単位である細胞の構造 ・ 働

き ・ 増殆 ・ 分化，器官の形成， 外界からの刺激に対する生休の反／必 ・ 制御等について総合研究を行う 。

設置形態 Iii立学校設岡法の一部を改正する法伸の施行により，分千科学研究所，基礎生物学研究所及び生理学研

究所を ・イ本的に迎営する文部科学省所轄の大学共圃利）I J機関として岡崎国立共 I司 liJf究機構が設附され

た。

この機構は ， 3liJf究所がそれぞれ研究目的に則して述'i約 I·.の独立性を牛かしながら，有機的な辿挑を

保つ休制が収られている 。

組 織 3/i)f究系， 1 3研究部門， 3研究施設 （ うち l施設内に4研究部l"J ) 及びIM究センターと技術諜を t低いている 。

全国の大学の教貝その他の者で，研究所の目的たる TiJf究と同ーの研究に従事する者も利用に供するとと

もに共同研究を行う 。

共同利用 全国の大学の教貝その他の者で，研究所の目的たる liJf究と,,,]一の /iJf究に従事する者の利用に供するとと

もに共詞/iJf究を行う 。

総合研究大学院大学 総合M究大学院大学に参加し，同大学と緊密な辿係 ・ 協力の下に分子~,,_物機構論専攻を担当し，教育研

究を行う 。

大学院教育協力 大学の災贔'i に応じ， 当該大学の大学院における教rtに協力する 。

国 際交流 基礎生物学の分野の国際的な学術交流を活発化するため， {iJf究者の父流や l玉II祭シンポジウム等を開他す

る 。

運営組織 研究所の事業計画その他の管理迎営に関する重要事瑣について所長に助言する評議員会を岡き ， 共同研

究訃11lij に関する事項その他の研究所の述裳に関する重＇災 ·Jr.項で， 1祈辰が必要と，認めるものについて所長

の諮間に応じる迎営協議員会を四く 。

事務組織 liJf究所の事務は，岡崎国立共同研究機構管理局が処理する。

4
 



運 営

※◎は会長， Oは胤l会長

■評議員会
研究所の事業，~,両その他の笠則迎‘貨に関する屯災 ·jf瑣について所長に助言する 。

毛匝逍 I nl 立：民族'°tiり物餅i1乏
槻邦男 放送人学教投学部教授

口吾朗 熊本）ゞ浮： 1乏

崎 仁 I ,q 1'i: 学校!!1務センター所1支

田益吉 （！！す ） lnll祭，心j ~が /iJf究所晶lj所長

川料'{・ 府手石,l没桓期人り学教授
本,,, =-: 

・"''
大阪）く学総:1乏

村令郎 （株） 牛物分 f ,: 学研究所長
,j-.: II仔 辿i 手火 ll ll'.', ,i:)く'}1支

Tl了附t 1変 凩者II ブ,q:人砕：院 'I".命科学研究科教授

内 郁 夫 (lけ ） ノバルテイス科学振判!!1 1卦理事長

村桂 [- (株） JT'I・：命誌/iJf究館i,'jlj館長

翡敏降 総合地球炭炭'}/iJf究所L乏

元 紀 ｝羹應義熱）ぐ‘子：JI! 江学部教授

凱樹 I ,q 立孔珈学/i}f究所艮

廣 JII([ 名 ， i,H:大学）(~!: 院理'-'/:liJf究科-1支

党 (fl) JT'I'・．命，誌:{iJf究館顧1廿l

11({ ,•i'!; イi製薬（株） つくばM究所艮

11'(),  丁•• 前）('ti{ 
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熊本）く浮：発11:_i'.応；!:{i)f究センタ ー教投

以都）＜学）-:'tiりt.fllじ阻iJf究科教授
藤 Ill 保健衛,,,・大学総合l庭科学研究所教授

名古｝；；_．）ゞ学）ゞ学院JIil学研究科教授

北海：道）く学人督：院理学研究科教授

大阪）ゞ浮：翁ll!J包りu本 L·}:-1:ンクー孝:zt受

九）+I)ぐ和I=. 休防御 I戻'}!iJf究所教授

横浜di立）＜学木）);(生物学研究所教授

名古｝せ人灯：人学院JIJ!学研究科教授

束以）＜汗：大牙： 1浣理学系(iJf究科教授

形質統御実験施設教授

統合パイオサィエンスセンター教授

発lj:_11:_物学{i)f究系教授

細胞,,・：物'?Ii)「究系教授

発,,,_,,,_物学{i)f究系教授

細胞,,,_物学{i)f究系教授

制御機構{i)f究系教投

形質統簡l実験施設教授

制御機構{i)f究系教授

発!J:_,,,_物学研究系教授

形質統簡l実験施設教授
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定
Eコ

予 算貝 . 

■ 定
r::::I 

貝 （平成13年度）

区 IJJ ー、 所辰 教授 助教授 助手 小計 技官 計

所 K I 1 I 1 ' 

細 胞 生 物 ’ッ一. liJf 究 系 1
(3) 

I 
(3) 

7 
(6) 

I 
(6) 

ーJ-•

2 2 11 11 

発 生 生 物 、ビ・ liJf 究 系
(l) (I) 

8 
(2) (2) 

ーJー

3 .) ..., 14 14 

制 御 機 構 研 究 系
(2) (2) 

7 
(4) (4) 

2 2 11 11 

研 グJじし 施 設 5 7 , 21 21 

技 術 諜 31 31 

計· I 
(6) (G) 

31 
(12) 

31 I 
(12) 

12 14 58 89 

( ） 内は客具で， 外数である。

■ 予 算 （平成12年度決鈴額）

区 分 ,n- 人件牝 物件·.費

千円 千円 千円

砧礎生物学研究所 1,570,290 681,290 889,000 
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研究体制の概要

■ 各研究部門における研究 っぁる 。 このような状況のもとにおいても，生物学に新し
基礎生物学研究所は3つの研究系に分かれた I 3の{i)f究部 い視、•.'.(を）111 え る発見や理解の方法の創造においては，従来

門（うち6は客印iJf究部門 ） 及び形質統伺l実験施設の4つの と変わるところのない{iJf究姿勢を堅持しながら，新しい生

研究部門および平成 1 3年度に設附が認められた1','渭砂物学 物‘芹の樹立に fi載しっつある。

研究センタ一を主1本に成り立っている 。 II乍年1文から岡崎国

立共同機構全体の共通研究施設として，統合バイオサイ 工

ンスセンターの設i性が認め られたが，その中の時系列,,,_命

現象（発生 ・ 分化 ． 再生） ならびに生命環境の/iJf究領域に

は，基礎生物学研究所と密接な関連をもついくつかの分野

がある 。 研究系は，細胞生物学，発生生物学，制御機構の

3つであるが，形質統御実験施設等を含めこれらを厳術に

区分する ことは学I/fl上困難であり， ·Ji.実朴llfの 1月辿は辿紐

的なものである 。 各部門は研究凩位であり，いわば/iJf究の

現場であるが，それらの研究活動の実紹と現状は「研究i竹

動」の項に述べてある。 設立後20余年を経た現在部l"l の

名称と研究活動の内容ば必ずしも一致しない。 当 fiJf究所の

目的は，生物現象の営みの基礎となる諸現象について， i: 

として真核生物を対象として，それらの物質的なJ尉盤とそ

の作用機構を追求することにある 。 しかし， ｷI I に），騒礎的

な現象といっても細胞の培殖や分化，生物の形の成り立ち，

哀境の変化や，外界の刺激に対する生物の反応など実に多

様である。 また，この一つ一つの現象を追求するためには，

それらにふさわしい実験システムやliJf究材料が選ばれなけ

ればならない。 各部門においては，その収り扱う現象に）必

じて具イ本的な プロジェ クトを立寮し，教授のリー ダーシッ

プの下で研究を強力にW:進している。

しかしながら， ヒトゲノムの解読をみられるような II乍今

の新しい展1井lに伴って，生物学はいわば新しい統合IIが代を

迎えつつあるといえる 。 例えば，形質転換,,,.物の利 Ill や

DNA ・ タンパク質のデータペースの活川などによ っ て ， そ

れぞれの取り扱う現象，実験システムの辿いにもかかわら

ず，アプローチの仕方には共通、1灼が多いのが現状である 。

また辿伝子のシーケンスから，辿伝子骰物の働き，さ らに

はそれらの統合としての生物現象の理Wf.へと道が拓かれつ

■ 共同研究等
国 · 公 ・ 私立を 11:J わない）ぐ学の共圃利 Ill機関として ， ），し

礎生物学）文ぴその 1刈辿分野で次の4つのカテゴリーの共圃

利川/iJf究を実施している。

グループ共同研究 ・ 個別共同研究

(iJf究所の教授又は助教投と共阿して行う共lffドJi.業で ， グ

ループIIりで行うグループ共加l liJf究と各/iJf究者個人間で行う

個別共1,;)liJf究がある 。

研究会

) .~ 礎生物学及びその関連分野での緊急かつ重要なプロジ

ェクトについて現状分析を行うと共に ， 将米の具イ本的研究

社Jlhj を，H議し， /iJf究推進のための11w、j 及び1五l際的研究体制

確立に寄与する。

共同利用実験

研究所の大朋スペクトログラフ，形質統御実験施設，環

境柑性植物実験室を川いる特定実験訃訓に枯づく実験 . /iJf 

究であり，大型スペクトログラフはll(j和56年1文から 1片l始し，

形質統御実験施設は平成2年1文から試行し，平成7年度から

本格的に実施している 。 また .,,:,成 7 年度からは閑境耐性植

物共,,;J利Jlj実験が実施されている 。

施設利用

/iJf究所の施設は個別に利Ill できる 。

分析硲については ， 1勺1.X:8年 1文か らその布する機器をよ

り介効に祈J IJ するため ， 公硲によ っ ても利Ill の"'し込み を

受け付けてしヽる 。

上記の共J,ijli)f究 （グループ共j,,]iiJf究，個別共jfij{iJf究）及

び研究会は年2l!!I, 共詞利II J 実験， 施設利川は年 IJ!I], iiJf究

課題を公経している 。
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■ 基礎生物学研究所コンファレンス
基礎生物学研究所では平成9年度まで特定研究経~'(によ

り，国 1;)祭研究狛会として「払礎生物学研究所コンファレン

ス」を師年開催して401司に及んだ。 しかし特定liJf究が平成

9 年度限りで打切られたため，平成 1 0年度からは国1祭シン

ポジウム (COE) 及びリーダーシップ支援経j'( を活JIJ して，

年 2 回の「砧礎生物学研究所コ ン ファレンス」を続けてい

＜こととなった。 すでにこの線に沿って6回のコンファレ

ンスが国内外多数の研究者の参1Jii を紺て行われている。

■ 総合研究大学院大学
基礎生物学研究所は ， 総合研究大学院大学に参加し ， H

大学と緊密な辿係 ・ 協力の下に ， 国立辿伝学研究所及び生

理学研究所とともに生命科学研究科を組織し，分子生物機

構論専攻を担当し教育研究を行う 。

同大学は ， 学部を持たない大学院だけの大学である 。 大

学院の課程は現在のところ後期3年の t専士課程で，平成元

年度から学生を受け入れており ，また平成3年度から理学

栂．士の学位取得者をだしている 。

■ 大学院教育協力
基礎生物学研究所は，大学共同利用機関として ， 1ムく砧

礎生物学及びこれに関辿する分野における研究者の共同利

用に供されるとともに，研究者の投成に関しては ， 国 ．

公 ・ 私立大学の要諮に応じて 「特別研究学生」 を受け入れ，

大学院における教育に協力を行ってきた。

近年における，研究所の研究活動への大学院学生の参画

の重要性に鑑み，平成9年度からは当該大学院学生を「特

別共同利用研究員」として受け入れ，併せて研究指禅を行

い大学院教宥の協力を行うこととした。

, 



研究部門における研究活動

細胞生物学研究系

細胞機構研究部門
発芽子葉は 1場にあたると緑化し， また木の葉は秋になる

と紅葉する 。 こう した植物の営みには ， 細胞内オルガネラ

の機能的および形態的変動が密接に結びついている 。 即

ち ， 前者では工チオプラストからクロロプラストヘの， ま

た後者ではクロロプラストからクロモプラストヘの転換が

起こ り ，植物の色が変わっていく 。 このようなオルガネラ

の変動は，植物細胞の成長 ・ 分化に伴って頻繁に観察され

る現象であり，植物細胞分化の柔軟性を支える基本機構の

1 つ （オルガネラの分化の可塑性）と考えられる。 本研究

部門では， 以下に述べる 2 つの実験系を解析する こ とによ

り，オルガネラレペルから植物細胞分化の特性を理解する

ことを目指している 。

1 . ペルオキシソーム機能変換機構

暗所で発芽させた種子は光照射により緑化 し，光合成に

よって幼植物の生育のエネルギーを得ることになる。 この

緑化過程には，クロロプラストの発達のみならず，他の構

成オルガネラの機能も 大きく変動する。 ー重股に囲まれた

ォルガネラであるペルオキシ ‘ノームでは， 糖新生に関与す

るグリオキシソ ームが光合成に関与する緑葉ペルオキシ

ソームヘと変換する。

本研究グループでは， ペルオキシソームの機能変換に焦

点を協き，その分子機構を明 ら かにすることを目指して，

研究を進めている。 これまでに， グリオキシソームが直接

緑葉ペルオキシソー ムに変わって い＜ことを明らかにする

とともに ， その変換が，光照射に よる l ) グリオキシソ ー

ム酵素の生合成の抑制， 2 ) 緑菓ペルオキシソーム酵素の

生合成の誘郡，さらに 3) グリオキシ ‘ノ ー ム酵素の分解促

進に起因していることを明らかにした。 また，植物 を II音所

に骰いて， セ ネッセンス（老化）を起こさせると ， 全く 逆

のペ ルオキシソームの機能転換，つまり緑莱ペルオキシ

ソームからグリオキシソームヘの変換が起こることを見い

だし，このペルオキシソームの機能変換が可逆的であるこ

とを証明した。 現在 ， こ のペルオキシ ‘ノ ーム機能変換の可

10 

逆性を支える分子機構を明らかにすぺ < /iJf 究を進め てい

る 。 すでに， ペ ルオキシ ソーム酵索の辿伝-(-発現， mRNA

のスプライシング，細胞内輸送， オルガネラ内での分解と

い う各段階で調節されていることが明らかとな っ てきてい

る 。 現在， シロイヌナ ズナ ・ ペルオキシ ‘ノーム楼能欠m変

異株を用いたペルオキシ ‘ノーム機能分化の解析 ( I文11 . 文

献 5) や， l 辿伝子から細胞内局在部位の異な る タ ンパク

質を生成するオルタナテイプ • スプライシングによる新た

な光応答調節系（文献 3 ) について解析を進めている。 さ

らに，シロイヌナズナのゲノム配列から予想されるペルオ

キシ‘ノーム局在タンパク質追伝子を網羅 したマイクロアレ

イ解析によるペルオキシ‘ノーム機能分化の解析に沿手 し て

いる。

WT 
/air 
ped2 
/air 
ped2 
/CO2 

図 1 . ペルオキシ‘ノーム機能欠捐変異株 ped2 の表現型

ped2 突然変異体 (ped2/air) は野生株 (WT/ai r ) と比べて矮性を示

すが． 高濃度の CO2 存在下で は矮化しない (ped2,C02) 。 このよ

うな表現型は . ped2 突然変異体のペルオキシ‘ノームが光呼吸代謝

系を欠捐することに起因している 。



また，植物細胞構築の仕紐みを解明するために，プラス

チド，ミトコンドリア ， ペルオキシソーム等のオルガネラ

に局在する分子シャペロンに沼目し，タンパク質の細胞内

輸送， ア セン プリー及びオルガネラ分化におけるこれらの

分子シャペロンの役割を解析している（文献 4 ) 。

2. 液胞の機能変換椴構

裔等植物の液胞は形態的にも機能的にも大き＜変動する

能力を備えている。 一般的に液胞は，分解型液胞とタンバ

ク質蓄積型液胞の 2 種類に分けられる。 登熟期の種子に

は， 2 S アルプミンなどの貯蔵タンバク質を菊梢するタン

パク質蓄積型液胞が存在している 。 この液胞は，種子の吸

水発芽に伴い，分解型液胞へと変化してい＜ことが知 ら れ

ている。 そこで， これらの液胞の性質を決定する邸等植物

に特有な機構の解明について研究を進めている。 登熟期の

種子細胞に存在するタンパク質貯蔵型液胞では，タンパク

質輸送に特殊な小胞が関与していることを見出し ， PAC

(12recursorー些cumulati ng ) 小胞と命名した （文献 1 ) 。 ま

た， 2 S アルプミンの一部と牒薬耐性マーカ ー を含む油合

タンパク質を強制的に発現させた形質転換シロイヌナズナ

では， 栄養成長細胞内に PAC 小胞様の構造体が誘祁されて

いる こ とを明らかにした（図 2 , 文献 2 ) 。 現在， PAC 小

胞様構造体を形成する形質転換シロイヌナズナを用いた逍

伝学的解析や， PAC 小胞の膜構成タンパク質の網羅的解析

により，タンパク質密積型液胞と分解型液胞の性質を決定

づけている新規なタンパク質輸送系の発見を目指してい

る 。

参考文献

I. Hara-Nishimura, I., Shimada, T., Hatano, K., Takeuchi, Y. and 

Nishimura, M. (1998) Transport of storage proteins to 

protein-storage vacuoles is mediated by large precursorｭ

accumulating vesicles. Plan/ Cell 10, 825-836. 

2. Hayashi, M., Toriyama, K., Kondo, M., Hara-Nishimura, I. 

and Nishimura, M. (1999) Induction of precursorｭ

accumulating vesicles by expression of chimeric genes 

consisting of pumpkin 2S albumin and phosphinothricin 

acetyltransferase. P/an1 Cell Physiol. 40, 263-272. 

3. Mano, S., Hayashi, M. and Nishimura, M. (1999) Light 

regulates alternative splicing of hydroxypyruvate 

reductase in pumpkin. Plan/ J. 17, 309-320. 

4. Koumoto, Y., Shimada, T., Kondo, M., Takao, T, 

Shimonishi, Y., Hara-Nishimura, I. and Nishimura, M. 

(1999) Chloroplast Cpn20 forms a tetrarncric strucwrc in 

Arabiclopsis thaliana.P/an1J.17,467-477. 

5. Hayashi, M., Nito, K., Toriyarna-Kato, K., Kondo, M., 

Yamaya, T. and Nishimura, M. (2000) A1Pcx I 4p maintains 

pcroxisomal functions by determining protein targeting 

to three kinds of plant pcroxisomes. ｣.MBOJ. 19, 5701-

5710. 

a 
2S• LP SP-PAT 

゜

図 2 栄蓑成長細胞における PAC 小胞様構造体の人為的誘辺

(a) 2S アルブミンの一部と農薬（フ ォスフ ィノ ス リ シン ； PPT) 

耐性マーカ一を含む融合タンバク牲 (2S△LP) を 発現する形竹転

換体は，分泌型の農薬耐性マーカー (SP-PAT ) を発現する形質転

換体とは異なり、 PPT 耐性をもたない。

(b) 2StiLP を異所発現さ せることによ り． 本葉などの細胞に

PAC 様構造体（矢印）が誘涵さ れる 。 2S△LP は， PAC 様構造体に

菩積されている 。 ch , 葉緑体 ； V, 分解型液胞。
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細胞内エネルギー変換研究部門
生命体は絶え間ない合成と分解によって維持されてい

る。分解の機構はまだほとんど理解されていない。 個々の

タンパク質を識別して分解する機構と，バルクに非選択的

に分解する機構が存在する。 後者の主要な経路であるマク

ロオートファジーは，栄養源が枯渇したとき細胞が自己の

構成成分をリソソーム／液胞内で分解する機構である。 こ

のオートファジーと呼ばれる細胞応答は ， 呉核細胞に普遍

的であり，生理的にも重要な役割を担っている。 肝細胞で

は， 空腹時に活発にオートファジーが誘祁され， 血糖値が

維持される 。 酵母細胞は，窒素源の飢餓を引き金として胞

子形成という細胞分化を誘郡し， このとき既存のタンパク

質の大規模な分解が不可欠である 。 オートファジーは，裔

度に組織化された複雑な膜動態によって担われている。 リ

ソソームが発見されて以来，細胞内分解コンパートメント

の役割と分解機構は，多くの研究者の興味を駆り立ててき

たが，まだ未知のことが多く残されている。我々はオート

ファジーの分子機構と生理的意義の解明を目指して研究を

進めている。

1 • 酵母のオートファジーの発見

我々は，酵母が種々の飢餓に応答して自己の細胞質成分

を液胞に送り込み，大規模に分解すること ，その機構が高

等動物細胞のオートファジーと同様な膜現象によっている

ことを見いだした（図 l) 。酵母のオー ト フアジーは N,

C, S, リン酸など様々な飢餓によって誘琳される。 飢餓シ

グナル伝達経路の解明は残された重要課題である。最近

我々は Tor キナーゼが栄投源のI渕知に重要な役割を担って

図 1. 飢餓条件下の液胞蛋白分解酵素欠損株のフリーズレプリ

力像

（左）液胞内に細胞質の一部を囲んだ球形の膜構造｀自食体が多

数蓄積する。

（右）細胞質に形成された二重膜構造，オー ト ファ ゴソームはそ

の外膜で液胞膜と融合し、液胞内にオ ー トフ ァジックボディを

放出する。 オートファゴソームの膜は、内膜にほとんど膜内粒

子が認められない特異な構造をしていることが判る。
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いることを見いだし ， その下流因子の同定を進めている 。

自食作用の最大の未解決の問題の 1 つはオートフ ァ ジ一

に伴う大規模な膜動態の機構に関するものである 。 オート

ファゴソーム形成は細胞内に新たなコンパートメントを形

成する機構であり ， 全く未知の股現象である ( I忍12 ) 。 細

胞質の一部を取り囲む二重膜の構造体，オートファゴソー

ム膜が何に由来し， どのように形成され．オートファゴ

ソームがいかに液胞／リソソームと特異的に融合するの

か，オートリソソーム内でなぜJl如が容易に分解さ れ るの

か，オートフアジーの制御など，興味深い課題に挑戦して

いる 。

Process of Autophagy 

B 

図 2. 自食作用の膜動態の摸式図

栄蓑飢餓シグナルの伝達，オートファゴソームの形成｀ リソ‘ノーム

との融合など、まだ分子レベルではまった＜未解決の課題である 。

2. オートファジーに関与する遺伝子群

酵母は複雑な過程を分子レベルで理解する上で先祁的な

役割を担ってきた。 我々はオートファジーに WIわる分子機

構の解明を目的として，この分野にはじめて逍伝学的な手

法を祁入し ，形態学的な指標によ り オートファジー不能変

異株 (apg) を多数分離した 。 これらの株はいすれも飢餓

条件下にタンパク分解を誘禅できず，飢餓条件下に生存率

を維持できない。 これらの形質の相補を指標として．現在

までにオートファジーに関わる 15 個の逍伝子を同定し

た。 これらの自食作用追伝子 APG 群はそのほとんどが未知

の辿伝子であった。 これらの追伝子産物 (Apgp ) の系統的

な解析が進み，オートファジーにおける個々のタンパク質

の機能が明らかになりつつある 。 Apglp キ ナ ーゼ複合体

や ， オー ト ファジーに特異的な Pl3 キナ ーゼ複合体． 二 つ

のユビキチン様結合系 （下記） 等を発見 し た 。 現在これら

の相互作用，発現調節，複合体形成，細胞内局在などにつ



いて解析を進めており ，これらのネッ ト ワークが構築され 4. 酵母から高等動植物ヘ

っつある 。 これらの解析を通 じてオー ト ファジーが分子 レ 酵母で同定された APG 辿伝子の多 くは. ,ｷ::;': がf})柏物にも

ペルで理解できると期待している。 ホモログが存在することがゲノム解析の進展と共に明らか

細胞内分解コンパートメントにおける分解には，バルク にな ってきた。 我々 はこれらの相同追（云 fを手がかりに ．

で非選択的な分解のみならず特定の酵素やオルガネラを選 高等動植物におけるオー ト ファジーの分［機構と多細胞系

択的に除去する機構も存在するらしい。 前述のマクロオー に特有の役割の検討も行っ ている 。 哺乳動物の /\pg8p ホモ

トファジー の他にリ ソ ソーム／液胞膜の陥入 に よるミクロ ログである LC3 は細胞質に存在する 1 月~ から ． 翻訳後修飾

ォ ー トファジーと呼ばれる機構が存在する 。 最近ミクロ によって II 型となり，オー ト ファゴ ‘ノームに},.)在化するこ

オ ート ファジーにも APG 逍伝子が必要であることが示され とを見いだした 。 II 型への変換はオートフ ァ ゴソーム形成

っつあり， これらを統合したモデルが構築される必要があ と相閾している 。 ついで Apg5 ノックアウト ES 細胞を構築

る 。

3. オ ートフ ァジーに必須な新しいユビキチ ン
様タンパク質の発見

Apgp の内 7 つのタン パク質が新しいタンパク質の結合

反応に関与している こ とが明らかとなった 。 Apg l 2p は小

さな親水性のタンパク質であり， C-末端の Gly 残基を介し

て Apg5p の中央にある Lys 残基の側鎖にイソペプチド結合

を形成する 。 この結合体の生成は自食作用の進行に必須で

ある。 この反応はユピキチン経路と類似の反応からなって

おり， Apg7p , Apg!Op がその Apg l 2p の活性化と結合反

応に関与している （図 3) 。 さらに最近 Apg8p は ， 末端

Arg が Apg4p によって切断された後 Apg7p によ って活性

化を受け，特異的 E2 酵素 Apg3p に渡され，最終的に朕リ

ン脂質ホスファチジルエタノールアミンに結合することが

発見された 。 こ れらの全く新しいユピキチン様反応系はヒ

卜に至るまで真核生物に広く保存されている 。 現在この結

合体の形成が自食作用 のどのステップで機能しているかに

関して解析を進めている。

Apg12系 Apg12 忍さ匁

ニロこ:b-c:1ーニApg7 Apgl O ApgS 
Apg7 

ApgB 系

Apg8 さ’
言). Apg8 さ令さ令げ

C二ニ）G ATP Afl.P S 
G' 

戸 -芦—苛一 ~PE
図 3・ Apg12p システムと Apg8p システム

Apg12p と Apg8p の C末端 Gly 残基は・ Apg7p によ って ATP 依存

的に活性化され．それぞれ Apg10p, Apg3p とチオエステル結合を

形成した後・ Apg5p の 149 番目の Lys 残基，ホスフ ァチジルエタ

ノールアミンとアミド結合を作る 。 この結合システムはオート

ファジーに必須である。

し， Apg l2 結合系が哺乳動物でもオート ファジーに必iJ( で

あり ， Apg5 がオートファゴソームの前構造である協離朕

の伸長に関わっ ていることを見いだした。

細胞にと っ て巫要な細胞内分解のメカ ニ ズムは多細胞系

ではさらに複雑で， 高等真核生物に固布の機構や制御系が

存在するものと思われる。 酵母をモデル系としつつ . ,·.':i 等

動植物の示す栄1送飢餓応答，細胞分化における細胞の再構

築， アポトーシス，老化などの過程での自 ft 作）11 の役割を

明らかにすることを目標に/iJf究を進めている 現在 APC

遺伝子を破壊したマ ウ スやアラ ビドプシスの作成． 解析が

進行している 。
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(1998) A novel protein conjugation system essential for 
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細胞増殖研究部門
（客員研究部門 ）

ある追伝子が脳で果たす役割を理解するには，遺伝子自

体の解析だけでなく ， それを発現する細胞の投射様式や機

能， 発生過程を知ることが欠かせない。 しかし高等脊椎動

物の複雑な脳では，全細胞について精緻な1消報を揃えるの

は非常に難しい。 そこで当研究部門では，シンプルな脳構

造の割に複雑な梢報処理を行ない，ゲノムプロジェクトや

遺伝子工学を活用した研究が活発なモデル動物キイロショ

ウジョウパ工に注目し，脳神経回路の網羅的体系的な解析

を行なっている 。

1 . 脳の構造の解析

特定の細胞群をラベルする分子マーカ一を効率的に作成

できる GAlA エンハンサートラップ系統を利用してクラゲ

緑色蛍光タンパク GFP を発現させ， 4000 を越える系統に

ついて脳内の発現パターンをスクリーニングした。 神経に

比べ数が少ないグリアについては，すでに胚神経系のほぼ

全ての細胞細胞の同定と分類を終え，学習· 記憶に重要な

領野である成虫キノコ体の入出力線維群の解析も終了し

た。 現在は視鈷系と嗅筵系に関して，低次中枢と高次領野

を結ぶ投射神経の体系的同定を進めている 。

2. 脳の機能の解析

シナプス小胞の形成を阻害して シナプス情報伝達を遮断

する shibirrfS 遺伝子を GAlA 系統を利用して脳の特定の

細胞群のみで発現させ， 光源定位行動への影押を調べた

り，性別決定遺伝子 transformer を発現させてオスの脳の

一部のみをメス化し，求愛行動への影響を調べることで，

脳の領域と機能分担の相関を解析している 。

ゲノムプロジェクトで同定された大批の逍伝子の中で

も，特に可塑的神経活動など脳の一部の細胞のみが特異的

に反応するような機能に関与する辿伝子の解析には，それ

が脳のどこでどのように発現しているかを知ることが重要

である 。 そこで， 大批の遺伝子についての in situ ハイ プリ

ダイゼーションと GAlA エンハンサー トラップ系統との二

重染色を組み合わせた，細胞ラベル ・ 同定法の確立を進め

ている 。
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3. 脳の発生の解析

脳の細胞集団は，神経幹細胞ごと のクロ一ン (孫のりt 位

に区分できる。 しかし細胞ラペル法の技術的制約から ， ク

ロ一ンを胚発生期だけでなく成体の脳まで追跡することは

非常に困難だった。 我々は FRT-GALA 法を実JI!化して ． ク

ロ一ン単位の 30%以上を成虫脳まで追跡した その結果ク

ロ一ンの多くが限られた種類の回路のみを形成しているこ

と，言い換えれば脳のかなりの部分が，細胞系諮に依イi し

た神経回路モジュールの組み合わせで構成されていること

を見いだした。

また神経線維束の形成機序を解析するため． サンゴ赤色

蛍光色素 DsRed の改良型 S 1 97Y を GAL➔ で発現させる系

を作成した。 タンパク産生後数時間で緑の蛍光を発する

GFP に対し, DsRcd は数十時間しないと赤の蛍光を発しな

ぃ。両者を共発現させると， GA日発現が始ま っ たばかり

の神経の線維は緑だけで光り，古い線維は緑と赤の両方で

光るので，線維の新旧を始めて解析でき るようになった。

4. コミュ ニティ ーヘの貢献

インターネットを利用して，日本各地に散在するショウ

ジョウバエ研究者が最先端の研究情報を共布できる fiJf究支

援データペース／メーリングリスト "Jny" を ． また米独

の研究者と協力して昆虫脳神経系の膨大な両（後データを効

率よく提供するデー タペース "Flybrai n" を ． 構築 · 迎‘院

している 。
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細胞情報研究部門
（客員研究部門）

すべての細胞の内部には ， 染色体の分配や膜小胞の輸送

などの運動現象が見られる 。 また ， 多くの単細胞生物や白

血球， 精子などの細胞は細胞体の変形や鞭毛繊毛の波動に

よって水中や個体表面上を運動する。 これらの多様な細胞

運動は，いずれもモーター蛋白骰と呼ばれる蛋白質複合体

（ ミオシン ， ダイニン，キネシン ） が 2 種類の細胞骨格繊

維（アクチン繊維， 微小管）上で発生する滑り力を基礎と

している。しかし，細胞骨格とモーター蛋白質がどのよう

に組織 ・ 調節されて多彩な運動が発生するのかは，多くが

まだ不明である。

本部門では単細胞生物クラミドモナスをモデル材料にし

て，ダイニン一微小管系運動器官である鞭毛の運動機構

と，細胞骨格蛋白質アクチンの性質を研究している 。 鞭毛

運動の研究分野ではこ の生物を使った研究が最も進んでお

り，われわれも古典遺伝学と分子生物学の両面からのアプ

ロ ーチを使って ， 先端的な研究を行っている 。

額毛 ・ 裁毛が規則正しい波動を生じる機構は謎である 。

本部門ではミュータントと微細生理学的技術を用いて，屈

曲波を発生する過程でダイニンと微小管の間の滑り運動が

どのように規則正しく制御されているのか，鞭毛軸糸内に

多数存在するダイニン分子はそれぞれどのような機能を持

つのか，各ダイニンはどのような機構で微小管上に配列す

るのか，といった問題の解明をめざして研究している。 そ

の目的のために，特定のダイニンを欠失した変異株を多数

単離して，その戦毛の運動特性を解析してきた 。 その結

果， 特性の異なる複数のダイニンの共存が運動機能の発現

に重要である こ とを明らかにした 。 また，ダイニンの配列

に関与する重要な蛋白質複合体を同定し，その典味深い性

質を見いだした。 さらに ， 微小ガラス針を用いて，鞭毛巡

動機構において重要な，鞭毛内の弾性要素を直接検出する

こ とに世界ではじめて成功した。

鞭毛運動機構と平行して ， クラミドモナス • アクチンの

機能を研究している。 アクチンは細胞質分裂や接合管の形

成に関わるほか，軸糸ダイニン複合体中にも存在する。 数

年前，われわれが単離したダイニン内腕欠失変異株 ida5

が，アクチ ンの造伝子を欠損し ， 通常のアクチンを全く発

現していないこ とが明らかになった。 この株の配偶子は接

合管を作ることができないが，細胞質分裂は廿・：‘常であ っ

た。 ー方， この株では，通‘常のアクチンとはアミノ酸配列

が非常に異なる新奇なアクチンが発現してしヽることがわか

った。 このような例外的構造を持つアクチンはこれまで他

の生物ではほとんど見つかっ ていない。 特に . iji. ーの生物

中で一般的アクチンと例外的アクチンが共{{する例が発見

されたのはこれがはじめてである 。 現在この新アクチン様

蛋白質と旧来のアクチンの性質の相遥と ． 生休内における

それらの機能分担を明らかにする研究を行っ ている 。 それ

らの研究によ って，これまでよくわかっ ていなかっ た微細

深類におけるアクチンの役割が解明されるだけでなく． ア

クチン分子の機能ドメイン構造や発現調節機構に関する巫

要な知見が符られることが期待される

野生株 ida5 

接合管の電子顕微鏡像。 野生株配偶子 （接合型＋のもの） ではア

クチン束を含む接合管が形成さ れるが， アクチン欠失変異株 ida5

の配偶子では丸い突起しか形成さ れない。

参考文献

I. Kato-Minoura, T., 1-lirono, M. and Kamiya, R. (1997) 

C'1/a111yc/0111onas inner-arm dynein mutant. ida5, has a 

mutation in an actin-encoding gene. J. Cell Biol. 137, 

649-656 

2. Kato-Minoura, T., Uryu, S., 1-lirono, M .. and Kamiya, R. 

(1998) Highly divergent actin expressed in a 

Chla111)'c/0111onas mutant lacking the conventional actin 

gene. Biochem. Biophys. Res. Comm. 251, 7 I -76 

3. Minoura, I., Yagi, T., and Kamiya, R. (1999) Direct 

measurement o「 the inter-doublet elasticity in flagellar 

axonemes. Cell Struct. Funct. 24, 27-33 

4. Wakabayashi, K., Takada, S. Witman, G. B., and Kamiya. R. 

(200 I) Transport and arrangement oft he outer-dyneinｭ

arm docking complex in the flagella of Chia, 几vdomonas

mutants that lack outerdynein arms. Cell ルfo til

Cytoskeleton 48, 2 77-286 
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細胞融合研究部門
（客員研究部門）

細胞の分裂と運動は生物の生育，発生，分化に必須な生

命活動である。 それらの分子メカニズムを明らかにするこ

と を 目的と して研究している 。

1 • 細胞質分裂の分裂構造の研究

細胞が分裂する際には＜ぴれ部分 （分裂溝） の細胞膜直

下にアクチン裁維を主体とする収縮環と呼ばれる構造が形

成され， ミオシンとの相互作用による収縮によ っ て細胞が

分裂する こ とを明らかにしてきた 。 しかし収縮環の形成，

収縮，収縮後の消滅のメカニズムはよくわか っ ていない 。

私達はウニ卵とイモリ卵から分裂溝を単離することに成功

し ， いくつかの典味深いその特異構成タンパク骰を見いだ

した。 現在，これらのタンパク質の実体と分裂における役

割を研究している 。

2. 細胞質分裂のシグナル伝達のメカニズム

1 に述べた分裂溝は星状体から細胞表}~に伝達される分

裂シ グナルによ っ て誘尊されると考えられているが， 分裂

シグナルの実体は不明である。 私達は分裂溝誘祁の過程に

タンパク質リン酸化と低分子屈G タンパク質 Rho がそれぞ

れ関与することを強く 示唆する結果を得ている。 そこで単

離分裂溝中のリン酸化タンパク質とこれをリン酸化するキ

ナーゼを探る。 更に Rho の役割を解明するため， これまで

に分裂酵母， ウニ，アフリカツメガエルの ,ho 遺伝子をク

ロ ーニ ングした。 今後， これら Rho の働 き ， さらに Rho

のターゲットタンパク質を明らかにしてい＜予定である。

3. アクチン調節タンパク質の構造と機能

アクチンは細胞運動を 担う最 も重要な タンバク質で， そ

の細胞内での動態は様々なアクチン調節タンパク例（脱重

合タンパク 質， 繊維端結合タンパク質，繊維切断タンパク

質， 架橋タンパク質）によ っ て制御されていると考えられ

る 。 上に述べた収縮棗の形成 · 消滅も直接的にはこれらの

タンパク質によ って制御されてい ると思われる 。 私達はこ

れまでに卵細胞から多くのアクチン調節タンパク質を単離

し，ま た分裂酵母からも こ れらのタンパク質のホモログを

単離して，その細胞内機能を研究している。 また最近発見

された Actin-Rel at ed Proteins (ARPs, アクチンに 50% ホ

モロジ一を持つ） もウニ卵から見い出したのでその役割も
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検討中である 。

4. ミオシンの役割

私達は以前，ヒトデ卵を用いて抗体のマイクロインジ ェ

クション法を開発し， ミオシンが細胞質分災に必須である

こ とを示した。 最近，分裂酵母を用い， II 型ミオシン凧釦

の辿伝子を破壊する こ とによ っ てミオシンが収縮閑形成に

必要であることを示した。 この系を用いて ミオシンを通じ

て行われる細胞質分裂の制御系を明らかに していきたい。

参考文献

I. Tosuji, H., Mabuchi, I., Fusetani, N. and Nakaza,,'ll, T. 

(1992) Calyculin A induces contractile ring-like apparatus 

formation and condensation of chromosomes in unfer— 

tilized sea urchin eggs. Proc. Neal. Acad. Sci. US,l 89, 

10613-10617. 

2. Mabuchi, I., Hamaguchi, Y., Fujimoto, 1-1.,Morii, N., 

Mishima,M.and Narumiya,S.(1993) A rho-like protein is 

involved in the organisation of the contractile ring in 

dividing sand dollar eggs. Zygo1e I, 325-33 I. 

3. Mabuchi, I. (1994) Cleavage furro,vs: timing of emergence 

of contractile ring actin filaments and establishment of 

the contractile ring by filament bundling in sea urchin 

eggs.J. Cell Sci. 107, 1853-1862. 

4. Fujimoto,H. and Mabuchi, 1.(1997) Isolation of cleavage 

furro,vs from eggs of regular sea urchin and identification 

of cleavage furrow-speci tic proteins. J. Biochem. 122, 51 8-

524. 

5. Motegi, F., Nakano, K., Kitayama, C., Yamamoto, M. and 

Mabuchi, I (1997) Identification of Myo3, a second typeｭ

II myosin heavy chain in the fission yeast 

Schizosaccharonりicespombe. FEBS lei/. 420 、 1 6 1 - 1 66 .

パフンウニ卵の収縮環

細胞分裂中のパフンウニ卵のアクチン繊維を蛍光標誌フ ァ ロイジ

ンで特異的に染色 した。 分裂溝のリング状のアクチン繊雑束が収

縮環。 卵の大きさは 100µmほど。



個別研究①

1 . 鱗翅目昆虫（チョウ ・ ガ） の翅の形態形成

チョウ ・ ガなどの成虫の翅はそれぞれの種に特有の輪郭を

持っている 。 しかし，蛹の段階で翅の成虫原基が体表に露出

した段階では，成虫の翅の輪郭とは異なる形状を持っている

場合が多い。 Siiffert (I 929) は，蛹の翅の辺縁部に一本の税

界線ができ，その外側の領域が急速に消失することによっ

て，成虫の翅の輪郭ができあがることを報告した。 こ の過程

を形態学的に再検討するとともに，そのメカニズムを調べて

いる 。

モンシロチョウを材料として，蛹の翅の切片を顕微鋭で

観察すると， a) 境界の外側部分（退化域）の消失は細胞死

によって起こり，その細胞死は蛹化の約三日後 (20℃ ) を

ピークとした半日から一日という短期 IIIJで完了すること，

b) 生理的な細胞死（アポトーシス） に特徴的な超微形態

をもった細胞が，退化域に多数見られること， c) 細胞死の

さかんな時期にマクロファージに似た浮遊細胞 （顆粒細

胞） が翅内部に多数出現し，死細胞を貪食すること，など

がわかった。 TUNEL 法により DNA の切断端を検出したと

ころ，細胞死に先立っ てこのような断片化が起こ っ ている

ことが確認できた。 これらの結果から，鱗翅目昆虫の翅に

おいても，脊椎動物で知られるアボトーシスと類似の現象

がつていることが示された。 また，退化の時期の前後で，

翅の断面を比較してみると，退化が盛んな時期に上皮間の

接着が強くなり，この結果， 退化域での顆粒細胞による貪

食が効率よく行われていることがわかった。

終令幼虫から蛹をへて成虫にいたる過程で，翅には気管

および気管小枝が何度も進入して，空気供給をおこなうと

ともに，翅脈の配列や斑紋パターンを形作る因子として作

用しているらしい。 さまざまな細胞間相互作用により翅脈

形成にいたるダイナミックな変化の過程を，光顕 ・ 地頻を

併用して詳細に観察している。 このような研究は，翅脈依

存性の斑紋パターンのなりたちを研究する基礎としても狐

要である。

参考文献

I. Kodama R, Yoshida A, Mitsui T (1995) Programmed cell 

death at the periphery of the pupal wing or the buttcrny, 

Pieris rapae. Roux's Archives ofDevelop111ell/a/ Biology 20, 

418-426 

2. Yoshida A, Arita Y, Sakamaki Y, V.'atanabc K, Kodama R. 

(1998) Transformation from the pupal to adult wing in 

Oidae111a1ophorus hirosakianus (Lcpidoptcra: Ptcrophoｭ

ridea). Annals of 1he 邸101110/ogica/ Society <~f America, 
91,892-857 

走査電子雛微鏡による，蛹の翅の内部の観察

試料を乾燥後に背側， 腹側上皮に分離した。 中央は一次気管およ

びそこから分枝する気管小枝。 背袋は鱗粉細胞の配列。
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発生生物学研究系

生殖研究部門
生殖研究部門では，生殖腺の性分化及ぴ生殖細胞の形成

過程とその調節機構を細胞レペル，分子レベルで総合的に

解明することを目的とし，魚類を主な材科として卵巣と精

巣の形成，卵の成長や成熟，精子形成や成熟を制御するホ

ルモン分子種の同定及びそれらホルモン因子の生成と作用

の分子機構の解明に韮点を骰き研究を進めている。

1 . 生殖腺の性分化

脊椎動物の生殖腺の性分化機構はいまだにほとんど不明

である。 生殖研究部門では，メダカ，ティラビア，性転換

魚（ハワイ産ペラ，オキナワペニハゼ）などを実験材料•に

生殖腺の性分化，性転換に関わる遺伝子の同定と機能解析

を行っている。 テ ィ ラピアの遺伝的雌 (xx) の生殖腺で

は，卵巣分化に先行してエストロゲン生成酵素群

(P450scc, 3 ~-HSD, P450cl 7, P450arom) の発現が認め

られるが， 逍伝的雄 (XY) の性分化期生殖腺ではステロイ

ド代謝酵素の発現はみられない。 また，孵化直後から阻害

剤（ファドロゾール）処理により内因性エストロゲンの生

成を抑制すると造伝的雌は雄に不可逆的に性転換する。 ま

た，ハワイ産ベラの雌から雄への性転換も ， 卵巣における

芳香化酵素 (P450arom ; アンドロゲンをエストロゲンに転

換させる酵素）遺伝子の急激な発現抑制（エストロゲン生

成の停止） が契機となり起こることがわかった。 これらの

結果から，魚類ではエストロゲンが生殖腺の性分化及ぴ性

転換に中心的な役割を果たしていると結論される。 ー方 、

アンドロゲンは精巣が形成された後に起こる精子形成の制

御に重要な働きをすると考えられる。 また 、 メダカの Y性

染色体上にあると考えられる性決定遺伝子（精巣決定遺伝

子）についてもポジショナルクローニングにより単離を試

みている 。 すでに、この性決定逍伝子を含む Y 性染色体領

域 (5 30 kb ) を特定する こ とに成功し ， ショットガン法に

より， 50 数個の候補遺伝子の塩基配列を決定した 。 さら

に ， 生殖細胞の起源や分化を解析する実験系として，光る

生殖細胞 ( Vasa-GFP) をもつトランスジェニックメダカ系

統を作出することに成功した（図 1) 。
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図 1 光る生殖細胞をもつトランスジェ ニ ッ クメダカ系統 （雌）

卵巣が蛍光を発している 。

2. 卵の成長と成熟

卵母細胞は生殖腺刺激ホルモン (GTI-1 ) の作川によ り 成

長し，成熟する 。 しかし， GTH の生硝細胞に対するこのよ

うな作用は直接的ではなく，各々の卵を 1川む i應胞組織での

ステロイドホルモンの生成を介している。 Hi.類では GTH が

ii屈胞組織に作用することにより，卵犀細胞の 1成長 （卵貨形

成） 期にはエストラジオール-I 7 19 が，また卵の成熱期には

卵成熟誘起ホルモンである 1 7a, 20/f-: ジヒドロキシ-4- プ

レグネン-3- オン ( 17 a, 2019 -DP) がそれぞれ IIが期特悦的

に生成される。 サケ科魚類ではエストラジオール -I 7 1'1 も

17 a, 20 企DP も， GTH の作/TI でi應胞糾織を構成する英朕

細胞と顆粒朕細胞の協同作用で生成される ( 2 細胞I\'(モデ

ル ） 。 卵成熟直前の沌胞細胞でエス ト ラジオール- 1 7 ,1 から

17 a, 20 企DP へのステロイド合成系の転換が起こるが ．

この転換には罰粒朕細胞におけるステロイド代謝酵索逍伝

子の発現転換（芳香化酵索一•ステロイド -2゜ ,~ -水酸基脱水

素酵素）が関わる。 さらに ， これ ら逍伝子の発現は 2 種の

転写制御因子 (Ad4BP/Sf--I と CREB) により 別々に調節さ

れていることが明 らかになっ た。

エストラジオール-1 7 ,1 は肝脇に作川 して卵鉗 1'Jli 駆体



（ピテロゲニン）の生成を促進し ，このピテ ロ ゲニンは IfIL

液により卵巣に運ばれ，卵母細胞表而の受容体を介して卵

に取り込まれ， 卵黄として諮積される。ー方 ， 卵成熟誘起

ホルモンである 1 7 a, 20 (3 -DP は，充分に成長した卵にの

み作用し卵成熟を誘起する。 こ の時 ， 17 a, 20 企DP は卵

細胞膜上にある受容体とそれに辿絡する抑制性の G 蛋白質

を介して作用する。一般にステロイドホルモンは細胞質ま

たは核内の受容体を介して作用すると考えられてお り ， ll災

受容体を介した 1 7 a, 20 化DP の卵成熟誘起効果はステロ

イドホルモンの新しい作用機構と考えられるので， 現在こ

の膜受容体の化学的実体について調べている 。 I7 a , 20 (3 

-DP が卵表に作用すると卵内に新しく卵成熟促進因子

(MPF) が形成される 。 魚類の MPF は cdc2 キナーゼとサ

イクリン B からなる分子批約 1 0 万の複合体である。 キン

ギョの未成熟卵には cdc2 キナーゼのみが存在 し ， サイク

リ ン B は卵に 1 7 a, 20 (3 -DP が作用して後に新しく合成さ

れる 。 サイクリン B mRNA は未成熟卵中にすでに存在し，

I 7 a , 20 (3 -DP はその翻訳を 1井l始させる。 この過程には翻

訳抑制因子 (mRNA 結合蛋白質）の不活性化とサイクリン

B mRNA のポリアデニル化が関与する。 MPF は受梢時に不

活性化されるが， この際にみられるサイクリン B の分解

に，活性型多機能性 プロ テアーゼ複合体 (26S プロテア

ソーム ） が中心的役割を果たすことを明らかに した。

3. 精子形成

多細胞動物における精子形成や成熟の制御機構は不明な

点が多い。 従殖ウナギの精巣にみられる生殖細胞は精原細

胞のみであり，精子形成の制御機構を解析する格好のモデ

ルとなる。 本研究部門 では ， まずこのウナギ精巣の無lUli¥'i 

器官培蓑系を確立し，これに GTH あるいは 1 トケ ト テス ト

ステロン（ウナギの精子形成誘起ホルモン， I I -KT) を 添

加することにより ， 精原細胞に体細胞分裂を起こさせ， さ

らに減数分裂への移行，精母細胞，梢細胞を経て，精子ま

で分化させる こと に成功した。 これはホルモンにより精子

形成の全過程を試験菅内で実現さ せた世界で最初の例であ

る 。 この実験系を用いてこれらホルモンにより特異的に発

現される遺伝子を検索した結果， GTH がライディッヒ細胞

に働いて生成される I I -KT がセルトリ細胞でのアクチピン

f, B サプユニット遺伝子の発現を促進させることが判明し

た。 I I-KT 受容体遺伝子はホルモン処理前にすでにセルト

リ細胞で発現 し て いる 。 また，ウナギの柏巣を CHO 細胞

でつくらせたウナギのアクチピン B と器官培投すると梢原

細胞に頻槃な分裂像が観察される ことから ， アクチピン B

は精原細胞の増殖を誘起する こ とにより ． 精子形成のトリ

ガ一を引くものと考えられる 。 アクチピン B の刺激が梢原

細胞朕上にあるアクチピン 1 型および I I 卑！受容体を介して

細胞内に伝達される結果，梢原細胞でサイクリン El (GI 

サイクリン） が新しく生成され， A 型粘原細胞は S 期に移

行する 。 続いてサイク リ ン A2 . Bl, B2 が生成されて粕原

細胞の分裂，増殖が起こり， B 型精原細胞となる。 さら

に，滅数分裂期に入るとサ イ クリン A l が新 し く生成さ

れ，精子形成は進行する。 今後は I I-KT による七ルト リ 細

胞でのアクチピン B の生成機構及び減数分袈1月始における

サイクリン Al の機能について細胞 ・ 器官培従系を駆使し

て細胞 ・ 分子レペルで解析する 。
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細胞分化研究部門
生殖活動は全ての生物種に普遍的な生命活動であり，連

綿と続＜種の存統を支えてきた。 その活動は視床下部』面下

垂体ー性腺から構築される功妙な内分泌系によって支配され

ているが， この支配は単に生殖腺の分化と機能維持に留ま

ることなく脳の性分化や性行動まで，極めて広範囲に及ぶ

ことで動物個体の生殖活動を調節する。 本研究部門では特

に生殖腺における「性分化の機構」を分子レペルで解明す

ることを主要な目的として，分子生物学や発生生物学的手

法を用いながら研究を行っている 。 また同時に「頭部形成

の機構」の解明も主要な研究課題として取り上げている。

1. 生殖腺の形成に必要な転写因子の発現調節と

機能

我々は生殖腺の形成に不可欠な転写因 子として

Ad4BP/SF-l を同定してきたが，この因子以外にも Dax - I ,

Sox-9, Wt-I, GATA4, Emx-2, Lhx9 などが，やはり正常

な生殖腺の形成には不可欠であることが知られている。 本

研究部門では主に核内レセプターファミリーに屈す

Ad4BP/SF- l と 凶x- 1 の発現と機能，更にこれら因子を

コードする追伝子の転写調節機構の解析を行っている。 こ

れらの解析から分かってきたことは， Ad4BP/SF- 1 は転写

活性化因子として ， D-dX- 1 は抑制因子として拗＜こと， ま

た Dax- I 逍伝子の転写は Ad4BP/SF- l によって活性化され

ること等であった。

これらの転写因子は共に分化した生殖腺のみならず生殖

腺原基にもその発現が認められる こ とや，辿伝子破壊マウ

スの生殖腺に異常が認められることなどから ， 生殖腺の形

遺伝子発現を制御する額域の同定にはト ランスジェニック

マウスの作製が欠かせない。 現在この方法で A山BP/SF-I

逍伝子の転写調節領域を解析中である

2. 生殖腺の形成

生殖腺，腎腺， 副腎皮質などの糾織は全て中 間中)jf栄に

由来することが知られている 。 こ の こ とは これ らの糾織の

形成に必要な転写因子が重複していた り ． これらの糾織に

異常が併発する遺伝性の疾息が存在することによって支持

される 。 これまでに Ad4BP/SF-1 に対する抗体を 11 l いた 免

疫組織染色からは ， 生殖腺と副腎皮質が一群の細胞狼間よ

り分離する様子を捕えることが出米た。 これらの糾織は関lj

腎 • 生殖腺原基と呼ばれる Ad4BP/Sf-'- I 陽性の細胞狼団と

して検出されるが， その後生殖腺原払と闊LJ腎皮質Iふ(J,~に分

離し，更に生殖腺原基からは性依存的に粘巣と HP巣が分化

する。 この過程には，何が罰lj'毘生硝腺/J;Ut; を決定している

のか，どのような機構で副腎 • 生殖腺原),~が lj:_ MII泉原晶と

副腎皮質原基に分離するのが生殖腺の性決定過程にはど

のようなメカニズムが働いているのかな どの卯味ある問題

が残されている 。 ー方，同様な時期と J-J)j 所での Dax- I や

Wt- I の発現を調べるてみると，副腎ー生殖腺/J;(),~ を構成す

る細胞に既に微妙な差迩が検出可能であるし . lj:_MII泉 1原）；；

を構成する細胞集団内でもマーカーとなる逍伝 f-発現に 差

異を検出することが可能である。 このよ うな淡辿がその後

の細胞の運命を決定する要因であると推測される 従 っ

て，そのような差辿を生み出すメカニズムは今後の煎要な

検討課題である。

成過程で重要な機能を担っているものと推測される。 この 3 弱頁音肘杉成；を支える迂iイ云学：的カスケード

ような観点から，転写因子としての機能調節機構を解明す 頭部オーガナイザ一領域に発現するホメオポ ックス蛋白

ることが不可欠であると思われたため，性分化前後のマウ

ス生殖腺から作製した cDNA ライプラリ一を用い， 各種転

写因子と相互作用する因子を 1wo hybrid 法で検索してき

た。 既に典味あるクロ一ンが得られており，解析中であ

る。 また ， これらの転写因子の生殖腺における発現は特徴

的な性依存性を示すが，このような発現を可能にする機構

は生殖腺の性分化を理解する上で重要な点である。 従っ

て，性依存的発現を可能にする転写調節領域とそれに結合

する転写因子の同定が現在の重要な課題である。 性依存的
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質 Lim l は，その追伝子破壊マウスに頭部形成媒‘莉；が認め

られることから，頭部オーガナイザー活性に不可欠である

ことが示された 。 そこで，野生型と Lirnl 変異休の頭部

オーガナイザ一領域における追伝子発現を比較すること

で， Liml によって制御され，頭部形成過程でif,.: 要な機能

を担うと期待される辿伝子の単離を行った。 lji.離された追

伝子の中には Li m) と重複して発現しているものがあっ

た。 これら の追伝子を手がかりに ． 到樟Ii形成に屯要な逍伝

学的カスケードの解明を目指し，研究を行っている ＾ 既



に， Stoma と名付けた逍伝子の追伝子破壊マウスを作成

し，表現型を解析中である。 また，同時に新たに単離され

た迅伝子についても，逍伝子破壊マウスの作成を行っ てい

る 。 これらの追伝子の機能解析を通じ，頭部オーガナイ

ザーの機能発現や， Lim! 転写因子によるオーガナイザ一

活性の制御機構が明らかにな っ てゆくものと期待される。
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ti. 一
胎仔生殖腺における Factor X の発現

Ad4BP/SF-1 などの生殖腺で発現する各種転写因子の機能調節機構

を調べる目的で．これらの転写因子と相互作用する因子を . Twoｭ

hybrid 法にてスクリーニングした 。 多くのクローンが得られたの

で．これらの因子の発現を胎仔生殖腺を用いて調ぺたところ ．

各々特徴的な発現パターンを示すことが明らかにな っ た。 図に示

すのはそのうちの一つ. Facto「 X と名付けた因子の発現バクーン

である 。 この因子の発現は ． 既に形成初期の胎仔生殖腺に検出さ

れる（上の写真 ： 胎齢 11 .5 日の雄）。 その後．胎仔生殖腺は雌雄

に分化するが．雄胎仔精巣においては精巣索内部のセルトリ細胞

で発現する（下の写真：胎齢 12.5 日の雄）。 本因子の機能は遺伝

子破壊マウスの作成を通じ ． 現在解析中である。
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形態形成研究部門
本研究部門では動物の受精卵が細胞分裂を繰り返しなが

ら生物として固有の形づくり（形態形成）を行うメカニズ

ムを解明するための研究を行っている。 とくに形態形成を

細胞増殖因子や転写調節因子の働きによるプログラムとし

て理解し， さらにそのプログラムを動物種IUJ で比較するこ

とによ って形態形成メカニズムの共通性，多様性に迫る 。

1 . 細胞増殖因子による体軸形成のし くみ

細胞増殖因子は初期発生における糾織パターン形成を介

して，体軸（頭尾， 背股，左右軸 ） の形成にも寄与してい

る 。 我々はアフリカツメガェルをモデルとして BMP と呼

ばれる細胞増殖因子が，腹側化因子として背股軸形成に決

定的な役割を担っていることを明らかにした 。 また，この

背股軸形成システムは無脊椎動物のショウジョウバ工にも

保存されており，種を超えて保存されてきたメカニズムで

あることが知られている 。 また ，我々は BMP によって初

期応答辿伝子として誘祁され， BMP シグナルの下流で機能

するホメオポックスタンパク質 Msx-1 を同定し機能解析を

行った結果， Msx- 1 を介した BMP シグナルが頭部抑制に

必須であることを明らかにした （図 l ) 。

図 1 Msx-1 シグナルの遮断によって異所的に生じた頭部

眼 （匂） ， セメント腺 (cg) といった頭部に特徴的な構造がで

きている。

2. ショウジョウバエ Opp シグナル

Decapentaplegic (Dpp) のシグナル変異休と追伝学的に相

互作用を示す変異体を，網羅的にスク リ ーニング してき

た。 現在まで 9 種類のサプレッサー変異体 (Suppressor of 

Constitutively Activated Dpp Signaling: Scad ) を iji. 離し

た。 興味深いことに，我々 の単離した Scad 変楳の原因造

伝子の多くは核内タンパク （転写因子またはその共役 1月

子）をコードしている こと が明らかにな っ た これ らの分

子は BMP シグナルの下流，おそらくはターゲ ッ ト j韮伝子

の転写レベルで働き ， BMP シグナルに対する組織，細胞の

応答特異性の違いに貢献しているものと考えられる

3. ホヤの脊索形成機構

原始的な脊索動物である尾索動物ホヤでは Brachyury 逍

伝子 ( T-box 転写調節因子）は脊索のみに発現し ( I凶l

2)' 脊索形成に必須である。 この追伝—fの秤索特汎的発

現制御領域および下流のターゲット辿伝子群を解析するこ

とから，脊索形成の分子機構を明らかにする こ とを LI 指し

ている 。 脊索は脊索動物の幼生または成休の正中 ·1'-'f側で祉l

経管の直下を頭尾軸に沿って走る器官で，個休発生学的に

みて神経誘祁を引き起こす器官として，また系統発'·'"-学的

にみて脊索動物門に含まれる動物群 （脊椎動物＋頭索動物＋

尾索動物）を特徴づける最も頻著な形質として ． 発'I=.学上

非常に重要な器官であるといえる 。 したがつ て ． 在索細胞

分化の分子機構は我々ヒトを含めた子f椎動物の起源と進 化

を解析する道にもつながると考えられる。

世代期間約 2 週 l彫l のシ ョウジョウパ工は，遺伝学的スク 図 2 ホヤ幼生の脊索で発現する Brachyury 夕 ーゲット遺伝子

リーニングに適したモデル動物である 。 また，近年明らか

にされた全ゲノム DNA 配列の解析結果は，単離した変異

体の原因逍伝子を特定する上で非'ii:.• に有用な情報となって

いる 。 我々は脊椎動物 BMP2/4 の相同分子である
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4. 細胞増殖因子による線虫の体の大きさを決定

する仕組み

TGF-Pファミリーに屈するリガンドは線虫 C. elegans に

も保存されている 。 我々は線虫における TGFやシグナルの

役割，おもに DBL-I をリガンドとする sma 経路の分子機構

を研究している 。 当研究室で発見した線虫 TGF-P ファミ

リ ー リガンド dbl- I は ， BMP サプファミリーに屈し，その

逍伝子欠損により体が小さい Sma (small ) の表現型

(0.75 mm ) を示し，過剰発現により体が長い Lon

(long) の表現型 (1.5 mm ) を示す（図 3) 。 DBL- I は

主に神経細胞で発現しており，我々は，神経細胞由来

DBL- I による線虫の体長調節機構の解明を目指して研究を

行っている 。 最近，我々は DBL-I の受容体である SMA-6

の表皮細胞 (hypodermi s ) での発現が体長調節に諏要で

あることを明らかした。

また ， マクロアレイ （線虫 cDNA8 ,000 種をスポットし

たフィルタ ー ） を用いて， dbl- I (-)の小さい線虫と dbl-I

（＋＋） の長い線虫で発現強度が変化する追伝子を網羅的に

探索し，二重鎖 RNA 阻害実験 (dsRNAi) 法により機能解

析を行った。 この方法により sma シグナルの下流で発現抑

制される追伝子を同定し，同遺伝子が体の長い変異体 Ion­

l 遺伝子座にマップされ実際に LON- I をコードしているこ

とを明らかにした。 したがつ て， sma 経路は Ion- I 発現を

負に制御する ことによ り体長を調節していることが判明し

た。 LON-I は，植物からヒトにいたるまで保存された部分

アミノ酸配列（機能未知） をもつ膜貰通型タンパク質であ

る 。 今後， LON- I の機能解析が待たれる。

図 3 DBL-1 変異の体長の短い sma と過剰発現による長い

Ion 個体
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発生生物学研究部門
後任を現在検討中。
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個別研究②
タンパク質のふパルミトイル化が動物の発生を制御する

メカニズムを解析している。 Sパルミトイル化は G タンパ

ク質などが受ける化学修飾のひとっであり， この修飾が梢

報伝達の制御に重要な役割をしている。 カイコの胚発生の

機構解析で， p260/270 という蛋白質が特定の細胞組織で

多批に発現されることを明らかにした。 この蛋白質は，パ

ルミチン酸を転移する Sパルミトイル化酵素である。

マウスの胚で p260/270 のホモログが発現されることや

このタンパク質が脂肪酸合成酵素であることを明らかにし

た。 脂肪酸合成酵素は，マウスの胚の脳や脊髄，及ぴ神経

節などで発現され，それらの神経系の神経細胞で多批に発

現されていた。 こ の時期の神経細胞の突起伸長には Gro\Vlh

Associated Protein 43 (GAP-43)が関与しているが， GAP-43

の ふパルミトイル化が突起伸長の制御をしていることがわ

かっている 。 脂肪酸合成酵素が直接 GAP-43 の Sーパルミト

イル化を行うことやこの酵素の阻害剤が神経突起伸長を抑

制する ことか ら， この酵素が ふパルミトイル化を行うこと

で神経突起伸長を制御していると考えている 。 今後も脂肪

酸合成酵素によるふパルミトイル化の発生の制御機構を解

析する計画である。

参考文献

I. Ueno, K. and Suzuki, Y. (1997) p260/270 expressed in 

embryonic abdominal leg cells o 「 /Jo111byx 111ori can 

transfer palmitate to peptides. J. Biol. Chem. 2 72, I 3519 

-13526 

2. Ueno K. (2000) Involvement of fatly acid synthase 1n 
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図 1 マウスの胚 （受精後 11 日 ） の insitu hybridization 

脂肪酸合成酵素の mRNA (紫色に染色されている ） は前脳(fb)や後

脳(hb)などの中枢神経系や cranialganglia (gV, gVIINIII, glX/X)などの

末梢神経系で多紐に発現されていた。
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制御機構研究系

感覚情報処理研究部門 B 
当研究部門では， 脊椎動物の中枢神経系が， 個体発生の

過程で形成される仕糾みや成体になった後に機能するメカ

二ズムについて研究している。 脳 ・ 神経系における神経回

路網は動物における情報の受容， 認識， 統合 ， 記憶ひいて

は情動，行動の基盤であり ， その研究はライフサイエンス

における重要な研究分野として位骰付けられている。

1 . 網膜における領域特異化の分子機構

脳 ・ 神経系では， 領野，神経核と呼ばれる数多くの区分

が存在し， それぞれ独自の機能を担っている 。 しかしなが

ら，その形成の仕組みは未だ充分に解明されていない。

我々は，脳の一部から発生する 1恨における領域特異化の問

題を取り上げ，網朕において前後軸（昴耳軸）並ぴに背jj及

軸方向の領域特異性獲得の分子機構を明らかにする研究を

行っている 。 既に RLCS 法（図 l A) によ って，ニワ ト リ

胚の網膜において領域特異的に発現する分子群を，網羅的

に単離 ・ 同定する作業を完了した 。 前後軸方向で 33 分

子，背股軸方向で 20 分子を見い出しているが，この中に

は数多くの転写調節因子 (CBF- 1 , -2 等）， jj岱分子 ， 分泌

因子，シグナル伝達因子，細胞骨格分子等が存在している

（図 1 B) 。 現在，異所的な遺伝子発現，追伝子変換マウ

スの作製等によって， これらの遺伝子の役割を追求してい

る。 この研究を通して，眼のできる仕組み， 網股における

領域特異化の仕組みを解明する 。

A 
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図 1. 二ワトリ網膜で領域特異的に発現する遺伝子群

A: 網膜背側と腹側の RLCS パタ ーンの比較の一例。 背側(D)のパ

ターン （黒 ） に腹側(V)のバターン （緑） を重ねて表示してい

る。 背側に特異的に存在する分子の cDNA スポッ トは．黒い

スポットとして検出される 。 スボッ トから直接 cDNA クロー

二ングを行う 。

s: 単離 された個々の遺伝子の発現部位。 in situ hybr idization に

よって個々の遺伝子の発現場所が判る。 左か らそ れぞれ網膜の

前側｀後側，背側， 腹側で特異的に発現している分子であるこ

とが判る 。

2. 特異的神経結合形成の分子槻構

神経系では ， その発生過程において様々な領域で，ある

部域の神経細胞から発した神経軸索が別の特定の領域の神

経細胞に，二次元的相対位佃関係を保存した形で'ii渾'/1(に対

応して結合する，いわゆるトポグラフ ィック投射路が形成

される。 ニワトリの網膜視盗投射の系では ． 網脱の ~;;,.fi!ll 

（前側） あるいは耳側 （後側）の領域から発した視神経

は，視中枢 （視盗）のそれぞれ後側，前側の領域に選択的

に神経結合を形成する 。 同様に，背側からll及側に . II及側か

ら秤側に投射が起こる 。 視神経のトポグラフィ ックな投射

には網膜の領域特異化が密接に関係している 網脱にお い

て上記の領域特異的な発現を示す転写調節l乱 —jこ等の発現部

位を人工的に変えることによって，視神経の投射部位が変

わることを明らかにしている。 ニワトリとマウスを Ill い

て，網膜において領域特異的発現を示す分臼洋の役割lを謳I

べることから ， 視神経が正しい相手と神経結合を形成する

仕組み，特に成長円錐の挙動をコントロールする分 r機構

を明らかにする研究を行っている （図 2 A ) 。
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図 2 . 遺伝子変換マウスにおけるマーカー分子の発現

A: 網膜神経節細胞に選択的に発現するプロモータ一を用いて

マーカー分子を視神経に発現したマウスの脳。 視神経が交差す

る様子が明瞭に判る。

B : PTP s 遺伝子をマーカー遺伝子と四 き換えた マウスの胎仔。

PTPs が脳神経系に特異的に発現していることが判る。

C : Nax 遺伝子をマーカー遺伝子と四換 し たマウスの胎仔。 Nax が

脳の一部の領域｀ 三叉神経節， 脊髄後根神経節， 肺に発現して

いることが判る 。

3. プロテオ グ リカ ン型チ ロ シンホスファター

ゼ PTPsの役割

中枢神経系における主要な細胞外基質分子はプロテオグ

リカンであり，いくつかの分化（栄養）因子は，プロテオ

グリカンのグリコサミノグリカン頻に結合することによ っ

て初めて機能的なリガンドとなることが示されている。

我々はラット脳を用いて，受容体型チロシンホスファ

ターゼ (PTP) の中にプロテオグリカンに屈する分子が存

在すること ， またその内の一つが PTPr (RPTP 1'3) である
こ とを明らかにした 。 また ， PTP s には 3 つのスプライ

シ ングア イ ソフォ ームが存在することを示した。 更に ， こ

の PTP s のリガンド分子としてプレ イオトロフィンとミッ

ドカインを同定し，この両者の結合により神経細胞分化 ，

細胞移動が誘郡されることを見い出した。 また最近， PTP

t は ， c末で PSD95 ファミリー と結合していること，また

GIT! を基質とする こ とを見い出し， シナプス機能の調節に

も 1渕与している可能性が出てきた。 今後， GITI 以外の細胞

内基質分子の同定を進めると共に， PTP s 追伝子 ノックア

ウ ト マウスの解析によ っ て本分子の 1消報伝達機構と脳形

成， 脳機能における役割を明ら かにする（図 2 B) 。

4. Nax チャンネルの機能

これまで NaG (SCLI I) , Nav2. I, Nav2. 3 等と呼ばれ

てきた Nax イオンチャンネルは，霊位依存性 Na チャンネ

ル ファミリー (Nav ) と 一次構造 」こ，比較的近い構造を打

するものの，その機能と役割は明らかにな って いなか っ

た。 我々は ， この遺伝子欠Hiマウスを作製 し ， その陪析を

通してこの新しいチャンネルの機能と j:)11\的な役割1 を明ら

かにする 研究を，形質転換生物実験施設 （ 渡辺英治助教

授）と共同で展開している （図 2 C ) 。 これま での研究

で， このチャンネルは細胞外の N釘 イオン濃度 を感知 して

開< Na チャンネルであり， 1本液中の塩濃1災恒常性の維持

に拗＜可能性が明らかにな っ た。

参考文献
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計時機構研究部門
生物を取り巻く自然棗境は前に変化している。 例えば

温度は季節の移行に伴う長期的な，あるいは昼夜における

短期的な時間経過の中で変動している。当研究室では，植

物が「いかに閑境の変化を検知し適応しているのか」につ

いて ， ？沿等植物およびそのモデルである ラン 藻を用い，そ

の分子機構を遺伝子の発現調節の視点から研究している 。

1 . 膜脂質の脂肪酸不飽和結合と低温耐性の関連

植物は低温により種々の1旅害を受けるが，その第ー段階

は膜脂質の相転移にともなう 細胞朕機能の損協である。こ

の相転移の起こる温度は ， IJ共脂質を構成する脂肪酸の不飽

和度に依存している 。 当研究室では ， 膜脂質の不飽和度と

低温耐性能の直接的な l対辿を明らかにするため， ホスファ

チジルグリセロール (PG) に沿目し，その不飽和結合の森

入を支配する酵素， グリセロール—3ーリン酸アシル基転移酵

素 (GPAT) について解析を行った。 低温感受性のカポチャ

と低温耐性のシロイヌナズナより GPAT の cDNA を単離

し，それらを中間型の低温感受性を示すタパコに祁入して

形質転換植物を作出した。 その結果，形質転換タバコはカ

ポチャの cDNA の祁入により PG の不飽和分子の割合が減

少してより低温感受性になり，またシロイヌナズナの

cDNA の祁入では PG の不飽和分子の割合が増加してより低

温耐性になっていた。 これらのことから PG の不飽和分子

の割合が翡等植物の低温耐性能の決定因子の一つであると

結論した。

また，ラン藻の朕脂質脂肪酸の△ 6 位，△9 位，△ 12 

位， w3 位にそれぞれ不飽和結合を祁入する不飽和化酵索

の追伝子を様々な紐み合わせで欠損させ，膜脂質の不飽和

結合数を人為的に改変した株を作製した。 こ れらの欠損株

の解析から股脂質脂肪酸の不飽和度の高い方が強い低温耐

性能を持つことが示された。 さらに不飽和化酵素の発現が

低温誘祁性であることから，ラン藻は低温下では脂肪酸不

飽和化酵素の発現を通して脂肪酸の不飽和度を増加させ ，

低温耐性能を獲得していることが示された。

2. 低温検知の分子機構

ラン藻をはじめ多くの生物が，低温下で膜脂質の脂肪酸

を不飽和化し ， jj岱の流動性を維持することで低温に適応し

ている 。 では，生物はいかに閑境の温疫の低下を検知し不

飽和化酵素の発現を調節しているのであろうか。 我々は以

前に，パラジウム触媒を/Tlいた水索添加法によりラン i築の

細胞質朕の脂質を直接飽和化して流動性を低下させること

によっても，不飽和化酵素の発現が誘禅されることを見い

だし，朕の流動性の変化を低温シグナルとして検知する機

構が存在することを明らかにしている。 近年 ．我々は温度

の低下による (I) 3 不飽和化酵素逍伝子の発現；!ill 餌lの liJf究か

ら，低温シグナルの検知およぴ伝逹に関わる困fとして，

ヒスチジンキナーゼ Hi k33 を 同定した。 Hik33 は ． その一

次構造から jj娼結合型のセンサーキナーゼであることが示唆

された。 これは生物から発見された最初の温疫センサーの

例である 。 さらに阻f-生株と Hik33 の欠捐株での，低温処理

による全辿伝子の発現パターンを DNA マイクロアレイの

手法を用いて解析したところ， Hi k33 の欠祖によ り 低温に

よる発現制御が失われる追伝子1罪もあ っ たが. Hi k:B の欠

損によっても発現制御が全く影押を受けない逍伝子群も存

在していた。 これらの結果は， Hik33 は確かに低温下での

いくつかの遺伝子の発現制御に関わっ ているが，ラン藻に

は Hik33 のほかにも低温センサーが存在していることを示
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図 1. ラン藻 DNA マイクロアレイによる発現解析

通常の培簑条件とストレス条件下で培妥した細胞の RNA からそれ

ぞれ Cy3 と CyS でラペルした cDNA を合成し．アレイ上の各遺伝

子に対応した DNA 断片とハイブリダイス＇させた。 通常の培妥条件

での発現レペルを赤で ． スト レ ス下での発現レペルを緑で示す 。

両方の条件で共通して発現する遺伝子は黄色で表される 。
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唆する興味深い結果であっ た。 今後は ， Hi k33 がどのよう 合成するコ リ ンオキシダーゼの追伝子を ， 4ゞ米グリシンベ

な仕紐みで温度の低下にともなう細胞膜の物性の変化を感 タインを生合成しないシロイヌナズナやイオ、などの心jぐが柚

知するのかを明らかにし，さらに第二の低温センサーの実 物に祁入し ， 塩耐性や高温耐性の増強した形質転換柚物を

体についても解明していくつもりである。 作製することに成功している。 この形質転換植物は；束結ス

3. グ リ シンベタ イ ンによる植物の環境ス トレ

ス耐性能の強化

光合成の種々の部分反応の中で，光合成の光化学系 1I タ

ンパク質複合体において水分子を酸化して酸素分子を発生

する過程（酸素発生）は，高温，低温， 高塩涙度，強光，

酸化ストレスなど様々な棗税ストレスに対して最も失活し

やすい性質をもっている。 当研究室では，グ リシンペタイ

ン（耐塩性の微生物や植物の葉緑体内に高i農度に席積する

適合溶質） が酸素発生系の失活に対して極めて邸い保獲効

果をもつ こ とを明らかにした。 次いでグリシンペタインを

IO Clll 

図 2 . コ リ ンオキシダーゼ遺伝子の辺入による凍結耐性能の増強

野生株 (Wt) と形酋転換体 (Tl) のシロイヌナズナを 22℃で 33

日問生育した。 それぞれの植物を 20℃あるいは一 5 ℃で 2 時問処

理した後 ， 2 度に戻して 7 日問生育 した。

トレスに対する耐性能も ， 野生株に比べて祈しく WI)-.: して

いることが明らかにな った（図 2 ) 。 これらの形n転換柚

物の閑橙耐性能獲得の分子機構の鮒析から ， グ リ シンペタ

インは閑境スト レ スで損偏を受けた酸索発生系タンパク質

の新規合成を促進し，その結果，光合成の活性を維持する

こ とで，ストレス耐性能を賦与していることが分かっ てき

た。 この知見は，今後の植物の閑様耐性のli)f 究のガ向を示

唆するきわめて重要な発見である。
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情報制御研究部門
（客員研究部門）

植物は光の存在なくしては生活できない。 太陽のエネル

ギ一を利用し有機物を生産する光合成は広く知られている

が， 大地に根をはり動けない植物にとって ， 光は季節変化

や昼夜の変化，生育哀境の変化など， 自分を取り まく環境

の変化を知る手だてとしても重要である。 現境梢報として

の光は， 一般的に光合成のような高いエネルギーは必要で

はなく，短時間の弱い光でも十分な場合が多い。 種子植物

だけで，光とは無関係に葉緑体がその楊から逃げる現象を

発見したが，この楊合には刺激に反応して逃避するのは菜

緑体に限られる。 しかし葉緑体がどのような機構で光！！せ射

や刺激に反応して移動するかは全く分かって おらず， その

解明にはまず葉緑体迎動に関与 しているアクトミオシン系

の解析が鍵であろうと考えている 。 そ こで ， 栄緑休巡動に

関与すると考えられるミオ シン 逍伝子を単．離するととも

に ， その性質の解析を試みる。

では今までにフィトクロム，クリ プトクロ ム，フォトトロ 参考文献

ピンの 3 系統の光受容体が明らかにされ， 突然変異体を使 I. WacL1, M., F. Grolig and W. Haupt (1993) Ligh⑲ ricntcd 

用 しての解析も進んでいるが，その作用機作はあまり分

かっていない。 当研究部門では， シロイヌナズナやシダ植

物を主な実験材料として ， 閑境情報としての光に対する植

物の応答機構を分子レベルで解明することを目指してい

る 。 当面の目棟は葉緑体光定位運動の1胄報伝達機構を遺伝

子レベルで解明する こ とである 。

1 . 葉緑体光定位運動における情報伝達機構

の解析

菜緑体光定位運動は，光合成を効率よく行うために藻類

から種子植物までが共通して保有する諏要な生理現象であ

り，わずかな例外を除き行色光で誘祁される 。 しかし現在

までのところ分子レベルでの解析はほとんど行われていな

ぃ。 最近我々はシロイヌナズナの野色光受容体がフォトト

ロビンとそのホモログである こ とを突然変異体の解析から

明らかにした。 現在は梢報伝達過程に働いている追伝子と

その作用機作の解明を目指している。ー方シダ配偶体では

粁色光，赤色光ともに葉緑体光定位運動を誘祁すること，

その二次梢報は共通であると考えられるこ と， 葉緑体光定

位迎動は単一細胞内で反応が完結するこ と，情報伝達経路

が比較的単純であると考えられること，光受容部位と反応

部位が離れている こと，な どが判明しており，その特徴を

生かして細胞レペルの解析を行っている 。

2. 葉緑体光定位に慟＜運動系タンパク質の同定

光定位する細胞小器官は葉緑体と核に限られている。 核

の光定位運動はわれわれが発見した現象であるが，その移

動迷度は莱緑体に比べて非常に遅い。 最近われわれは，シ

ダの原糸体細胞の一部をマイクロピペッ ト で短時間さわる

30 

chloroplast positioning. Contribution to progrcヽヽ in 

photobiology. J. Photochem. Photobio/. fJ: Biol. I 7: 3-

25. 

2. Kagawa, T et al (2001) Arabidopsis NPLI: A phototrop111 

homolog controlling the chloroplast high-light avoicbnｭ

cc response. Science 2 91 : 2138-2141. 

3. Sakai, T et al (200 I) Arabidopsis Nph I and npl I: Bl ucｭ

light receptors that mediate both phototropism and 

chloroplast relocation. Pmc. Na1/.Acad. Sci. USA in press 

シ ロ イヌナス＇ナの葉に葉緑体光定位運動によ っ て害かせた文字

ロゼッ ト葉の文字の部分だ けに強光を当てると ． その部分の葉緑

体は光定位運動の強光反応によ って光を避けるように光の照射方

向と平行な細胞壁側に集まる。 このためこの文字の部分は光が透

過し易 くなり｀文字が浮き出す。 この反応に慟く光受容体はフォ

トトロ ピンのホモログである NPL1 であることが分か っ た 。

(Science 291: 2138-2141, 2001) 



行動制御研究部門 を確立し，さらには， Green Fluorescent Protein (GFP) を ii+
（客員研究部門） 入して神経細胞細胞移動をリアルタイムで 11f 視化する技術

脳の構成素子である神経細胞は長く軸索を伸ばして別の を確立しようとしている。

神経細胞とシナプス結合を作ることにより神経回路を形成

する 。 脳神経系では膨大な数の神経回路が正確に秩序だ っ

たネットワークを構築し，これが様々な脳機能の発現を可

能にしている。 複雑な神経回路がどのように形成されるの

かという問題は発生生物学的観点からも典味深く，完成し

た脳の機能解明にとっても重要な示唆を与えるものであ

る。 当研究部門では神経回路形成の仕組みの解明を目指

し，軸索誘森機構と神経細胞の移動機構に焦点を当てて研

究を進めている 。

1 • 軸索の誘導機構

発生期の神経細胞の軸索の先端には，成長円錐と呼ばれ

る特殊化した構造が認められる。 成長円錐は肉境に存在す

る様々なキューに応答して自らの移動方向を決定し，正し

い経路を選択して軸索を椋的領域まで祁く 。 成長円錐を誘

祁するキューは成長円錐の応答性により誘引性と反発性

に，また，作動する距離により短距離作動性および長距離

作動性の 2 種類に分けられる。 その中で長距離作動性キ ュ

ーは， 分泌性の誘引分子あるいは反発分子を介し，発生源

から遠く離れた広範囲の領域で作用し，軸索を誘引あるい

は反発するものである 。 当部門では ， 拡散性の誘引 ・ 反発

分子が神経回路形成に果たす役割について研究を行っ てい

る。 これまでに我々は神経管の腹側正中線のフロアプレ一

トを始めとする正中線に存在する構造が誘引 ・ 反発分子を

分泌し，神経回路形成に重要であることを明らかにしてき

ている 。

2. 神経細胞の移動機構

神経細胞はしばしば生まれた場所から最終的な位骰まで

移動することが知られている 。 脊椎動物では神経細胞の移

動は放射軸に沿う移動と接線方向に沿う移動の 2 種類に分

けられる。 当部門では大脳皮質細胞の脳室帯から脳表面へ

の放射軸に沿った移動，および，前小脳核神経細胞の後脳

最背側部からフロアプレートヘの接線軸に沿 っ た移動をモ

デル系として選ぴ， 2 種類の神経細胞の移動機構の解明を

目指している。 このために，多孔質膜上で脳切片あるいは

脳展開標本を培投して細胞移動を in vitro で再現できる系

参考文献
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大脳皮質スライス中を移動する神経細胞

脳室帯に GFPcDNA をエレクトロポレーシ ョ ン法により涵入

後．スライスを作成して培毀した。 点線はスライスの外縁部を示

す。 G F P 揉織細胞が脳室帯（下） から表府 （上） に向かっ て放

射状に移動していた。 （挿入図）移動中の細胞の拡大図。
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形質統御実験施設

遺伝子発現統御第ー研究部門
ゲノムの構造は必ずしも一定ではなく，ダイナミックに

その構造を変えて迫伝子の発現を制御している。 当研究室

では主に高等植物のトランスポゾン (Transposon ) など

種々 の可動逍伝因子 (Mobile Genetic El ements ) の 1対与す

る DNA 再編成における組換え機構とそれに伴う種々の遺

伝子発現や生体機能の制御機構の解析を行い，ゲノムのダ

イナミズムとその遺伝子発現への影押を理解したいと考え

ている。

目下のところは，主に奈良時代に中国より渡来し ， 江戸

時代に我国独自の園芸植物として発展し ， 花の色や模様お

よび形態に関する多種多様な変異体が分離され，さらに大

正から昭和初期にかけて当時の世界的水準を凌怨する古典

逍伝学的研究が日本人研究者により行われたアサガオや，

その近縁種であるマルパアサガオなどを主な研究材科とし

て， 高頻度で体細胞変異を起こして花や菜に絞り校様を形

成させる易変性変異 ( mutable al l eles ) の解析を行 ってい

る 。 花や葉の絞り捩様の激しさや花の色模様形成は ， ゲノ

ム上の塩基配列が変わる突然変異 (mutation ) の様なジェ

ネティック (genet i c) な変化ばかりでな< , DNA のメチル

化やクロマチン構造の変 化などエピジェネティック

(epigenetic) な逍伝子発現の制御による場合もあるので，

ゲノム ダイナミズムと生体機能の 1対辿をジェネティックと

エピジェネティックの両面から明らかにしようとしてい

る。

1 . アサガオの易変性変異

我々は平賀源内の「物類品熊」 (I 763 ) にも記載された

「時雨絞（雀斑； flecked) 」や 19 世紀初顕の文化文政期に

出現した「吹掛絞 (speckled) 」など花色に関する幾つか

の易変性変異に箔目して変異の同定を行った 。 その結果 ，

江戸時代に花升園芸化されて多種多様な変異が分離された

なってきた。 Tpnl はトランスボゾンがコードしている転

移に必要な転移酵素逍伝子が欠捐している非自律性因子

で， 同じ細胞内に共存する自律因子が作 り出す転移酵素が

作用して初めて転移脱離できる 。 多く の自 然突然変異も

ゆ11/ 頻緑の非自律性トランスボゾンの挿入による変異で

あり，さらに易変性の変異形質を示さずに安定な変異であ

ると考えられている自然突然変異の中にも，エピジェネ テ

ィックな逍伝子発現の抑制などによ って挿入された Tp11I

類縁の非自律性トランスポゾンが転移脱離できなくなっー

一見安定な変異形質を示すものや ． 挿入トランスポゾンの

脱離や DNA 再編成に付随する突然変異など種々の安定化

機構が関与したと思われるものも見出せた

2. アサガオの易変性「紫」変異の同定

従来から花の色の脊色化にアントシアニン色索が裕桔す

る花弁液胞の pH が重要であると考えられてはいたが，そ

の分子機構は全く不明であった。 我々は紫地に行色の絞り

花を咲かせるアサガオの易変性「紫 (purple) 」 変異も

ゆnl 類緑のトランスポゾンによる挿入変楳ではないかと

想定して，先ずゲノム上に 500 - 1000 コピー（立ある Tpn l

類縁因子の中から易変性 「紫」変異に伐lわるトラ ンス ポ ゾ

ンを同定する手法を開発し ， 易変性「紫」 変況の同定に成

功した（図 1 ) 。 その結果， 「紫」追伝子は液II包の朕タン

パクで液胞型 Naサげ交換輸送体をコードする遺伝子であ

って，易変性 「紫」変異は非自律性のかnl 煩緑トランス

ボゾンが挿入した変異であることが明らかとなったつ こ の

「紫」逍伝子がコー ドする液胞型 NaサH十交換輸送体が ，

アサガオの開花時に発現して花弁表培のアントシアニンが

蓄積している液胞の pH を上昇させて，花色を，'i' くしてい

ることを世界で最初に明らかにできた。 なお ． 紫花のアサ

ガオは 17 世紀末の元禄時代頃には出現していたらしい。

アサガオの自然突然変異の大部分は，我々がアサガオから 3. マルバアサガオの易変性変異

最初に単離した En/Spm 系の Tpnl と名付けたトランス ボ メキシコ原産で江戸時代に伝来したマルパアサガオにも

ゾンとその類縁因子が挿入した変異であることが明らかに 「条斑絞切aked ) 」と呼ばれる絞り花を咲かせる易変性
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変異が知られている 。 こ の易変性変異は ， Ac/Ds 系の

Tip/00 と名付けたトラン スポゾンの色素生合成系逍伝子

への挿入 による自然突然変異であることを明らかに で き

た。 さらに ， マ ルパアサガオの花色に関わる安定な自然突

然変異の中にも Tip/00 とは異なる Ac/Ds 系のトランス

ポゾンの挿入変異と思われる系統もある こ とが明らかにな

ってきた。

これらの結果は， アサガオやマルパアサガオの園芸化や

育種の過程に自然突然変異原としての ト ランスボゾンが重

要な役割を果たしてきた こ とを示唆するものと思われる 。
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図 1. アサガオの花色と花弁液胞の p H. ( A ) 易変性 「紫」 変異による花の絞り模様と花弁液胞の pH. ( B ) 易変性 「紫」 変異

の構造。 (C ) アサガオの開花と花弁の百色化。 開花前の常の色 （下）と柄を開いた時の花弁の色 （上） 。
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遺伝子発現統御第二研究部門

1 . ゲノムダイナミクス

ゲノムは非常に安定に振る舞う反面，融通無碍 （ゆうず

うむげ） に変化する面を併せ持つ。 当研究室ではダイナ

ミックに変化するゲノム構造に焦点をあて ， そのメカニズ

ムと意味を追っ ている 。 特に， 生存に必要なゲノム代謝に

あたる「複製 ・ 組み換え ・ 修復」と 「ゲノムの構造変換」

との関係を明らかにすることを目指している。

2. 複製と転写の衝突による組み換えの活性化

複製の阻害によ って，紐み換えが活性化される現象を大

脱歯で見出した。 例えば，複製が特異的な複製フォーク阻

害点でその進行が阻止されると ， その近傍の組み換えが活

性化される。 複製の進行阻害は逆方向の転写との衝突に

よ っ ても起こり，同様の活性化が起こる。 この活性化され

る組み換えの意味は，組み換えによ っ てできた新しい複製

フォークがその防害を乗り越えてい＜ことにあると考えて

ー咽 ' \ 

図 1 ゲノム上の遺伝子方向と複製方向の一致

枯草菌の環状ゲノムを円で表した。 0「iC, le「C は複製開始点と複製

集結点を，矢印は複製の方向を示す。 黄色は全道伝子の密度を表

し赤色は時計回りの遺伝子密度を表した。 ( Kunst ら、 Nature

(1997) 390, 249 より引用）

いる。 確かにパク テ リ アゲノム上にある逍伝子の方向は， 無いからである 。

複製の方向と一致する傾向がある （図 1 ) 。 おそらく，転 このような知見は， ヒトゲノムの 5 0 % にも 及ぶ繰り 返

写と複製の衝突によ って引き起こされる組み換えの負担 し配列の起源や増幅過程，ガンや遺伝病の病因に直結す る

を，少なくしようとする選択が働いたためと思われる 。 辿伝子 （ 配列 ） の増幅等の メ カ ニズム解明 にも 寄与 しよ

我々はこの組み換え機構が，真核生物の繰り返し遺伝子の ぅ 。 また，農薬に耐性にな っ た毘虫にも ある 種の逍伝子増

コピー数の変動に働いているらしいことを最近明らかにし 幅が起こ っており ，明 らかに閑境変化に適応する生物の能

てきている 。 力の一つであろう 。 このような切り口から ゲノムの安定性

3. リボゾーム RNA 遺伝子の コ ピー数の増減

リポゾー ム RNA 遺伝子はリヒ゜ート遺伝子の代表例であ

る。一般に 1 0 0 ヶ 以上のリポゾーム RNA 遺伝子がゲノ

ムの 1 または数力所に集中しているが，そのコピー数はあ

たかも呼吸をするように増えたり 減ったりしている 。 我々

はこれまで不明であ っ たこの増減のメカニズムを明らかに

しつつあ り ，その模式図を図 2 に示した。 これからも明ら

かなように，その増減はまずリビート内で起こる複製の進

行阻害によ っ て開始され，その後起こる組み換えの相手を

リピート構造故に取 り 迎えることから起こることを明らか

にしつつある 。 というのは，複製の特異的阻害部位

(RFB) での阻害に必須なタンパク質 (Fob! ) が欠損する

と，リポゾーム RNA 追伝子のコピー数増減が全く起こら
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と不安定性を明ら かにするのが当研究臣の 1寸標である 。
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「DNA 複製フォークの進行阻害と逍伝子増幅」 蛋白質

核酸酵素 増刊号 「DNA 修復ネットワークとその破綻

の分子病態J 4 6, I 004-10 I 2 

r
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リポゾームRNA遺伝子の増幅モデル

‘
ー
ノ

真核生物のリポゾームRNA遺伝子 (rDNA) ___,. は典型的なリビー ト構造を採る

t そのリビート数の増加と減少の機構はこれまで不明であった

' ,. 各rDNAには複製フォークを阻害する部位 ~fあり 、 その阻害には 足邑)タンパク質
が必須なこと、さらに足回)は rDNAコ ビー数の増減にも必須であることを見出した

' 2 コ ビーに減少したrDNAから、正常なコビー数 （約150コビー）にまで回復

する酵母の系の模式図を下に示す
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図 2 出芽酵母のリポゾーム RNA 遺伝子 ( r DNA) コピー数増幅モデル

2 コピーの「 DNA が 1 5 0 コピーに増幅する椴構を表した （理解を容易にするために一部簡略化） 。
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種分化機構第ー研究部門
本研究室では，

以下の研究を行っている。

1 . 大脳皮質領野の決定機構の解明

大脳皮質は，

しており ， その高次脳機能に重要な役割を果たしている 。

前世紀の初頭，

「神経系の記憶と脳の進化」 をテーマに

ヒトを含めた盆長類でもっとも顕著に進化

プロ ードマンは，

5 2 の領野に分けた。

大脳皮質をヒトにおいて

これが有名なプロードマンの領野で

ある 。 彼の考えが大筋に於いて受け入れられるには， 半世

紀余りを要したが， 現在では， 機能的 MRI 法等のイメージ

ング手法を駆使した大脳皮質の各領域の機能的極在が詳し

く調べられており，大脳皮骰領野という概念は， ヒトを含

めた箪長類の高次機能を理解する時，最も重要な概念の一

つとなっている。

1. 大脳皮質の領野特異性

大脳皮質領野が発生的にどのようにして決定されるのか

という こ とについては，従来より 2 つの異なる考え方があ

る。ーつは，将来大脳皮質を将来構成する細胞がJI距室の分

裂層にある 時にすでにその運命が決定されているという考

えと， 今一つは ， 視床からの入力によって視党野， 聴伐野

等への領域特異性が決定されるという考え方である。 こ の

l 0 年余りの間に，げっ歯類を材科に用いた研究に於いて

は， レトロ ウィルスベクターを用いた実験や移植実験から

得られていた後者を示唆する考え方から，大脳皮性の領域

（ こ の場合領野よりは広い） に特異的に発現する逍伝子が

幾つか調べ られ， それが視床の入力とは独立にその発現が

制御されている こ とが示されるという考え方の大きな転換

があった。 しかし ， 大脳皮質領野の決定がどの程度まで逍

伝的にプログラムされており， どの程度まで環境入力に

よって可変的かは，未だ結論を見ていない。

2. 大脳皮質進化

大脳皮質は ， 哺乳類， 殊にヒ トで最も顕著に発達してい

る 。 例えば，神経細胞を作る分裂組織や海馬等では， 体皿

比で補正して，原始的哺乳類である食虫類とヒトでは 4 ~ 

5 倍程度の差しか無いにも拘わら ず，大脳皮質では 2 0 0 

倍もの差がある。 このことは，哺乳類の脳機能の進化に於

いて ， 大脳皮質の進化が極めて重要であることを示してい

る 。 ネズミと雹長類の比較解剖学的な対象は，大脳皮質以

外の脳構造については ， 9 5 %近くの対応がついてい る

が， 大脳皮 質について は，逆に殆 ど対応がついていない、1犬

況である 。 最近のヒト辿伝子のドラフ ト 配列の発表によ っ

ても ， ヒト とマウスでは，逍伝子数は殆ど変化していない

とされている 。 にも拘わらず，

脳皮質領野の忽速な拡大がもたらせられたのか. :JI噌沢こ卯

味深い。

3. 霊長類大脳皮質領野に特異的に発現する追伝子の解析

私達は，上述した大脳皮質領野特異性の発生と進化の未

解決の問題を分子細胞レペルから解明する為には ，

質の発達した澁長類の大脳皮質領野に特悦的に発現する逍

伝子を分離し解析することが極めて布効 と 老え ， liJf究を 開

始した。

先ず， マクロアレイ法により，

の 3 領野（前頭葉， 述動野，後頭葉） に於いて，

の遺伝子発現の差異が見られるのか検討 した

脳研教授との共同研究 ） 。 その結果， 個体淡を平均化した

上で領野間の差を比較すると， 1立大 3 - '1 倍の殺悦を示す

ものが l つ，

以内の差異しかなかった。 従って ，大）Ji1il支 t't の逍伝 jこ発現

は，慈外な程頓野Ill]での差がないことが分っ た。

しかし ，

2 - 3 倍のものが 1 つある以外は ．

こ の結果は ，

ものが存在しないという ことを意味するものではない， 数

は少なくとも領野Ill!で顕著な発現の差をiJ~す逍伝 i=-が存在

する可能性はある。

て．盆長類 （マカカ屈）の大）悩皮 11の代表的 (1り領野11\J (1HJ 

頭業， 運動野，側頭葉，視伐野等）で発現に顕祈な淡が見·

られる逍伝子を探索した。 その結果，領野1111 で放）.;: I 〇倍

以上の差のある 3 個の逍伝子を見い出した

つは，視此野に特異的に発現する追伝チ occ l

I ) であり ，他の一 つは，

(gd f7 ) である （今一つについては，投稿i\fHtili 中 ）

例えば， occ l は，

そこで，

どのよう．にして こうした大

却悩皮

l O 8 8 逍伝 (-中 ， ヒト

どの程疫

(JJl,i皮沿ri?-J-J( 

令て 2 倍

領野IIりでの発現パターンが楳なる

Differential Di splay 法を川い

そのうちの一

(occipital 

運動野特異的に発現する追伝子

一次視此野に顕培に発現がみられ，
?) 

次視此野では，急激にその発現が低下し，更に前部に移行

するに従って， その発現拡は急速に低下する （図 J) 。

これは，前述したプロードマンの領野に厳密に対応する発

現パターンを示すおそ らく 最初の例である 。 従っ て ． occl 

は， 大脳皮質の視此野がどのように発生と進化的制御を受

けているのかを明らかにする上で，極めてイ「効なマーカー

となり得ると考え解析を進める予定である。
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図 1 , occ1 の視覚野特異的発現パターン

occ1 の in situ hybridization pattern. prn: principle sulcus, ars: 

superior ramus of arcuate sulcus, ce: central sulcus, itp: intraparietal 

sulcus, ts: superior temporal sulcus, lu: lunate sulcus. 矢印は｀第一

次視党野と第二次視覚野の境界を表す。 （参考文献 2 , Fig. 5a より

引用 ）

更に ， 興味深いこ とに ，この遺伝子は，片眼 にテ ト ロ ド

トキシン (TIX) を注入して ， 網膜の地気的活動を遮蔽す

ると ， 視覚野の眼優位性カラムのうち ， TIX を注入した 1恨

より 入力 を 受けるカ ラ ムに於いてのみ， 顕著な低下を見せ

る（図 2 ) 。

片眼に TTX を注入し た個体の数日後の一次視党野における occ1

の発現バターン。 眼優位性カラム状に発現している。 矢じりは目

印しとなる血管の位四を表示 （参考文献 2, Fig. 10g より引用） 。

私達は ， occl や gdfl 等の大脳皮質の領域特異的な顕著

な発現パター ンを示す遺伝子は， 約 3 万迫伝子の内でも ，

おそらく 3 0 個以上は無いと推測 しているが， 現在， RLCS

法によ り 2 0 個程の遺伝子を分離しており， このような辿

伝子の網羅的解析から ， 哺乳類の大脳皮質の発生と進化の

様式を明らかにしたい と考えている。

2. 学習行動下での遺伝子発現

大脳皮質の機能を解析するには ， 遁気生理的方法やイ

メ ー ジング等種々の方法が考案されているが， 各々に時間

分解能， 空間分解能の長所と短所がある 。 当研究室では，

c-Fos 等の逍伝子発現を指標に，特に細胞レベル での脳神

経回路の結合様式の変化を研究している 。 H J いている学習

シス テムは 2 つである 。ーつは，京都大学文学部の櫻井芳

雄教授との共同研究と して行っ て いる視聴‘此弁別学習課題

である 。 高音と低音，左右の光源の何れか一 つを学習の刺

激粂件として， 他を対照刺激としてランダムに呈示し，餌

報酬に より訓練したラッ ト に於いて ， 例えば音刺激条件下

での c-Fos の聴覚野と視槌野に於ける発現址を比較したと

ころ ， 聴党野で有意に c-Fos 発現の増大が見ら れた 。 更

に，現在 ， c-Fos I湯性細胞の細胞種を検討している。 この

方法により ， 軍気生理学方法や従来のイメ ー ジング法では

難しい細胞 レベルでの神経回路網の変化を知る こ とが可能

にな る と考えている 。 今一つは， 当研究室で開発した，ホ

イール走行 シ ステムである。 これは，ホイール_l.の足場の

形を変化させて回転したときマウスがその形に応じて走行

できる様になるのに必要な脳内に於ける神経回路を調べる

ものであり ， 手続き記憶の脳内経路を細胞レベルで明 ら か

にする こ とを目指している 。
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and Variation in Gene Expression Among Human Cerebral 

Cortical Subregions Revealed By DNA Macroarrays: 

Technical Consideration of RNA Expression Profiling 

from Postmortem Samples. Mo/. Brain Res., 88, 74-82. 

2. Tochitani, S., Liang, F., Watakabe, A., Hashikawa, T. and 

Yamamori, T. (200 I) occ I is preferentially expressed in the 

primary visual cortex in an activity-dependent manner: a 

pattern of gene expression related to the cytoarchitectonic 

area in adult macaue neocortex. Eur. J. Neurosci. 13, 297-

307. 

3. Watakabe, A., Fujita, H., Hayashi, M. and Yamamori T. 

(200 I) GDF7, a BMP/TGF beta family member, is enriched 

in the primary motor area of monkey neocortex. J. 

Neurochem., 76, 1455-1464. 

4. Onishi, A., Koike, S., Ida, M., Imai, H., Shichida, Y., 

Takenaka, 0., Hanazawa, A., Komatsu, H., Mikamai. A Goto, 

S., Suryobroto, B., Kitahara, K. and Yamamori 、 T (1999) 

Dichromatism in macaque monkeys. Nature 402. I 39-140. 

5. 山森哲雄，記罠と蛋 白合成研究の蔽近の進歩 ： 小脳

LID 初期過程への蛋白合成の 1対与 ， 蛋白 質核酸酵素

（印刷予定）
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種分化機構第二研究部門
花の咲く植物と花の咲かないシダやコケのような植物が

ある 。 い っ たい ， このように異なった生物は，なにがどう

かわることによ っ て進化したのだろうか。

現存する全ての生物は約 40 億年前に生じた 1 つの共通

祖先から進化して きた 。 従って，現生生物に見られる多様

性は， 40 低年間に蓄積した突然変異によって引き起こされ

たものである 。 そして，生物の進化過程の痕跡は，現生生

物のゲノム上に記されている。 異なった生物間で，ゲノム

の配列情報，および，ゲノ ム情報によってうみ出される追

伝子の慟きを比較解析することにより，どのように進化が

おきてきたかを解明することができる。

我々は，まず， ( l ) 生物の正しい類縁，系統関係を逍

伝子配列から推定し ， ( 2 ) 得られた系統樹からどのよう

な傾向で形態形質が進化したかを解明し ， さらに ( 3 ) 生

物の形態の進化がどのようなゲノム上の変化によ って引き

起こ されたのかを明らかにしようとしている 。

1 • 花の進化を探る

花は植物の生殖器官である 。 花はがく片，花弁， 雄し

ベ，雌しべの 4 つの花器官からできており ， 雄しべと雌し

べの中で減数分裂により生殖細胞が形成される。 ー方， よ

り原始的なシダ類では ， 生殖細胞は胞子桜と呼ばれる 1 重

の袋に覆われ， 葉の裏にむきだしについており，よ り単純

な形をしている。 では，どのような変化がおこ っ て，シダ

類のような単純な生殖器官から花が進化してきたのだろ う

か。

花の形態形成に関係する追伝子が花の咲く植物で解析 さ

れ， MADS-box 遺伝子群と呼ばれる転写調節因子が花器官

形成に深く関与 していることが明 ら かにな ってきた 。 で

は，花の咲かないシダ類にはこの遺伝子群は 存在してい る

のであろうか，それともこの遺伝子の誕生が化の進化に 関

わっ たのであろうか。 我々は，シダ頻の中で Ill:代時間が短

く新しいモデル植物と して滸目されている リ チャード ミズ

ワラビから MADS-box 逍伝子を単離する こ とに成功 した。

その結果， リチャードミズワラピも MADS-box 逍伝了· を

持っている こ とがわかった。 しか し ， 花の咲く 植物では ，

1 0 以上もの MADS-box 遺伝子のグルー プがあるの に， リ

チャードミズワラピには 3 つ程度 の MADS-box 逍伝子グ

ルー プしか存在していな い らし い こ とがわかっ たc さら

に，花の咲く植物では，それぞれの MADS-box 逍伝 fは特

定の器官でのみ発現し，特定の器官形成に関わっ ている こ

とが多いのに対し，シ ダ類の MADS-box 逍伝子の発現は，

特定の器官ではなく ， 生殖器官，栄投器官の両方で広範に

発現しており， MADS-box 逍伝子の機能が未分化であるら

しいこともわかった。 このことか ら，シ ダ煩のよう な 1原始

的植物で， 生殖， 栄投両器官の形態形成にかかわ っ ていた

MADS-box 遺伝子の ( 1 ) 数が増え， (2) J,;r, えて余っ た

逍伝子がそれまで発現していなか った特定の楊所で発現す

るようにな り ，花器官を進化させ た， というシナリオが描

けた。 現在，コケや緑涵類など， よ り原始的な植物におけ

る MADS-box 遺伝子の機能解析から ，花器官形成遺伝子の

進化の全貌を明らかにしつつある。

ll子U褐
コパノグネッムの生1111胄
ほrll) 皿の鱈の生蝙鵡富

1右口） 左1J1の匹負麓分の"*

_j 

' MADS遺伝子数の増加0 MADS遵伝子の機能分化

図 1 花器官形成遺伝子系の進化と植物の生殖器官の進化の関係

これまでにわかった花器官形成遺伝子系の遺伝子の進化を維管束植物の系統樹上に配四した
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2. 植物の分裂組織形成，維持， 器官形成メ力

二ズムと進化

屋久島の屋久杉は何千年も生き続けている 。 これは，植

物の体が茎頂の分裂組織からたえず作られ続けてお り，そ

の分裂組織が半永久的に成長し続けるからである。

植物の地上部のほとんどは茎の先端にある茎頂分裂組織

から形成される 。 被子植物では数細胞陪からなる多細胞性

の茎頂から順次， 規則正しく，多細胞性の葉と茎が形成さ

れてくる。ー方， コケ植物の§至類は， 2 つの異なっ た細胞

分裂機構を持っている 。 茎葉をつ ける茎葉体では ， 単細胞

の茎頂分裂細胞から ， それぞれ l 細胞性の葉と茎の原基細

胞が形成され， それぞれが多細胞性の葉と茎へと分化して

いく 。ー方，糸状の体制を持っ た原糸体では，頂端分裂細

胞が 2 分裂する こ とにより， 1 次元的に細胞の糸が作られ

て行く 。 こ の よ うに異なった分裂組織は，どのように進化

してき たのだろうか。

植物の分裂組織に関する研究は，花器官形成ほど進展し

ていないので，まず，茎頂分裂組織形成，維持， 器官形成

の分子機構自体から解明してい＜必要がある 。 そのための

モデルとして，我々はコケ植物1¥-類のヒメッリガネゴケを

選んだ。 ヒメッリガネゴケは，陸上植物では唯一，高い相

同組換え率を持っており，逍伝子ターゲティングが容易で

ある 。 まず ， 茎頂分裂組織に異常のおきた突然変異体を単

↑
ー
＼

離するため に，タグ付 き変異体ライプラリ一を作成し ， ス

クリーニングを行って いる。 また ， ジ一ントラ ップ，エン

ハンサートラップ系を確立し ， 茎頂特異的に発現する新規

遣伝子を探索している 。 さらに， 被子植物で苓m分裂組織

形成に関与している KNOX, HD-Zip 逍伝子などの機能解析

も行っている 。

参考文献

I. Shindo, S., Ito, M., Ueda, K., Kato, M. & 1-Iasebc, M. (1999) 

Characterization of MADS genes in the gymnosperm 

Gne/11111 parvifoli11111 and its implication on the evolution 

of reproductive organs in seed plants. Evo/111ion and 

Develop111e11t I : 180-190. 

2. Nishiyama, T, 1-Iiwatashi, Y., Sakakibara, K .. Kato. M. & 

1-Iasebc, M. (2000) Tagged mutagencsis and gene-trap in 

the moss, Physco111itrella parens by shuttle mutagenesis. 

DNA Res. 7: 1-9. 

3. 1-Iasebe, M., Wen, C.-K., Kato, M. & Banks. J. A. (I 998) 

Characterization of MADS homeotic genes in the Jern 

Ceratopteris richardii. Proc. Natl. A四d. Sci. USA 95: 

6222-6227. 

4. 1-Iasebe, M., Omori, T, Nakaza rヽa, M., Sano, T, Kato, M. & 

h, 叫su ki , K. (1994) rbcl gene sequences provide evidence 

for the evolutionary lineages of leptosporangiate ferns. 

Proc. Natl. Acad. Sci. USA 91: 5730-5734. 

5. 長谷部光泰 ： 「植物形態進化 を引き起こした遺伝子進

化」 岩槻邦男，加藤雅啓編「多様性の植物学 ( 2 ) 」

Pp.23-53 (2000) 東京大学出版会

J 
図 2. ヒメツリ ガネ ゴケ Physcomitrella patens の生活環

胞子から発芽した糸状の原糸体がある程度発達するとぁるいは｀サイトカイ ニンというホルモンを外生的に加えると．細胞塊 （芽） が

形成される。 この細胞塊の中に茎頂分裂細胞が分化し、茎葉体を形成する。 茎葉体は単純な構造を持った茎と葉からなり，葉は一阿の細

胞が規則正しく配列することで形成される 。 茎葉体は，成長して先端部に造卵器と造精器を形成する 。 造栢器から放出された精子力又造

卵器内の卵と受精し ，胞子体を形成する 。 胞子体は茎葉体に寄生生活をし袋状の胞子嚢を形成する 。 胞子嚢内には数千個の胞子が形成

される 。 生活環は約 3 ヶ月である 。
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培養育成研究施設 及ぴ飼脊する設備で ， 大小 2 温室， 5 1.i のファイトト ロ
培養育成研究施設は ， 良質な研究材料の確保に必要な培 ン， 3 室の形質転換植物用温室，圃楊及び竹刑寮などが設

妥 ・ 育成設備及び適正な実験計測 ・ 解析のための種々の設 骰されている。

備からなり ，これらを 一括して管理運営することにより ，

研究の能率化を計ろう と するもので，次の 6 室， 1 圃場か

ら構成される。

大型スペクト ロ グラフ室

生命現象の光による調節の仕組みを解析するための世界

最大 ・ 最高性能の分光照射装骰であり ， 全国の研究者に対

して開かれた共同利用設備である 。 毎年， ( l ) 光情報に

よる細胞機能の制御， ( 2 ) 光エネルギー変換， (3) . 生

物における空間認識 ・ 明暗認識， ( 4) 紫外線による生体

機能損俗と光回復，の 4 テーマに関し共同利用実験を公磋

している（平成 1 2 年度は 2 2 件が採択され，そのうち 4

件は外国人研究者が参加している） 。

大型スペクトログラフ

細胞器官培養室

単細胞生物から多細胞生物までの細胞 ・ 組織 ・ 器官等を

種々の物理的（光 ・ 温度）， 化学的（ガスの組成）環境粂

件のもとで培投する。 さらに ， 逍伝子解析システムを用い

ての辿伝子のクローニングや構造解析，また P3 レペルの

逍伝子組換実験室では大腸菌を宿主とする紐換え実験をは

じめ，ウィルスの分離及び動物細胞への外来遺伝子祁入な

どの実験が行われている 。

実験圃場

実験室では育成できない動 ・ 植物実験材料を大秘に栽培
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人工気象室

実験植物及ぴ動物を光 ・ 温度 ・ 湿炭等を厳密に制御した

条件のもとに培従育成するためのインキュペーターや恒温

室が整えられている 。 特に弛光及ぴ極低 ． 翡温で培投脊成

する施設が設骰され， 1碩調に稼動している これらのうち

いくつかは Pl レペルに指定されてお り追伝 i=- 希~L換え実験

も可能である 。

下等真核細胞培養室

下等其核生物の培姿を専:1"] に行う施設で． 下等真核細胞

を一定の肉境条件下で培養，維持するための設備を整えて

いる 。

Pl 温室

e 

電子計算機室

UNIX サーパ一およびワークステ ーションを中心に周辺

機器やパーソナルコンビュータを有する 。 それらは所内の

全研究室とネットワーク接続されており ． インタ ー ネ ッ ト

(SI NET) を介して所外へもアク七スできる。 これ らを用い

てメールや WWW などのネ ッ トワ ークサーピス ． データペ

一スなどの情報提供を行っている 。ー綿は所外に向けての

情報発信をも行っている 。 配列解析等コンピュー タ禾IJJIJ 全

般に関する相談，新しいサーピスの祁入 と 1広骰括動にも力

を入れている 。 また ， 配列モチーフ を利IIJ し た配列解析法

の研究や， ゲノムプロジェ クトの成呆を収り人れたデー タ

ベ一スの構築の研究などが行われている。
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電子計算機

環境耐性植物実験室

形質転換生物研究施設
泄界的規模で進められてきた全逍伝子配列jfj名 読 （ ゲ ノム

プロジェクト ） がほぽ終了し，基礎生物学研究は追伝子機

能を解析するポストゲノムの時代に入った このji'.i:(云―f-機

能の研究で主役を演じるのが，生物個体レペ ルでの追伝—f

改変技術である。 これは特定の逍伝子を欠柑 ． 改変 ・ 挿入

することによ っ て，逍伝子機能を生物個休レ ペルで肖名 1月 し

ていこうとするものである。

形質転換生物研究施設は，こうした基礎生物学/i)f究に必

要な動 ・ 植物の追伝子改変生物の作製と賭析を行うため の

低温 ． 窃温 ・ 乾燥などの環境に対する植物の適応機構の 施設であり，平成 1 0 年 4 月に設迎された。 ）出生fiJf内 に 2

解明 ， また，これらの閑境への耐性能を増強した植物の分 室を設け ， 施設長 （併任） ，助教授 （専任） 1 名で活動を

子育種による作製のために名古屋大学農学部と共同研究を 開始している 。 1 日も早い施設棟の建設実現が当面の目標

行うための実験室。 形質転換植物の成長制御設備， 分子生 である 。 専任教官は，遺伝子改変マウス の作製 と 鮒析によ

物学的，生化学的及び生理学的解析用の実験機材を備え る脳神経機能の解明をテーマとして研究を行 っている 。

る 。 環境耐性植物に関する国内及び国際共同研究の拠点の

一つとしても機能している。 名古屋大学農学部付屈；災場 内 参考文献

に設骰されている 。

参考文献

I. Kumano, K., Saito, T., Kuroka vヽa, M.m Kanda, Y., Hamada, 

Y.and Hirai, H. (2000) Binding of Delta!, Jagged!, and 

Jagged2 to Notch2 rapidly induces cleavage, nuclear 

translocation, and hypcrphosphorylation ofNotch2. Mo/. 

Cell. Biol. 20, 6913-6922 

2. Nobusato, A, Uchiyama, I., Kobayashi, I. (2000) Diversity 

of restriction-modification gene homologues in Helicoｭ

bacter pylori. Gene. 259, 89-98 

3. Sakamoto, A, Valverde, R., Alia, Chen, T.H.H., and Murata, 

N. (2000) Transfomation o 「 Arabidopsis ,vith the codA 

gene for choline oxidase enhances freezing tolerance of 

plants. Plant J. 22, 449-453 

4. Uchiyama, I. (2000). Hierarchial clustering procedure for 

grouping orthologous domains in multiple genomes. In 

"Currents in Computational Molecular Biology" (S. 

Miyano, R. Shamir and T. Thkagi eds.) pp. 146-147. 

Universal Academy Press, Tokyo 

5. \冶tanabe, M. and Erata, M. (200 I) Yellow-I ight sensing 

phototaxis in cryptomonad algae. In "Comprehensive 

Series in Phorosciences, Volume/, Photomovement" (0.-P. 

Hader and M. Lebert eds.) pp. 343-372. Elsevier Science, 

Amsterdam 

I. 枷tanabe, E., Fujita, S.C., Murakami, F., Hayashi, M. and 

Matsumura, M. (1989) A monoclonal antibody identifies a 

novel epitope surrounding a subpopulation of the 

mammalian central neurons. Neuroscience 2 9, 645-657 

2. 枷tanabe, E., Maeda, N., Matsui, F. Kushima、 Y. 、 Noda、 M.

and Oohira, A. (1995) Neuroglycan C, a novel membraneｭ

spanning chondroitin sulfate proteoglycan that is 

restricted to the brain. The Journal of Biological 

Chemistry 2 70, 26876-26882 

3. Shintani, T., 蹄tanabe, E., Maeda, N. and Noda. M. (1998) 

Neurons as well as astrocytes express protcoglycan-type 

protein tyrosine phosphatases/RPTPP: Analysis of mice 

in which the PTPs/RPTPP gene 、vas replaced with the lacZ 

gene. Neuroscience Leifer 247, 135-138 

4. Watanabe, E., Fuji ka畑， A Matsunaga, H., Yasoshima, Y., 

Sako, N., Yamamoto, T., Saegusa, C. and Noda, M. (2000) 

Nav2/NaG channel is involved in control of salt intake 

behavior in the CNS. The Journal of Neuroscience 12, 

7743-7751 

情報生物学研究センター
生命の基本システムを研究する基礎生物学に おいて，ゲ

ノム解析から生じた膨大なデータを生物学本来の目的に i恭

って適切に整理し，円滑に検索 ・抽出するシ ス テ ム を構築

すると共に ， 生物諸科学と術報科学を融合 し た枡 し いゲ ノ

ム科学の創造を目指す。
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基礎生物学研究所およぴ生理学研究所に共通する施設として ， 現代の生物科学研究を総合的に椎進し得るよう ，以 Fの 6

室を設屈している。 こ れらに ， 平成 1 2 年度から機構共通研究施設となったアイソ ト ープ実験センターおよび動物実験七ン

ターを含めて， 一つの生物科学総合実験研究システムとして機能している。

基礎生物学研究所に所属する施設

分析室
約70 種の各種分析機器を設骰し，タンパク質や逍伝子の解 俎子顕微鏡やレ一ザ顕微鋭を用い，生物細胞 ・ k.1L織の微紺I

析，合成 ・ 精製， および物質の構造解析から画像解析にわた 構造の観察，細胞内外の三次元像観察，細胞分画の同定，細

る幅広い分析が行える。 それらにより生物学研究に必要な分 胞内分子の形や位骰の解析，微細構造内の化学物質の定姑と

子生物学的および物理学的測定を行う 。 址的分布を解析する。 また，写其作画室では生物椋本の接写

や各種；rt科のスライド作成を行う 。

洗漑室
実験に使用されるガラス器具 ・ プラスチック器具等の洗

浄 · 乾燥 · 滅菌を集中的に行う 。

廃棄物処理室
実験で生じた廃液および廃棄物を回収し， 研究所内外の現

境保全を行う 。

共通施設棟 I 1 階 分析室 2 階 アイソトープ実験センタ ー

地階 電子顕微鏡室および分析室

生理学研究所に所属する施設

電子顕微鏡室

機器研究試作室
NC放俎加工機，精密旋盤などの梢密工作機械類を設備し ，

大型実験装骰から小型精密機器に至るまで． 各種の研究実験

用機器や地子機器の製作，開発や改良， 補修などを行う 。

低温．冷凍実験室
生物活性物質の分離調製と試科の保存を行う 。

実験洗浄廃水処理施設
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分析室
分析室は ， 基礎生物学お よ ぴ生理学の研究に必要な各種の

分析機器を約 70 種類備えており， それらの機器は技官により

管理さ れてい る 。 機器はそれぞれの研究目的に応じて使用さ

れており， タンパ ク 質 ・ 遺伝子の解析からペプチドや DNA の

合成， 生理活性物質等の分離， 精製， 同定， 構造解析さらに

画像解析まで幅広い研究に利用 されている 。

1 . タンパク質・ 遺伝子解析装置

プロ テイ ン シー ケンサ ， アミ ノ酸分析計， DNA シーケンサ

に よ りタ ンパク質と核酸の一次構造決定や紐成分析を行い，

ペプチド合成装置と DNA 合成装置によ りペプチドや DNA の

化学合成を行う 。 さらに表面プラズモン共嗚を利用 した生体

分子相互作用解析装屈により， 生体分子間の特異的相互作用

を解析する。 また核酸やプラ スミドの抽出 ・ 分離装置， PCR

等 も備えている。

2. 分離分析装置

高速液体クロマトグラフ ， ガスクロマトグラフ等を備え ，

生体中に含ま れる微批物質の分析， 定砒およぴ分取精製を行

う 。 また各種の分離用遠心機やフローサイト メ ータを備え，

細胞や生体物質の解析や分離調製を行う 。

3. 物理化学的解析装置

核磁気共嗚装骰 (NMR) , 軍子スピン共嗚装骰 (ESR) お

よび質紐分析装骰 (MS) による生体物質の定性 · 定批分析お

よび構造や機能の解析を行う 。

4. 分光分析装置

紫外可視分光光度計， 蛍光分光光度計，

分光光度計， レ一ザーラマ ン分光光度計，

フーリエ変換赤外

円偏光二色性分散

計， マイク ロ プレー ト リーダー， マイクロプレー トルミノ

メ ー タ等，各種分光分析装置に よ る生体物質の定批分析や分

光学的解析を行う 。 また ICP 発光分光光度計により生体物質

に含まれる金属元素の微砿定批分析を行う 。

5. 顕微鏡 ・ 画像解析装置

光学顕微鋭や顕微鏡光度計を備え，組織学的 ・ 細胞学的観

察および細胞 ・ 組織 レベルでの微小光学測定を行う 。 またパ

イオ イ メージアナライザ，画像解析装;r;: ':•;; により ． 這気泳

動， 写真 ， フィ ルム等の画像解析および両像処理を行う 。

参考文献

I. Watabe, S., Makino, Y., Ogawa, K., Yamamoto, Y. and 

Takahashi, Y. S. (1999) Mitochondrial thiorcdoxin 

reductase in bovine adrenal cortex its purification. proｭ

perties, nucleotide/amino acid sequences 、 and identifyｭ

cation ofselenocysteine. Eur. J. Bioche111. 264, 74-84 

鳥

プロテインシーケンサによるタンバク質一次構造の決定

洗漑室
全自動洗浄機，超音波洗浄装骰および滅l佳i装 iri: ( ガス滅歯

機 オートクレープ，乾然滅歯器） を Wi え ． 実験で使Ill され

ているガラス器具等の洗浄 ・ 滅歯が効率的に行える施設であ

る 。 毎年 ， 洗浄装t在は約 200 f牛，乾媒 ・ 滅1依i装骰は約 800 件

程度の利用がある。

廃棄物処理室
実験洗浄廃水処理施設の管理およぴ実験濃躯廃液の分別匝l

収を行い， 研究所内外の閑境の維持に努めている

廃水処理施設では，両研究所から排出される約 200 t/ ll の

廃水処理を行い，併せて処理水の水沢管則を行っ ている 。 ま

た ， 平成 1 2 年度は約 2,000Lの濃J厚廃液を ITII収した
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機構共通研究施設
（基礎生物学研究所関連）

統合バイオサイエンスセンター

総合バイオサィエンスセンターは，発生・分化 ． 再生等

の時系列生命現象を中心とする生命科学研究を，分子レベ

ルからその集合組織体としての生命体へと統合する視点か

ら行うことを目的とし，また化学，物理学における最新の

研究成果，研究手法を大胆に取り入れ， 2 l 世紀のバイオ

サイエンス研究の潮流を主祁的に形成することを目的とす

る施設として，平成 l 2 年 4 月に設置された 。 従来の岡崎

国立共同研究機構の各研究所に付置されてきた研究施設と

は異なり，分子科学研究所，基礎生物学研究所，生理学研

究所の三研究所が対等の立場で関与し，学問的 · 社会的要

請を先取りした独創的研究を推進する機構全体の共通研究

施設である。

本センターには研究領域として時系列生命現象，戦略的 3. 栢亙細脆！分イ七に関与する因子の解析

方法論及び生命環境の三研究領域を樅く 。 形成された極細胞が生殖細胞に分化する過程に， Nanos

と呼ばれるタンパク質がl蘭与することを明らかにした 。

nanos mRNA は極細胞質に局在してお り . Nanos タン パク

時系列生命現象研究領域 I

1 . 研究の目的

研究の目的は，生物の最も根源的な性質である生殖に関

与する生殖細胞が形成される機構を分子レペルで明らかに

することである。 多くの動物で生殖細胞の形成に関わる因

子が卵の一部の細胞質に局在する こ とが前世紀初頭から予

想されてきた。 その中で最も解析が進んでいるショウジョ

ウバ工では，生殖細胞の分化に関わる因子が卵の後極の細

胞質（極細胞質）に局在することが示されている（図） 。

当研究室では，生殖細胞の形成に関わる因子を同定し，そ

の機能解析を以下のように行なってきた。

2. 極細胞の形成に関わる因子の解析

胚発生過程の初期に形成される極細胞と呼ばれる細胞

が，ショウジョウバ工において生殖細胞に分化できる唯一

の細胞である（図） 。極細胞形成因子の 一つとして ． ミト

コンドリア large ribosomal RNA (mt l rRNA)を同定した。 直

子顕微鏡レペルの in situ ハイプリダイ ゼーショ ン法によ

り ， ミトコンドリア内で転写される mtlrRNA が． 極細胞質

中でミトコンド リアから極細胞質中にのみ観察される極罰

粒と呼ばれる構造物に移送され，極細胞形成に関与した後

に分解されることを明らかにした 。 さらに， mtlrRN/\ が，

ミトコンドリア small ribosomal RNA (mtsrRNA) と ともに ミ

卜コン ドリア ・ タイプのリポソームを極顆粒上で形成する

ことを強く示唆する結果も得られている。 おそらく ． この

リポソーム上で極細胞形成に関わるタンパク質をコードす

る mRNA が翻訳されていると考えられる 。 現在，この

tnRNA の同定を試みている。

a
 

b
 

c
 

d
 

.,,-

e
 

f
 

”‘ 

ショウジョウパ工胚における生殖細胞形成過程

卵割期胚の後極の極細胞質 (a 中の矢印） は．胞胚期に極細胞中

に取り込まれる (c の矢印）。 極細胞は．やがて生殖巣中に移動

し (e 中の矢印）．成虫の生殖巣中で配偶子形成過程を経た後，

卵や精子に分化する。
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質は極細胞に取り込まれる 。 こ の分子の機能が失われる

と，極細胞は生殖巣に移動することができなくなり ， 結果

的に卵や精子である生殖細胞に分化できなくなる。 極細胞

中で Nanos は，本来体細胞で発現し体細胞の分化に関わる

追伝子の発現を抑制している。 このような逍伝子が極細胞

で異所的に発現すると極細胞の移動が異常になることが明

かとなった。 すなわち ， Nanos が， 極細胞の分化を阻害す

る遺伝子発現を抑制することにより ， 極細胞分化を正常に

進行させる permissi ve な因子であることを示している。

最近， Nanos タンパク質が，極細胞の細胞死 ( apop t o­

s is) も抑制している ことも明ら かになった。 現在， Nanos

が細胞死を抑制する機構についても解析している。

4. 生殖細胞としての特質を決定する因子

の解析

以上の研究から， Nanos タンパク質の他に ， 極細胞の分

化に関わる inst ruct i ve な働きを持つ因子の存在が予想され

る 。 おそらく，この因子は，極細胞中で，生殖細胞として

の特質を決定する機能を持つと予想できるが ， 現在のとこ

ろ，このような因子は明らかにな っていない 。 現在，この

因子を単離同定するために以下の研究をおこなっている 。

まず，生殖細胞特異的に発現する vasa 逍伝子のプロ

モーター解析をおこな っている 。 この辿伝子は ， 極細胞中

でもっとも早くから発現が検出される逍伝子であり ，他の

動物群においても生殖細胞特異的に発現することが知られ

ている 。 こ のことか ら ， vasa 遺伝子を発現することが，生

殖細胞の特質の一つであるといっても過言ではない 。 現

在，発現に必須な DNA 領域を決定 し，次いで， この箱域

に結合する分子の単離をおこな っている 。

第 2 に，生殖細胞特異的に発現する vasa 以外の追伝子

の単離も試みつつある 。 単離された逍伝子に関 して ， 上記

と同様の解析をおこなう 。

第 3 に，突然変異を用いた遺伝学的な解析により， 生殖

細胞の特質を決定する遺伝子の特定もおこな っている 。 現

在のところ，卵形成過程で発現し，辿伝子産物が極細胞質

に存在し ， 極細胞に取り込まれ，極細胞中で機能すると 予

想される追伝子が単離されている 。 さらに ， この逍伝子の

突然変異は，極細胞形成や極細胞の生殖細胞への移動過程

には影孵しないのに対し，減数分裂過程に影孵を与える 。

滅数分裂は生殖細胞の重要な特質の一つであることから，

この辿伝子が生殖細胞の特質を決定する '"'r をコードして

いると考えている。 現在， この突然変楳の原因追伝 rの i ji.

離を試みてい る 。

5. マウスにおける生殖細胞形成機構

ショウジョウパエ以外の双翅目昆虫や進化的に離れたり）J

物種においても Nanos ホモログが存在し ． その発現が生殖

細胞で観察されている。 このことか ら , Nanos が． 多くの

動物に共通して生殖細胞の形成に関わるものと考えられ

る 。 そこで， マウスにおける Nanos の機能鮒析も共詞研究

として進行中である 。
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時系列生命現象研究領域 II

多細胞生物の体や紐織が秩序だって形成される過程にお

いて，その構成要素である個々の細胞は周囲の環境からい

ろいろな慟きかけを受ける。 このような「はたらきかけ」

を担う分子として，近年さまざまな分泌性タンパク質が発

見されてきた。 本研究分野においては，そのような分泌性

タンパク質の機能解析を中心に，個としての細胞のふるま

いが発生プログラム全体の中でどのように調節されるのか

を明らかにしようとしている。 現在は ， おもに次のような

(a) 

PE: primitive ectoderm, PSM: presomitlc mesoderm, G: gut 

テーマの研究を行っている 。 (b) 

1 . 脊椎動物の体節形成における Wnt シグナル

のはたらき

近年， Wnt や FGF をはじめとする分泌性タンパク骰が動

物の形態形成過程において皿要な働きを担うことが示され

てきた。 Wnt 逍伝子は線虫から脊椎動物にいたるはば広い

動物種に存在し，発生過程においてさまざまな役割を演じ

ている 。 また，各々の動物種においては多数の Wnt 遺伝子

が存在することも報告されており，脊椎動物では少なくと

も 1 7 個の Wnt 遺伝子の存在が確認されている。

そのうちの一つ Wnt-3a は，マウスの初期発生過程では

体幹部の後部末端に存在する原条もしくは尾芽と呼ばれる

領域に発現する （図 l a) 。 この領域の細胞は体節を含む体

幹部の形態形成に中心的な役割をになうものと考えられて

いるが， 興味深いことに， Wnt-3a 遺伝子の機能欠失型変異

体マウス胚では体節前駆細胞が神経管に分化転換してしま

う（図 l b) 。 このことから ， Wnt-3a シグナルは体節前駆

細胞の分化経路の正しい選択に必須であること ， また ， 体

節前駆細胞は神経上皮細胞に分化できる潜在能力を持って

いるものの Wnt-3a シグナルによりその分化方向が規定さ

れていることが考えられた。ー方，上記の異常とは別に，

Wnt-3a 変異体においては各体節の特徴が部分的に前方化も

しくは後方化していることも見い出されており ， Wnt-3a は

前後軸に沿 っ た各体節の特徴づけにも関与しているものと

考えられる。 このようなことから ， Wnt-3a は体節の発生過

程において複数の役割をはたしていると思われる。

そこで， Wnt シグナルにより制御される体節形成の各々

の過程の分子機構を理解するために，現在， Wnt シグナル

によりその発現が制御される遺伝子の探索を始めており ，
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` 図 1 マウス 8 日胚における Wnt-3a の発現と. Wntー3a 変異体に

おける体節形成の異常

(a) マウス 8 日胚における Wnt-3a の発現。 A は胚を背側からみた

もの。 B-H はその切片象。 Wnt-3a は体節前駆細胞が存在してい

る原条周囲の未分化な外胚葉で発現している 。

(b) Wnt-3a 変異体における体節形成の異常。 Wntー3a 変異体では

体節前駆細胞が運命転換して神経上皮細胞になり，結果的に神経

管が 2 つできる 。

そのような遺伝子の機能解析を通して体節前駆細胞におけ

る Wnt シグナルの作用機構を明らかにしていき たい と考え

ている 。 また ， 体節形成過程における Wnt シグナルに対す

る応答能の制御機構を調べる目的で，イ本節前駆細胞で発現

する Wnt 受容体を同定してお り ， こ の受容体と Wnt との

相互作用等についても解析を進めている。ー方， 1-f椎動物

における体節形成の分子機構を明らかにする 別の アプロ 一

チとして，遺伝学的な解析が可能なゼプラフィッ シ ュ を用



いて1本節形成に異常を呈する変異体のスクリーニングも試

みている 。

2. 神経管背側における Wnt シグナルの

はたらき

Wnt—3a は Wnt- 1 とともに胎生期のマウスの神経管の ',~'f

側領域領域においても発現する（図 2 a) 。 Wnt-1 と Wnt-

3a の二重変異体においてはこ の領域から発生する神経冠細

胞の数に減少が認められる （区I 2 b ) 。 また，神経管の両

側に位骰する体節の発生にも神経笠背側から分泌される

Wnt 分子は重要な働きをしており ， 体節の中で筋分化に重

要な働きをする皮筋節の内側部(medial l ip)の形成に神経管

の背側領域からの Wnt シグナルが必須であることが示され

ている 。 このように，神経管背側から分泌される Wnt 分子

は神経冠や体節という複数の組織，細胞群の発生を同時に

制御しており，このことは個体が発生してい＜上で複数の

組織が相互に秩序だって形成されるしくみの一端を説明し

ているものと考えられる。 現在， (l) の場合と同様のア

プローチにより神経冠細胞の発生機構についての研究を行

っている。

3. 形成における FGF シグナルのはたらき

マウスの体節形成過程ではいくつかの FGf' 逍伝子が発現

するが，そのうちの一つである FGF 1 8 逍伝子の変異体を作

成したところ，体節の発生は正常であり ， むしろ骨形成に

異常が認められた。 脊椎動物の発生が秩序だって進行する

ためには骨が他の紐織と調和を保って形成されてい＜こと

が重要であり，そこでは骨細胞の分化と増殖は厳密に制御

されているものと考えられる。 そこで，そのような制御機

構の一端を明らかにすることを目的として， FGf-1 8 変異体

における骨形成の異常について詳細な解析を行っている 。

wild type 

Wnt-1/-3a 

mutant 

図 2 Wnt-1 /-3a 二菫変異体における神経冠細胞の異常

Wnt-1/・3a 二重変異1本においては神経冠細胞由釆の頭部神経細胞(V,

IX,X)や背根神経節(DRG)に異常が認められる 。

参考文献

(a) Tak ad a, S., Stark, K. L., Shea, M. J ., Vassi leva、 G., McMahon, 

J. A. & McMahon A. P. (1994) Wnt-3a regulates somite and 

tail bud formation in the mouse embり10.Genes Dev. 8, 174-

189 

(b) Yoshikaヽva, Y., Fujimori, T., McMahon, A. P. & Takada, S. 

(1997) Evidence that absence of Wnt-3a signaling 

promotes neuralization instead of paraxial mesoderm 

development in the mouse. Dev. Biol. 183, 234-242 

(c) Ikey a, M., Lee, S. M. K., Johnson, J. E., McMahon, A. P. & 

Tokada, S. (1997) Wnt signalling required for expansion 

of neural crest and CNS progenitors. Na111re 389. 966-970 

(d) lkeya, M & Takada, S. (1998) Wnt signaling from the 

dorsal neural tube is required for th e 「ormat i o n 0 「 the

medial dennomyotome. Develop111en1 125, 4969-4976 

(e) lkeya, M & lakada, S. (2001) Wnt-3a is req u i red 「o r somite 

specification along the anteroposterior axis of the mouse 

embryo and regulate cdx-1 expression. Mech. Dev. in press 

47 



生命環境研究領域 I
生体を取り巻＜化学物質の影押について生命体レベルか

ら分子レベルまでの総合的な研究視野から基礎研究を行っ

ている 。 生物の発生 • 生殖 ・ 成長などの生命活動は棲息環

境に大き＜依存しているが，近年になって，深境中に放出

されている多くの化学物質の中にエストロゲン受容体に結

合してエストロゲン類似作用を示したり，アンドロゲン受

容体や甲状腺ホルモン受容体に結合してホルモン作用を阻

害する物質（内分泌かく乱物質，ホルモン活性物骰）が見

いだされ，野生動物やヒトの内分泌系をかく乱している可

能性が指摘されている。

骨 ・ 筋肉形成

雌性生殖柑官 雄性生殖翡官

神経内分泌系

I. 視床下部
生殖腺剌
一卵巣
3. プロラクチン

乳腺

1. 形態的変化
2. ホルモン感受性
3. 腿編化

1. 腹 1 . 前立腺・ 貯精嚢
2. 子宮 2. 輸精管 ・ 尿道
3 給卵管 3. 副精巣
4. 卵巣 4. 精巣

図 1. 周生期の性ホルモン投与によって誘起される変化

哺乳動物では， 特に出生前後（周生期）の臨界期（窓）

にホルモンやホルモン関連物質の影押を受けやすく，生殖

器官などに恒久的な分子的変化が誘起される こ とが知られ

ている 。 例えば，子宮や腔の細胞分裂 ・ 分化は女性ホルモ

ンのエストロゲンやプロゲステロンによって調節されてお

り，周生期に性ホルモンを投与された雌マウスの腔や子宮

には前ガン病変が誘起され，若い女性の腔明細胞腫の発生

は胎児期の合成エストロゲン (DES) 曝蕗が原因であるこ

とが 1970 年に明らかにされている。 さらに周生期の性ホ

ルモンや抗ホルモンの投与の影押は生殖器官にとどまら

ず，免疫系，中枢神経系，代謝系，行動など非生殖系の異

常も誘起されることが知られている 。 このような生体に対

して多様な影押を及ぽすホルモンやホルモン作用を示す化

学物質の生体への作用機構を明らかにし，ホルモン感受性

の高い臨界期について分子レベルで解明することを目的と

している 。

48 

1 . 生殖器官への不可逆的な影響

出生時のマウスの生殖器系の発達はヒトの妊娠 3 -,, ヶ

月の胎児の生殖器系の発達段階と相同であることから，周

生期のマウスは，ヒトでの胎児眼露のモデルとな りうる 。

出生直後のマウスヘエストロゲンやアンドロゲンを投与す

ると，本来のエストロゲンに対する反応性を失い，不可逆

的な腟上皮の角質化．腫瘍化，子宮の形成不全· 扁平上皮

化 ． 腫瘍，輸卵管腫瘍，多卵性卵胞 ・ 多核卵，不妊などが

誘起される 。 これらの組織ではガン原遺伝子 (cプ1111, cｭ

fos) mRNA が発現し，細胞分裂率が高く， EGF と c-Fos

の増加がみられており，加齢とともに腔上皮の工スト ロ ゲ

ン非依存性の恒久的な細胞増殖か ら前ガン病変へと移行す

る 。 これらの変化については逍伝子レペルでも jfJ芹析が進み

っつあり ， エストロゲンにより形態形成辿伝子の Hoxa- 10

と Wnt7a の発現低下が起こることも明らかになってきてい

る 。 さらに，このような腔上皮の工ストロゲン非依存的な

細胞増殖，角質化誘起の分子機構を解析する目的で＂ディ

ファレンシャルデイスプレイ法を用いて不可逆化に関与す

る新規遺伝子の探索を行っている 。 これま でに ， 不可逆化

した腟に特異的に発現しているいくつかの造伝子のクロ一

二ングに成功しており，その造伝子の発現と機能について

解析を行っている。 こうした造伝子の一つは，卵巣除去に

よりエストロゲンの影押がなくな ると急速に発現が減少す

るが，不可逆化したマウスではその制御が狂い， 恒'iii"的な

発現が誘発されることが明らかになってきている 。 またそ

の特異的な発現から，上皮の角質化に関連 していることが

予想され，現在その機能解析を進めている。 これらの解析

は，ホルモン投与による不可逆化誘起の機構解析に繋がる

ものと期待される。



正常マウス

-
図 2 . 周生期の DES 投与によって誘起さ れる腔の不可逆的変化

通常， 卵巣を摘出すると、アボトーシスが増加するが． 周生期に

DES を投与されたマウスでは細胞増殖因子 (EGF, TGF-a) の

mRNA 増加や， 細胞壊死因子 (TNF-a, FAS) の発現の低下が誘

辺されるため｀アボ トーシスが起こらなくなる 。 さらに ER 発現

も低下している。 これらの現象と踵隔化の関連が注目されている 。

2. 内分泌かく乱物質の作用機序の解明

内分泌かく乱物質の作用機序を明らかにするためのアプ

ローチの一つとして ， 遺伝子発現のレペルからのi帷明を行

っている。 本来のステロイドホルモン受容体は転写囚子で

あることから，エストロゲンや内分泌かく乱物質が転写に

及ぽす影押 を解析することによ り ，その機能的な共通性と

特異性を見出そうとしている。 DNA マイクロアレイをIll い

て約 1 万の遺伝子の発現状態を解析することにより， エス

トロゲンや内分泌かく乱物質が逍伝子発現に及ぽす影押を

明らかにしている。 これらの比較により，エストロゲン本

来の追伝子発現パターンと内分泌かく乱物質による遺伝子

発現パターンが異な っていることを明らかにしてき て お

り ，こ うした辿伝子の機能を解明してい＜ことにより，内

分泌かく乱物質の広範な影響について明らかにしていく 。

3. 両生類および魚類への影磐

発生中の胚に対するエストロゲンの影押はアフリカッメ

ガエル，海産メダカのマミチョグやゼプラフィッシュで ，

骨形成の異常や性分化の異常として見いだされている。 こ

れらの動物では ， エス ト ロゲン受容体は胚にも存在し，工

ストロゲン様物質の影牌を受ける可能性がある。 エス トロ

ゲンおよびエス ト ロゲン様物質の作rn機構を解析するため

に ， エストロゲン受容休， エストロゲン 1心答逍｛ぷ rのクロ

ーニングが+可欠であり，現在逍伝子の解析をすすめてい

る 。 また ， アマガエル では/lll fi!ll l支 /,I'/ からの水分吸収をエス

トロゲン様物質が抑制していることを見いだしており . J,1,j 

生類およびf(1. 'J.ti を Ill いて環境中に放出されてし ＼ る化学物質

の野生動物の生理機能への影押を明らかにすることも II 指

している 。

4. 受容体の探索

内分泌かく乱物質が全てホルモン受容体（こ粘合 して作 Ill

する明確な証拠はなく．むしろそれぞれ1,1;1 ,{{の 11=.M,lJ,性や

発ガン性などが報告されていることは ， 各々の化学物竹の

標的である生体分子も固布である可能性がある そこで 化

学物質からのアプローチとして，化学物t'tの本求の椋的で

ある生体分子を明らかにする取り糾みも行っ ている ,1、1 分

泌かく乱物質の直接の椋的を li"iJ定 し．その追伝）べを明らか

に し機能について解析を行う こ とにより ， iji, なるエスト U

ゲン受容休への粘合だけでは説lリj しきれなしヽ多様な影愕に

ついて分子レペルで解明できるものと期待 してい る

参考文献

I. lguchi, "[ (2000) Embryonic and neonatal exposure to 

endocrine-altering contaminants: c「fcct s on mammalian 

female reproduction. In: Environmental Endocrine 

Disruptcrs. !::els. L. Guillette, Jr. and D./¥. Crain. Taylor & 

Francis, New fork. pp. 234-268 

2. lguchi, T and Sato, T (2000) Endocrine disruption and 

developmental abnormalities of female reproduction. A111. 

Zoo/. 40. 402-4 I I 

3. Shimizu, N., Sugimoto, K., ｷ1a11g, J.、 Ni s hi , T、 Sato. I., 

Hirarnoto, M., i¥iza,,,a, S., Ha1akcyama. M .. Ohba. R .. I latori. 

1-1., Yoshikawa, T, Suzuki, r-., Oomori. i¥ .. lanaka. 1-1., 
Ka,vaguchi, 1-1., Watanabe, H. and I landa, 11. (2000) I lighｭ

performance affin i ly beads for idenl i f'yi ng drug rcccplors. 

Na111re /3iorchnol. 18, 877-881 

4. Ishizu, K.I., Watanabe, 1-1., Han, S.I., Kancsashi, S.N., Hoque, 

M., Yajima, H., Kataoka, K. and llanda, II. (2001) Roles of 

disulfide linkage and calcium ion-mediated in1crac1io11s 

in assembly and disassembly or v i rし1s- li kc pan iclcs 

composed ol'simian virus 40 VPI capsid protein. J. Vim/ 

75,61-72 

5. lguchi, T, Watanabe, 1-1. and Kalsu, Y. (2001) 

Developmental effects o「 es 1 rogenic agents on mice、 li sh

and frogs: a mini review. /-/orm. Behcrn (in press). 

49 



生命環境研究領域 II

1 . 「葉」の研究から植物を理解する

私たちは＜葉の形態形成＞をキーワードとして，く植

物＞を理解しようと試みている。

第 1 に業は ， 植物の最も犯要な器官である。 花弁，雄し

ベ，雌しべ， すべて葉の変形した器官である。 したがつ

て，葉の形態形成の仕組みを明らかにすることができれ

ば， 植物の地上部におけるかたち作りの仕組みは，大部分

を理解できることになる 。 第 2 に ， 光合成の場であ る葉

は，光など珠境シグナルの受容部位であるため，環境適応

や可塑性が著しい。 したがつ て業の制御機構を解明する こ

とは，植物の環境適応戦略の理解，あるいは植物のかたち

の多様性形成機構の解明にも必須である 。

そこで私たちはアラピドプシス（シロイヌナズナ，

Arabidopsis thaliana (L.) Heynh .) をモデル植物に， この問

題の解明をめざしている。 これが本研究室の大きな柱に相

当する。 さらに，葉形に関する基本的な制御系遺伝子が単

離できれば，それらは植物形態の多様性の遺伝子的背娯を

理解する上でも ， 有力な手がかりとなる。 そこで，衷境適

応による葉の形態進化の秤梨を探ろうという試みも行なっ

ている。 収敏進化の楊合， 小数の逍伝子の変異によってい

る可能性が邸い。 これまでに ， 多雨環境に適応した渓流沿

い植物の狭業化をもたらした逍伝子変異が，多くの場合，

複数の同義辿伝子によることを明らかにしたほか，葉と

シュー トとの中間型を取る植物について ， その進化の背梨

を解析してきた。

2. 葉の縦横を制御する追伝子

これまでの発生逍伝学的解析の結果，世界に先駆け， ア

ラピドプシスより ROTJ, AN, AS I, AS2, CLF 逍伝子等，

葉形態形成の鍵となる逍伝制御過程の同定に成功 し てき

た。 その中でも，アラビドプシスの葉の全形が， 縦方向と

横方向との二方向独立に制御を受けている， という事実を

明らかにした業紹は， 世界的に高く評価されており，海外

の教科許にも引用 されている 。 この制御は， ROT3, AN 両

辿伝子による細胞 l つ 1 つの極性伸長を通じ て行なわれて

いる ことが判明して い る 。 さら に分子辿伝学的解析によ

り， それら葉の発生 · アイ デ ン テ ィテ ィ 一 を 司る遺伝子群
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を実際に単離 • その機能を解明し て きた ( I叉I ) 。 現在はマ

イクロアレイ法により，下流で働く と 椎測 さ れる追伝子の

候補を同定している。
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図 1. シ ロイ ヌナス‘ナ葉形を制御する遺伝子群



生命環境研究領域 III

環境生体データベ一スの構築

生命が誕生して 4 0 l窃年，過去 ・ 現在を含めてこの地球

には 1 憶種にものぼる生物種が存在したと言われている 。

現在知られている生物種は l 7 5 万程度，何 らかの逍伝子

配列が知られている生物種は約 5 万である。 また ， これら

生物種とかかわりのある有機化合物は 1 千万種類にも達す

る。 ー方，近年さまざまな微生物のゲノム配列決定が怠

ピッチですすめられているが，多くの楊合， 半数程度の逍

伝子が機能既知の辿伝子との明確な対応がつかない機能未

知辿伝子として， また 3 割程度が他生物種には保存されて

いない固有遺伝子として，残されたままとなっている 。

生物の代謝活動は大きく 2 つに分けることができる 。

つは中間代謝と呼ばれる部分で， 生命活動を維持するため

に多くの生物種が共通にも ってい る部分である。 もう 1 つ

は二次代謝と呼ばれる部分で， 各生物種が巧t境との相互作

用のもとに，特定化合物の分解 ・ 合成を行っている部分で

ある 。 中 III] 代謝の反応経路は比較的よく知られているが，

二次代謝は生物種固有のものであるため，ほとんど分か っ

ていないのが現状であり， 上述の機能未知辿伝子の中に，

こうした二次代謝や特殊な閑境応答に関わっているものが

多く含まれている可能性がある。 これらの代謝経路を明 ら

かにしてい＜ことは， 生物と閑税 との!Ydわりや，種の多様

性の起源といった，基礎的な問題を考えるう えで重要であ

るだけでなく， 環橙汚染物質を分解する生物のデザイン

や， 生態系全体の反応経路にマッチした工業製品の開発 と

いった応用にもつながつていくと考えられる 。

当研究室では， ゲノ ムを中心とした遺伝情報と，化学反

応，化学物質に関する知識とを統合したデータペースの構

築と解析を通じて ， 計符生物学的立場からこの問迎に取り

組んでいきたいと考えている。 そのためには， 具体的に 以

下の知識が統合的に整備 されている必要がある 。

• 生体内および生体外の有機物質の知識

• 生体内の有機反応の知識

• それに関与する追伝子 （酵素） の知識

• その辿伝子をもつ生物種の知識

このうち， 現在特に不足している生体外の有機物質のm

報を中心としてデー タの密積を行い， 既存デー タとの統合

化をすすめている （図 l ) 。 このデータベ一ス と ． 配ダ1] モ

チーフ抽出や立体構造予測などの解析手法を糾み合わせる

こ とによって，未知辿伝子の機能を推定する系統的なアプ

ローチが可能になるものと考えている。 さらに ． 今後 ON

Aマイクロアレイやマススペクトロスコピーなどにより ．

特定の巧境物質の存在によって活性化される追伝 rの情報

が蓄杭してくると， それらのデータから，誘祁される J又応

経路や， その結果どのような物質が生休内に現れるかと

い っ たことまでを推定できるようにな ってい＜ものと思わ

れる 。

参考文献
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2. Wackett, L.P., Ellis, L.B.M., Spccdic, S.M., llcrshbcrgcr, 
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Forney, L.J ., Punch, W.F., Kazic, T, Kan ch i sa 、 M. and 

Berndt, D.J. (1999) Predicting microbial biodcgradation 

path ヽvay s.ASM News 65, 87-93 
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図 1 . バスウェイ図を中心としたテータの統合
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アイソトープ実験センター
従来基礎生物学研究所に lu:かれていた旧アイソトープ

実験施設は，平成 1 2 年 4 月より岡綺国立共同研究機構共

通研究施設に改紐され ， 名称がアイソトープ実験センター

ヘ変更された。 当センターは， 主 に分子科学 ， 基礎生物学

及び生理学研究のための放射性同位元素で標識された化合

物 （アイソトー プ） を使用するための施設である。 当セン

ターはアイソトー プセンター （共通施設棟 I ) を中心にし

て，基礎生物学研究所分室， 形質統御棟分室及び生理学研

究所分室から構成されている。 またセンター迎営は，セン

ター長 （併任） ，助教授 （専任） 1 名，放射線取扱主任者

及ぴ放射線管理者 （技官） 3 名， 2 名の非‘常勤職貝で行わ

れている。

承認核種は次のようにな っている 。

アイソトープセンター ： 3H, 14c, 28Mg, 32p, 33p, 35s, 36CI, 42K, 

45Ca, 89Sr, 12s1 

基礎生物学研究所分室 ： 3H, 1ｷc, 32r, 33r, 35S 

形質統御棟分室 ： JH,'•c, nP, JJp, Jss, 45Ca, i2sl 

生理学研究所分室 ： 3卜I, l•c , J2p, JJp, JsS, •Sea, 1251 

平成 12 年度の放射線業務従事者数は 1 82 名，施設利用

者は延べ 8,560 名でした。

センター職且は日‘常の管理業務のほか，アイソトープ取

扱いに関する安全技術の開発を行っ ている 。

尊任教官は基礎生物学のなかで古＜から関心を持たれて

いる精子の巡動機構の研究を行っ ている 。 ダイニンは繊毛

の運動モーターとして発見されたが， 抗体を用いた研究か

ら細胞質にも存在することが明らかになっている。 例えば

細胞では微小管は中心体より細胞周辺へとのびている。 ダ

イニンは細胞質にあっ ては周辺部から中心部へと微小管を

レールとして物質を運ぶ。 同じように精子では頭部より鞭

毛がのびている。 ダイニンは物質 （この楊合自分が結合し

ている周辺微小管） を隣の周辺微小管をレールにして頭部

へと運ぶ。 ただ精子の楊合この動きは無制限でなく構造的

な制約を受けている。 この時に屈 11りが形成されると考えら

れている 。

ウニ精子ダイ ニ ンは分子批が 1 50 万に及ぶ巨大で複雑な

タンパク質である。 分子批 50 万の 2 つの韮鎖， 8 万から

12 万の 3 つの中間頻， 3 万以下の 6 つの軽鎖よりできてい

る 。 図 l はダイニンの研究でよく用いられる緑藻のクラミ
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ドモナスとウニの外腕ダイニンを比較したものである 屯

鎖には酵素活性があり， ATP のエネルギー を）J に変えて い

る 。 中間鎖にはチオレドキシン活性があ り ． 屯領の泊性 を

制御していると考えられている。 また軽領は リ ン酸化 さ れ

ることでダイニンの活性化に関与していると 名えている

こうした研究を通して報毛迎動における In! 1111 波形成 と （公搬

の仕組みを分子レベルで明らかに し ようと している

図 1. 外腕の構成タンバク質

参考文献
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技 術 課

技術課は所長に直屈した技術者の紐織で，研究所におけ

る研究活動を専門技術を通して支援している 。 全ての技官

は技術課に所属しているが， 日常は研究施設又は研究部 l"I

ヘ配属されて技術支援業務を行っている。

研究施設においては，各種分析機器の保守 ・ 行理及び測

定，ラジオアイソトープ施設の管理， 大製スペプトログラ

フやコンビュータネットワークの維持管理，実験動物 · 植

物の飼育や栽培，及び細胞 ・ 紐織の培投等を行っている 。

また，研究部門においては， 研究者のもとで種々の実験の

補助，実験材料の調製，蛋白質等の精製及び分析，遺伝子

の解析，形質転換生物の作製等を行い，幅広い， 高度な技

術を通して研究を支援している。 また，研究所共通の機器

や室の保守 ・ 管理等の研究支援も行っている。

技術課は，業務を円滑にすすめ，技術の向上を図るため

に下記の活動を行っている。

l. ミーテ ィング ： 教授会議，各種委貝会等の報告，並び

に日常業務の連絡，技術的な梢報交換を侮週月曜日に

行っている 。

2. 諜内セミナ一 ： 各自の日前業務に関わる技術について

ま とめ，発表し，梢報交換を行うことにより相互の技

術交流を深めると共に ， 知識の向上に努めている。

3. 諜内研修 ： 専門技術の輻を広げるため， 新しし、技術の

取得を目的に，各種機器の採作法や ， 実験技術の')訊界

等を企両し行う 。 また，各種菜務を遂行する I·ーで必＇災

な安全教脊を行う 。

ti. 生物学技術fi/f究会 ： 他の大学や研究機関の牛物学に携

わっている技術者との技術の交流や情恨父換を 11 的に

生物学技術研究会を開催し ， 技術の 1,,J Iｷ. に努めてい

る 。

平成 1 2 年度は当研究所技術課主催の I 第 I 2 lt1I 11:_物学技

術研究会」と ， 隣接の生理学研究所技術諜臼化の「第 23

回生理学技術研究会」とを平成 1 3 年 2 月 22 11-23 II に

初めて合同開催した。 これは ， 1前年度にHIIIJ/lfm し . 1,Lj fiJf 

究会参加者から幅広く交流することができたという）li に l心

えて実施された。 全国 3 1 機関 48 部/.,)から 1 3 -1 名の参}JIIが

あり，例年にもまして活発な技術交流が行われた この /iJf

究会の報告は「生物学技術研究会報告第 1 2 り」と 「第 23

回生理学技術研究会報告」の合併りとして出版される予定

である 。

また， 4 年前より全国の生物学系技府の梢報交換の楊と

してメーリングリスト「 bio -tcch@n ibb.ac.jp I を開設し技

官の El'i作業務における技術梢報交換を呼ぴかけてし、る

技術課職凸其合写真
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総合研究大学院大学 生命科学研究科
分子生物機構論専攻の概要

動植物の生命過程にかかわる基本的かつ高次な生物現象を ， 分子レベルまで掘り下げて解析する高度な研究者の要謂を行

う 。 そのため， 生体物質の物理化学的解析手法や磁伝子操作を含む細胞工学 · 辿伝子工学的手法を総合的に活用して，細胞

生物学，発生生物学，制御生物学， 環檄生物学，神経生物学，進化生物学，などの分野における高次な生物現象を解析する

ことを通じて，高度な教宥研究を行う 。

課程は栂士課程後期3年で， 入学定員は6名。

講座授業科目

講座

細胞形質発現

高次形質発現

環境術報制御

共 通

授菜科目

細胞機能論，細胞動態論 I, 糸Ill胞動態論 [I

形質発現学 I , 形質発現学 □ , 形態形成学，形質転換生物学

生体制御論 I , 生体制御論 [I , 生体梢報学，進化多様性生物学

細胞形質発現特別樅習 I, 細胞形質発現特別i釘習2, 細胞形質発現特別派習3

高次形質発現特別i賓習 I, 高次形質発現特別演習2, 高次形質発現特別浙習3

環境I宵報制御特別派習 I, 閑境情報制御特別派習2, 玖＇！境li'i報制御特別iiir習3

分子生物機構論研究法 I, 分子•生物機梢論研究法 ロ

分子生物機構論特論 I, 分子生物機構論特論 り， 分子生物機構論特別請義

〇在象行者名海 ※ （ ） 内は入学年度

小野寺純( 1 3) 鎌田知江( 1 3) 日下雅友( I 3) 鈴木真吾( 1 3) 初谷紀幸( 1 3) 林 良樹( 1 3) 渡遊孝明( 1 3) 苑 海光( 1 3)

大西 誠( 12) 久万亜紀子(1 2) 芹澤尚美( 1 2) ?, 泊橋弘雄( 1 2) ir(J埒万杷( 1 2) 深尾協一朗( 1 2) Fe「jani.Ali (I 2) 庄司志咲子( 12)

介「[I 智子( II ) 小林

栴UJ 武史(J I ) 深田

芳徳( I I ) 榊原域(-(I I) 鈴木 ：J:i¥if(J I) 竹内雅諏II ) kinrl原美静( I I ) 奈良銹樹( I I ) 花岡秀樹( 11 )

斉秀( 11 ) 渡沿悦子(1 1 ) 大河原剛( II ) 田中腸明( 11 )

各務 孝( 1 0) 兼崎 友( 1 0) 小林聡子(1 0) 小松勇介(10) 日渡祐二( 1 0) 堀 「I 涼( 1 0) 石川直子( 1 0) 一村義伝( 1 0)

二藤和昌( 1 0)

加藤 彰(9) 鈴木 汎ti,ー局(9 ) 少Ill サl1i'(9 ) 占,:rn -t廿·(9 ) 

0年度別博士 （理学） 取得者

平成3年度 平成4年度

赤Jill —仁 今井拇之 小阪 泣 阪本康司 閲j柏美佳 槻木磁ニ

日向晶司 福田雅一 許 品仙

平成5年度 平成6年度

山口明彦 飯尾明生 小久保膊樹 徐 新 井上香織 勝 義直

坂本敏夫 徳元俊伸 加藤 朗 鴫[[I 矢II生

平成7年度 平成8年度

水野伸彦 木下 秤 小林大介 梢q , 裕忍 大住克史 大楊裕一

'/);' 暁夫 Deshnium Petcharaporn 新谷隆史 平岩呂子 松浪 ))券義

哀崎雄一▲ 和 Ill 拓治 久霜恵世

平成9年度 平成10年度

Panpoom, Sayamrat 西脇妙子 渡沿正忠 関 桂君 林 澗

瀧 漿子 真野畠二 星野 牧 山田健志

平成11 年度 平成1 2年度

山本 宏 田中祐二 浦牙II 柚子 三橋尚登 栃谷史郎

秤原 桂 鈴木硲子 桐浴隆嘉

友安炭典 11117 利男
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大学院教育協力

基礎生物学研究所は，大学共同利用機関として ， 広く払礎生物学に及びこれに関連する分野における 1iJf究者の共同利用に

供されるとともに，研究者の住成に閃しては ， 国 ・ 公・私立大学の要詰に応じて， 「特別研究学生」を受け入れ，大学院に

おける教育に協力を行っ てきたが，近年における， M究所の研究活動への大学院学生の参画の重要性に鑑み，平成9年度か

らは当該大学院学生を「特別共同利用M究具」と して受け入れ， 併せてM究指禅を行い大学院教育の協力を行うこととした。

■ 平成1 3年度特別共同利用研究員
氏名 所屈大学院 ・ 研究科 ・ 専攻等 研究題目

飢 雄 九州大学 医学系研究科 生殖発逹医学討攻 生殖腺の発生と性分化

松 山 誠 名古届大学 生命牒学研究科• 応Ill分子生命朴学尊攻 llflj乳類生殖分化に関する分子機構

有 馬 送•a·. 矢 九）·l·I大学 生物粁様哀Jfi科学府 !fi)J物和原科•学埠攻 粘巣経由外来辿伝子麻入法の確立

馬 場 宗'"' 東北大学 理学研究科 化学馬攻 AhR ノックアウトマウスの解析

大 網
央_,.. 

生 名古屋大学 理学{iJf究科• 生命理学専攻
ショウジョウバ工を）nいた，低次視此中枢と高次視
伐中枢を結ぶ経路の網羅的/iJ平析

油 純 子 名古屋大学 理学研究科 生命理学単攻 Wntシグナル伝達系に関するxNLKのアフリカツメ
ガエルを用いた解析

伊 藤 未ノク 樹 姫路工業大学 理学研究科 生命科学専攻 中枢神経の発生の分子機構

菊 池 保 正 静岡県立大学 薬学研究科 薬学琳攻 イポメアゲノムの色素生合成系追伝子群の解析

齊 藤 美 保 東邦大学 埋学{iJf究科 生物分子科学唐攻 花の色と桧様に関わる辿伝子の解析

坂 田 ガノり< 京都大学 理学研究科 生物科·学的攻 視聴此弁別課題を遂行したラットの大脳新皮質にお
ける課題依存的な辿伝子発現の解析

小 林 iYi/ ,1, 1,11., ] 北洵道大学 理学研究科 生物科学専攻 魚頻における生殖腺の1生転換機構に関する研究

内 田 大 介 横浜市立大学 総合理学{iJf究科 開；シス テムi袢専攻 ゼプラフィッシュの性分化機構の解析

漆 ク口ミ t専． 志 横浜rli立大学 総合理学研究 月然 シス テム科学専攻 魚煩の発生 • 生殖 ・ 性分化に対するエストロゲンの影牌

河 野 郷 通 横浜市立大学 総合理学fiJf究科 打然シス テム科学尊攻 ニホンアマガエル皮府の水分調節機柚の解明

古 橋 剛 名古）器大学 牛命J悶学研究科 生物愉報祠御学専攻 柚物の'li'i報伝迄系路の逍伝学的研究

ヽ白一＇—· ill 信 横浜市立大学 聡合理学研究科 システム機能朴学専攻 エストロゲンによる糾織不可逆化に関連するタンパ
ク質の同定

山 口 良 文 京都大学 生命科学研究科 聡合生命科学専攻 行椎動物の形態形成機構の研究

及 /II 和 聡 東京都立大学 理学研究科 生物科学専攻 シロイヌナズナの葉緑体光定位運動に関与する追伝
子の研究

末 次 愁 ^ ~ / 東京都立大学 理学研究科 生物科学専攻
シロイヌナズナの菜緑休光定位運動の弱光反応欠損
突然変異体の分子辿伝学的解析

森 田 智 子 東京大学 給合文化M究科 広域科学且，［攻 動物行動の分子機構
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基礎生物学研究所コンファレンス
当該研究分野の現状分析やliJf究川両をふl議する 11<11祭 liJf究限会を，）＇韓礎11:_物·}:{i)f究所コンフ ァ レンス と 称して，それぞれ

の特定研究について1砂鼎Hm している 。

The 45th NIBB Conference 
March 3-5, 2001 

本シンポジウムは、先端的な {i)「究を行っ ている {i)f究者を
躯め、蔽新の研究成呆の34題の発表および30のポスター七
ツ ンヨンから 、 「内分泌樅乱化学物質fi)f究の蔽新動fit]」を
理鮒し、化学物質の動物やヒトヘの発,,サ；！ク罪を分 f レベル
で理解するための研究の方向性を打ち出すことを LI 的に iJf]
催 し た。 内分泌樅乱化学物質は、本米、 牒薬や「菜Il l 化学
物質の中に、体に入ってホルモン類似作Ill あるいはホルモ
ン阻布作川をするような物質が見出され、 環様中にも {r在
し 、 野生動物への生殖に対 して悪影押が懸念されたこ とに
端を発した。 内分泌投乱化学物竹問題は社会的な問題でも
あるので、初 H は、市民講座「よくわかる閑炭ホルモン」
を開き 、 市民に、内分泌批乱化学物竹問題をわかりやす＜
鮒説した。 科学的なセ ッ シ ョンは、化学物質の「作Ill のメ
カニズム」を理解するために、化学物質の胎盤透過性、発
生途上の動物はホルモン様物質に対して極めて感受性の翡
い時期が存在する臨界期の間題 、 性分化機構の動物種によ
る多様性、休内での化学物質の代謝と動物種による辿い 、
低／廿批間題、 などに関して論議した。 参加者は 、 大学1浣,,,_
やポストドク等の若い研究者を含め 、 延べ450名におよび
規定の時間を超えた活発な討論が行われた。

The 45th NIBB Conference 

"Recent Progress in Endocrine Disruptor Rcsc;irch" 
March 3-5, 200 I 

Organizers: 

Program 

Okazaki Conference Center 
Okazaki. Japan 

T aisen lguchi (Ccntc「 forlntcgr.1tivc Bioscience. ONRI) 
Ministry of the Environment 

Saturday March 3, 200 I 
I 0:00- Registration 

Session I (Opened to the Public) 

Chairperson: Taisen lguch1 
13:00-13: IO Opening Address: Hidco Mohri (Natl. Inst. for Basic Biol.) 

Larynx in Xcnopus Lacvis: Possible Disruption or 
Stcroidogcncsis" 

17: I 0-18:30 Meeting (Ministry of the Environment) 

18:30-20:00 Casual Dinner 

20:00- Mee11110 
"' 

Sunday March 4, 2001 

09:00- Rcg1s1ra11011 
Chairperson: Taiscn lguchi 

09:30-09:45 Opening Address: Hidco Mohri (Natl. Inst. for 
Basic Biol.) 

09:45-10:00 Howard A. Bern (Univ. of Calif. al Berkeley. 

Scssion2-a 

USA) 
"Some Problems in Research on Endocrine 
Disruptors" 

Chairpersons: Bruce Blumberg. Kcn-lchirou 
Morohashi 

I 0:00-10:30 John Mclachlan (Tulane and Xavier Univ .. USA) 
"Hormones and Developmental Programming: a 
Key 10 Understanding Endocrine Disruption" 

I 0:30-11 :00 John Couse (Natl. Inst. of Envion. Health. USA) 
"The role of Estrogen receptor-_ in the Effects of 
Neonatal Diethylstilbestrol Exposure in the 
Female Reproductive Tract: I ns ights 「rom Studies 
0「 the ER_-knockout mice" 

11 :00-11 :30 Bruce Blumberg (Univ. of California. Irvine. USA) 
"Metabolism of EDC Mediated by the Steroid and 
Xenobiotic Receptor. SXR" 

11 :30-11 :50 Hisashi Masuyama (Okayama Univ.) 
"Potential Roles of Pregnane X Receptor 111 
Pregnancy and Endocrine Disrupting Mechanism" 

11 :50-12: IO Jennifer Fox (Tulane and Xavier Univ .. USA) 
13: I 0-13:50 Taiscn lguchi (Ce111er f'or l111egra1ivc Bioscience. ONRI) "Phy1ochemical Signaling and Sy111bio1 ic Gene 

"E . nv1ronme111al Endocrmc Disruplors Issues 111Japan" Ac1iva1ion Arc ln1crrup1ed by Endocrine 
Disrupting Chemicals" 

13:50-14:30 Yoko Kawamura (Nail. Inst. of Health Science) 

"Possible Endocrine Disrup1ors from Food 12:10-12:30 Ken-lchirou Morohashi (Natl. Inst. for Basic Biol.) 
C . on1a1ners "T ranscnpt1on I-actors l111plica1cd in Gonad Diffcrcmiation" 

14:30-14:20 Break 12:30-13:30 Lunch 

14:20-15:20 Louis J. Guilletlc Jr. (Univ. of Florida. USA) Scssion2-h 
"Con1a111inants and Wildlife" 

15:20-16:00 Saburo Matsui (Kyoto Univ.) 
"Environmental Risk Management" 

Poster Session (16:30-18:30) 
16:30-16:40 Greeting: Hirozo Ueda (Ministry or the 

Environment) 

Chairpersons: Yoshitaka Nagahama. Hajimc Watanabe 

13:30-13:50 Hajime Watanabe (Center for Integrative 
Bioscience. ONRI) 

"E 「rcc t s of Selected Endocrine Disrupting 
Chemicals on Gene Expression in Mouiヽc
Reproductive Tracts" 

13:50-14:10 Gen Yamada (Kumamoto Univ.) 
16:40-17: 10 Tyrone Hayes (Univ. of Calif. at Berkeley. USA) "How to Control External Genitalia Morphogencヽ is: Control 

"Atrazine lnhibits Development of the Male ofGenitalTubcrclcFormationbyshhandFGFSystcm" 
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14: I 0-14:30 Masaru Wada (Tokyo Medical and Dental Univ.) 

"Seeking a Reliable Method 10 Detect Endocrine 

Disruption in Avian Species Assessment o「 Female­
specific Yolk Proteins in Male Japanese Quail" 

14:30-14:50 Hicleko Sonc (Natl. Inst. for Environmental Studies) 

"Effects of ln utero and Lactational Exposure 10 

2,3,7.8-Tetrachlorodibenzo-p-dioxin on Sexual 

Differentiation of The Male Rat Brain" 

14:50-15: 10 Toshitaka lkeuchi. Yoshitaka Nagahama (Natl. 

Inst. for Basic Biol.) 
"Two Androgen Receptor Subtypes in Tclcost 

Fish: Characterization, lnteraction and Potential 

Role in Sex Differentiation" 

15: I 0-15:40 Graham Young (Univ. or Otago. New Zealand) 

11 :30-11 :50 Chisalo Mori (Chiba Univ.) 

"Increasing lmponance of Biological Markers and 
DNA Microarray Analysis for Assessing Fe1al 

Exposure on Endocrine DisruplOrs" 

11 :50-12: IO Osa111u Tsu1sumi (Univ. o「 Tokyo)
"Effec1s or Endocrine Disrup1ors on 

Preimpla111aion Embryo Dcvclopmen1" 

12: I 0-12:40 Shanna H. Swan (Univ. of Missouri. Columbia. USA) 

"Temporal Trends and Geographic Yaria1ion 111 
Semen Quali1y: Recenl Findings" 

12:40-13:40 Lunch 

Session砂

"Steroidogcnic Acute Regulatory Protein (SIAR) Chairpersons: Ann Check. Taiscn lguch1 

and Steroidogcnic Enzymes or Fish: StARting 10 

Understand their Rc0ulat1on 
"' 

by Sex Steroids" 13:40-14:00 Shinsuke Tanabe (Ehime Univ.) 

℃ ontamination and Toxic Effects of Endocrine 
15:40-16: IO Coffee Break Disrupters in Wildlife" 

Chairpersons: Daniel B. Pickford. Toshihiro 1-loriguchi 

16: I 0-16:30 Masaru Nakamura (Univ. of the Ryukyus) 
"Gonadal Sex Differentiation in Fish and the 

Effects of Environment Endocrine Disrup1crs" 

16:30-16:50 Toshihiro 1-loriguchi (Natl. Inst. 「or

Environmental Studies) 
"Endocrine Disruption and Populations Decline 111 

Gastropod Molluscs. Caused by Organotins from 
An1ifouling Pain1s" 

16:50-17:20 Caren Helbing (Univ. o「 V icloria. Canada) 

14:00-14:30 Ann Check (Southeastern Louisiana Univ .. USA) 

"Experimental Evalution o「 Vite l logenin as a 
Predictive Biomaker for Reproductive Disruption" 

14:30-15:00 Yhun Y. Shcen (Ewha Womans Univ .. Korea) 

"pERE-Luc Stably Trans 「ected MCF-7 Cells and 

pCYPIAI-Luc Transfected Hepa I Ce lls 「or the 
Assessments of Estrogen and Dioxin Like 

Activities of Environmental Chemicals and 

Korean River Water" 

15:00-15:30 Coffee Break 

"Molecular Approaches 10 the Det.:c1ion of Chairperヽons : Kouji Arizono. Hiroaki Aoyama 

Endocrine Disrup1ing Effects in Frogs" 

17:20-17:50 Daniel B. Pickford (AstraZeneca r:rcshwater Quarry. UK) 
"Effects or 17 a -Ethinylcstradiol on Larval 

Growth. Development and Sexual Differentiation 

in Xenopus laevis" 

18:00-20:00 Banque! 

Monday March 5, 2001 

Scssion3-a 

Chairpersons: Louis J. Guillcllc Jr., Chisalo Mori 

09:00-09:30 Louis J. Guillcllc Jr. (Univ. or Florida. USA) 
℃ 0111aminan1s and Wildlife: Lessons from Embryos" 

09:30-10:00 Susan Jobling (Brunel Univ .. UK) 

"The Consequences of Sexual Disruption in Wild Fish" 

I 0:00-10:30 Charles Tyler (Univ. of Exeter, UK) 

"The Causes and Mechanisms of Sexual Disruption i11 Fish" 

10:30-11 :00 Mary Ann Ottinger (Univ. of Maryland. USA) 

"Establishing Reliable End Points in Assessing 
the Erfeets o「 Endocri ne Disrupting Chemicals in 
the Japanese Quail" 

I I :00-1 I :30 Frederick vo111 Saal (Univ. or Misヽouri.Col11111bia. US/¥) 

"Effects of Diel and Endocrine Dis 「uptors on 
Development of the Reproduetive Syヽ t em in 
Mice" 

15:30-16:00 Kyung-Sun Kang (Seoul Natl. Univ .. Korea) 

"Developmental l111pair111cnts of Reproductive 

Tracts on the Fl Offspring Rats Pcrinatally 
Exposed to Endocrine Disrupters" 

16:00-16:20 Kouji Arizono (Pref. Univ. of Kumamoto) 
"The Estrogen Activity on Feeding Diet Evaluated 

with Vitellogenin Assay in vivo and Yeast twoｭ

Hybrid Assay in vitro" 

1 6 :20- 1 6:➔0 1-1 iroak i Aoyama (The I 11st. of Environmental 

Toxicology) 

"An approach for predicting endocrine disrupt111g 

ac1ivities or pesticides" 

16:40-17:00 Jun Kanno (Natl. Ins!. or Hcal!h Science) 
"Endocrine Disruption aヽ aRcccp10r-Mcdia1cd Toxicity" 

17:00-17:20 Clo.,ing R~marks: John~kL:ichlan (Tuhlnc and Xavic「 Univ.. USA) 

The 46th International NIBB Conference 

GENETICS AND EPIGENETICS: THE FIRST 100 YEARS 

March 6 -9, Okazaki Conference Center 

現代の l j :_物‘｀芥におい て 、 1900年のメンデルの法UIJの再発
見に始まり D N /\の構造 と 辿伝形質の関係を扱う逍伝学
(Genetics ) と 1 902年生まれのBarbara McC l in tockによ っ て発
見 された染色休やクロマチンの翡次構造の変化やゲノム DNA
のメチル化などによる辿伝 r発視制御を扱うエビジェ ネテ
ィックス ( Epigcnct ics) は 、 l1i:c:近のゲノム科学や分化•発11 :_
に関する fi)f究の進展に伴い益々その而災性を J,;r: して いる 。
本国I~祭 fi)f究集会の炎文タイ 1、ル "Genet i cs and Epigcnct ics. 
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the First 100 Years•· にあるように、本集会を llf.lilH した200 1
年は、追伝学 (Geneti cs) の晶本法則であるメンデルの法
則の再発見から 1 0 1 年 11 にあたり、エビジェ ネティックス
(Epigenct ics ) の発見者でトウモロコシの調節因 (・ （ トラン
スポゾン ） の研究により女性でlift . iji. 独でノーペルl戻学生
理学＇政を受伐した Barbara McClintock の 11,.涎99年 11 にあた
る 。 このような時期に、 Ill:界の；立先端を行< {iJf究者が一圃
に会して、“牛物学の Ill:紀＂ と称された 2 0 Ill: 紀の Genetics
と Epigcnctics の進歩を総括し 、 ゲノムにダイナミズムを伊
える種々の分子機構 、 分化 • 発,,,_にも関わるエピジ ェ ネテ
ィックな発現制御機構などポストゲノムの屯災課題でもあ
るゲノム動態と生休機能の統合的解明をめざし、 2 1 Ill: 紀の
新たなる {i)f究の {i)Jj,1] を探ることことを 11 的として本国際{iJf
究躯会は 1月iii\ された
蔽近のゲノム科学の進展に伴い種々の'I'.物種の様々な塩
基配列とその機能に関する梢報が俗梢されつつある 。 ｷ}I 
ゲノム構造ば常に定の構造を保ってはおらず、 ダイナミ
ックに変化し 、 またそれに伴い,, ,_ i本機能も多様に変わり得
ることも明らかにな っ てきた。 このような梢況 Fで、 海外
から20名 、 I"I 11、j から 1 3名の招待溝iiii者、さらに 2 ,1 i崩題の
ポスターよりなる本国1祭 {i)f究集会は、 4111/\J で200名以卜の
参加者を得て、酵 I:):、線虫、ショウジョウパ工から払'jぐ釣Iり
植物、 1111) 乳類にポるまでの種々の,,,.物種に関して、
Genetics と Epigcnctics の係わるゲノム崩J態と生休機能の統
合的解明を試み、ほとんどのSession s で似j さが植物の研究成
呆と高等動物における {iJf究｝成果を比較し 、 {II 万．の共通/~ と
各尖験系に固布の特徴的な語.'.'!: を j,i]·の -1·.俵の I·.で議論し
たため 、 辿 l=J 大変祈発な ，甘論が行われ、多くの参加者がり，l
術と満足の慈を 1文々表 1リj した。 それ故、本M究化会に参）JII 
した大学院化やが；手の研究者に大いなる刺激とインパク卜
を与え得たものと息われる。

The 46th International NIBB Conference 
GENETICS AND EPIGENETICS: THE FIRST 100 YEARS 

March 6-9, Okazaki Conference Center 

Organizing Co111111111cc: 

Vicki L. CHANDLER (University of Arizona) 
Elizabeth DENNIS (CSIRO) 
Steven HENIKOFF (Fred 1-lu1chinson Cancer Research 
Center./HHMI) 
*Shigeru IIDA (National Institute for Basic Biology) 
Yoshishige INAGAKI (National Institute for Basic Biology) 
Tetuji KAKUTANI (National Institute o「 Genetics)

Motoya KATSUKI (University o「 Tokyo/National Institute 
for Basic Biology) 
Amar J. S. KLAR (National Cance, ・ I nstitute)
Marjori A. MATZKE (Austrian Academy or science) 
Vincenzo PIRROTTA (University of Geneva) 
Kunio SH IOTA (University of Tokyo) 
Ko SHIMAMOTO (Nara Institute or Science and 
Technology) 

* Chair 

Prooram 
こ

13:50-14:20 S02: Amar J.S. KLAR (Natl. Cancer Inst.. USA) 
Mechanism o「 I mprinting for m:it I Switching. 

14:20-14:50 S03: Yoshikazu OHYA (Univ. o「 Tokyo.Japan) 
A Yeast Selfish DNA: Its Origin and Survival. 

14:50-15:20 S04: Eric U. SELK ER (Univ. of Oregon. USA) 

Control and Function of DNA Mc1hyla1ion in Neurospora. 

15:20-15:50 SOS: Reed B. WICKNER (Natl. Inst. of Health. USA) 
Yeast Prions as Epigenetic Elemc111s: Chromosomal 
Genes Affecting Prion Generation. Propagation and 
Curing. 

15:50-I 6:20 Coffee Break 

Session 2: Biodi¥ｷcrsity and Ernlution 
Chair: M.T. CLEGG and T. GOJOBORI 

16:20-16:50 S06: Werner ARB ER (Univ. of Basel. Switzerland) 
Impact of Genetic and Non-Genetic Elemellls on 
Molecular Evolution. 

16:50-17:20S07: Michael T. CLEGG (Univ. of California. 

Riverside, USA) 
Dynamics of Mobile Element Activity in Chalconc 
Synthase Loci in the Common Morning Glory 
([pomoea pwpurea). 

17:20-17:50S08:Takashi GOJOBORI (Natl. Inst. of Genet.. 
Japan) 

Organ1s1111c Evolution from the Viewpoint of Gene 
Expression Profiles. 

17:50-18:20 S09: Masahiro Y ANO (Natl. Inst. of Agrobiological 
Resources, Japan) 

Naturally Occurring Variations as a New Resource 
「or Functional Genomics in Rice. 

18:30-21:30 Welcome Reception 

7 March (Wednesday), 2001 

Session 3: Silencing and Repression I 

Chair: R. KETIING and N. KURATA 

8:30-9:00 S 10: Rene KETTI NG (Netherlands Cancer Inst.. The 
Netherlands) 

RNA Interference and Transposon Silencing in 
C. e/egans. 

9:00-9:30 S 11: David BAULCOMBE (John Innes Centre. UK) 
Epigenetics of RNA Silencing in Plants. 

9:30-10:00 S 12: Steven HEN I KOFF (Freel Hutchinson Cancer 
6 March (Tuesday), 2001 Res. Cen1./HHMI. USA) 

Evolu1ion and Dynamics of Ccn1romeric His1oncs. 
12:00- R ・co ISlral IOll 

"' 13:00-13:20 Opening Address I 0:00-10:30 SI 3: Nori KU RAT A (Nail. lnsl. of Gene!.. Japan) 
Nuclear and Chromosome Organiza1ion in Rice -

Session I: G cnctics and Epigcnctrcs 111 Fungi Func1ional and Genomic Approaches 10 Find Ou1 
Chair: A.J.S KLAR and Y. OHYA O . rga111z111g Principles. 

13:20-13:50 SO I: Yasuji OSHIMA (Kansai Univ., Japan) I 0:30-12:30 Poster Session (Odd Number) 
Homothallism. Mating-Type Switching. and the 
Controlling Element Model in Si1ccharomyccs 12:30-14:00 Lunch Time 
ccrev1s1;1c. 

14:00-15:00 Free Discussion for Poster Session 
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Session 4: Silencing and Repression II 
Chair: Y.L. CHANDLER and K. SHIMAMOTO 

15:00-15:30 Sl4: Vincenzo PIRROTTA (Univ. or Geneva. 
Switzerland) 

Polycomb Complexes and the Maintcnance o 「
Dc1erminecl Stales of Gene Expression. 

15:30-16:00 Sl5: Toru HIGASHINAKAGAWA (Wascda Univ .. 
Japan) 
Mechanisms of Cellular Memory: Functional 
Analysis of Mouse and Zebrafish Polycomb-Group 
Genes 

16:00-16:30 S 16: Vicki L. CHANDLER (Univ. of Arizona. USA) 
Mutations that Prcvc111 Paramutation in Maize also 
Affect Other Types of Epigenetic Silencing. 

16:30-17:00 Coffee Break 

17:00-17:30 SI 7: Ort run M ITTELSTEN SCH El D (Friedrich 
Miescher Inst.. Switzerland) 

The Genetics of Epigenetic Gene Silencing 111 
Plants. 

17:30-18:00 S18: Ko Sl-111¥IIAMOTO (Nara Inst. of Sci. & Tech .. 
Japan) 
Post-Transcriptional Gene Silencing in Rice. 

18:00-18:30S19: Marjori A. MATZKE (Austrian Acacl. Sci .. 
Inst. or Mol. Biol.. Austria) 

RNA-Directed Methylation o「 PromoterSequences. 

8 March 汀hursclay) , 2001 

Session 5: Pigmentation, Epigcnctics and Transposahlc Elements 
Chair: J. MOL and A. KOGA 

8:30-9:00 S20: Joseph MOL (Yrije Univ .. The Netherlands) 
Regulation and Manipulation or Flower Color Genes 
in Pcwnia hybrida. 

9:00-9:30 S2 I: Shigeru II DA (Natl. Inst. for Basic Biol.. Japan) 
Genetics and Epigenetics in Flower Pigmentation and 
Transposable Elements. 

9:30-10:00 S22: Akihiko KOGA (Nagoya Univ., Japan) 
Recent Invasion or the Medaka Fish Genome by a 
Terminal-Inverted-Repeat Transposable Element. 

10:00-10:30S23: Hirohiko HIROCHIKA (Natl. Inst. of 
Agrobiological Resources、 Japan)

Regulation of Plant Retrotransposons and their Use 
for Funetional Genomics. 

I 0:30-12:30 Poster Session (Even Number) 

12:30-14:00 Lunch Time 

14:00-15:00 Free Discussion for Po! ヽ tcrSession 

Session 6: '「ransposableElements and Plant Genome 
Chair: R. MARTIENSSEN and T. KAKUTANI 

15:00-15:30 S24: Tetsuji KAKUTANI (Natl. Inst. or Genet., 
Japan) 

Mobilization of a Novel Endogenous Arabiclopsis 
Transposon by a H ost Gene M u tat i on A rt・じc ti ng 
Epigenetic States. 

15:30-16:00 S25: Rober! MARTIENSSEN (Cold Spring Harbor 
Labora1ory. USA) 

Epigenc1ics and 1he Plan! Genome. 

Session 7: DI¥'A Mclhylalion 
Chair: R. MARTIENSSEN and T. KAKUTANI 

16:00-16:30 S26: Eric J. RICHARDS (Washing1on Univ. USA) 
DNA Me1hyla1ion. Chromalin and Epigcnclic 
Varialion. 

I 6:30-17:00 S27: Kunio SH IOTA (Univ. or Tokyo. Japan) 
Methylomc or Rat Brain Analyzed by Genome Wide 
Scanning or Mcthylation Status or CpG Islands. 

17:00-17:10 S28: En LI (Massachuse11s General Hospital. USA) 
Functional Studies or Mammalian DNA 
Mcthyltransfcrases. 

18:30-21 :30 BanquじI

9 March (Friday), 2001 

Sc吋on8: lmprintin ~ 
Chair: K. SHIOTA and R.L. FISCHER 

8:30-9:00 S29: Andras PALDI (INSERM. France) 
Singlじ Cell Analysis of Transcription at the Imprinted 
Mouse /g./7-/-//9 Lorns .. 

9:00-9:30 S30: Wolf REIK (Babraham Institute. UK) 
Mcdrnnisms and Consequcnt:es of Genomic 
Imprinting. 

9:30-10:00 S3 I: Tomohiro KONO (Tokyo University o f— 

Agriculture. Japan) 
Epigcnetics in Germ Cells and Development. 

10:00-10:30 S32: Robert L. FISCHER (Univ. o 「 Ca li fo rn ia .
Berkeley. USA) 

Imprinting o「 the MEDEA Polycomb Gene during 
Plant Reproduction. 

10:30-ll:OOS33:Emma WHITELAW  (Univ. or Sydney. 
Australia) 

Epigenetic Inheritance in Mammals. 

I I :00-1 I :20 Closing Remarks 
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共同研究活動

平成1 2年度において実施したテーマ等を掲叔する。

〈グループ共同M究 〉

( I )平山嵩哉（長崎）(ｷ 熱僻医学liJf) .fll 11 lll{j裕（長崎）く ・ 然僻l促学研） 八約錦之助cw1:.f 大 I浣生） 介怜1久生(lii;J1l1k · I笑） ,'fｭ

ii」 {!JI 郎（神戸大 ・ 医附1,-r!,病院） 1勺坂）ぐi'lli .'. 木生也（神戸）--:1ｼ11=.) }ゞ ! Iii;';- 良（イ沿J-1-1)、: . I'. 及附屈柄院） ； ヘリコバクター ・ ピ

ロリ YacA祉素の受容休 (RPTP 11) とその1廿報（広逹解析

(2)佐藤真（福井医大 . I~) 水野 隆 · 八木秀司（福井1公）() 111 本 I C彦（大阪人:) 小 114'1導之（大阪人1従'''-) ; 新規フィラミン結

合分子FILIPによる神経細胞移動、脳形成機構．の鮒析

(3)天野府（東京）：＇と大 ． ）悶）駒紹穆 ． 枡村 棺((l!オ）進化,,,_物学研） 矢次秤 (- ·II I 中雅！！月 ・ 点藤義紀(~砂濃人1却生） ； Aloe 

科、 Strelitzia科およびMusa科植物の分(-系統‘学的{i)f究

(4)liiiJ本龍史（東京都立大院 ・ 理学研） ~J:li(;J公徳<I ,q立 1庭療セ） ； 液胞／リソ ‘ノームにおける物質分解機構

(5)矢 Ill 脩（九J-1-1大院 ・ 比較H会） 二枝股·V(JL州）(} •i'l'り明徳（姫路］・・大 . I、 1 然環境利·liJf) 桝水•宏（滋質県立琵包涸Jt導物

館） 小田りJ顕ー ・ 矢後勝也 ・ 山内他牛（九州）＜院' '". ) ; タテハチョウ科群 （アゲハチョウ l:.科）の系統発生学的liJf究

〈個別共同研究〉

( I )加藤 朗（新潟大 ・ 理） ； 翡等植物のペルオキシソームに /.,Jイ［する低分 j崎し熱ショック蛋白質ホモログの機能鮒析

(2)川北一人（名古1.iik院 • 生命股） ； 植物の牛休防御機構における抵抗ヤl: IJ-i f-に関する {iJf究

(3)松岡 健（理化学研 ・ 植物科学{i)f究セ） ； 1', ●：j等植物の分泌系オルガネラに対する分 Rマーカータンパク質のj,ij定

(4)新居直祐（名城大 ・ 諜） ； 園芸植物の環境ストレスに対する 1必答機構の解析

(5)今中常雄（窃11 1 医科薬科大 · 楽 ） ·-H U雅志（麻 1111促科・梨科人． ． 楽） ) JII藤 f I~ 樹（麻 ,1 , 1庭利·楽利·kit知!=.) ; ペルオキシソ ー ム

ABCタンパク 'l'tの構造と機能の解析

(6)西村 I.,ヽ＜こ（京都大院 ・ JI!\) I I I I IJ他、と．（学振特別 {iJf究員） 松島 良o;瀦IIJ--:1知I '. ) 軋~ Ill恭—J・・（以都大院 ・ Fl\ . ./iJf修,,,_) ; 似j

等植物の液胞の分化機構の解析

(7)飢1 旧l 知生（京都大院 ・ 理） 渡辺悦 f(以都）--:I浣 . JII\ ・ 特別 {iJf究‘こ；!: 生）；液胞愉送レセプタ ー PY72の'L化学的 · 分了外：．物学的

解析

(8)江坂宗春(Jム島）(ｷ 生物生廂） ； 植物カタラ ーゼのペルオキシゾームヘの輸送機構の解明

(9)岩崎{ill子（秋Ill県立大 • 生物」．．学研）； ィネの化粉形成 • 発達段階に生じる冷温I砕内の機樅および冷温耐性の機構の解明

( 10戸村徹郎（一橋大 ・ 商） ； 植物細胞におけるリン酸輸送ネットワ ー ク系の解析

( II )大隅正—f( IJ 本女ー［大 ・ JIil ) 馬協j!:_鈴( 11 本女 j・・大 . {iJf究員） ； 酵I:):のオートファジーにおける）l岱動態の形態学的解析

( 1 2)北本）扮彦（東京人1浣 ・ 農学''"·命科学） 丸, , ,潤 ・（束以人1浣'L); 糸状 l比iの液）l如LJll\機能の鮒析

( 1 3)大隅，,:科隼子（帝京科学大 ・ 理」:) Jii;J iii奇 弘（帝ふし. 手I· 学）＜院 ' I '.) lj I 島麻忠（帝凩利•学 ）( · Jll\_1~) ; Pichia paヽ l orisの

111icroau1ophagyに伐l係する PAG辿（公了· と tllH性を持つSaccharomyccs ccrcvisiacの辿 （広一rの凩離 と l'I 食作II J機能／帷析

( 1 4)阪井康能（京都大院 ・ 農） 1i1J1l1 1'.1i幸 ・ 奥 公秀 · JJ:1:I I j1,I/文o;rn以院'I'.) ; 選~)~的オルガネ ラ分/fJ作における APG辿伝了詳

の''"·化学とその役·,りlj

( 1 5)米忍一仁（神巨大学 . Iゞイオ /iJI'究セ） 1以 腎）:;;: • ,i 漕[-他・（神） i人学 . Iゞイオ ./iJf究七 ） 谷11直 (("tilt柑．＇場lj./iJf究員） スユ
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ティ ・ ヒダヤット ・ 大城紀了・（神戸）＜院生） ； ラパマイシン椋的蛋白mTORを介するシグナル伝逹機桃の解析

( 1 6)広野雅文（東京大院 ・ 理学系） 八木俊樹（東京）() 池 1」 I·.f.1ど・林 具人 ・ 河野崇宏（東京大院牛）；クラミドモナスに存在

する 2 種のアクチンの機能解析

( 1 7)本追栄一（幣広畜産 人． ． 畜産） 難波泰治(II I 口大院牛） ； ラット粘巣におけるSKD3の機能解析

(18)山下止兼（北ifij,道大院 ・ 理学研） 箕田康一（北海道人院 . .fll喝叫iJf) 中畑新吾（北海道大院生） ； 卵成熟におけるサイクリン

BmRNA翻訳 llf.l始の分子機構

(19)平井俊朗（帝京科学）く ・ 理」=) 山「I/·四文（帝京科学）ゞ ・ 理T) ; 魚煩配frJ.\ f形成に関する分—f-生物学的fiJf究

(20)東藤 孝（新潟大 ・ 理臨海実験所） ； 魚類の配偶了·形成における 1咋ステロイド作）11 の分子機構に関する研究

(21)徳元俊仲（陥/j(;j大 ・ 理）；サイクリン分解の分子メカ ニズムの/fJ子析

(22)三 田雅敏（帝京短期大） ； ヒトデをモデルにした卵成熟機構 ： 生殖巣刺激物質(GSS) と l -メチルアデニンの研究

(23)吉岡秀文（兵hU教宥大） 111野井 （笠原） ．也（兵,,じ教宥大） ti,,;11: 山宇子（二菱化成牛．命科学研） 有吉悦子 ． 核 H-l武史（兵庫

教育大院生）；ニワトリの性分化機構

(24)篠 IFI 晃（山「l大・ 1区）；視／未下部Jj及内側核の細胞梢築、 形態形成、投射領域の解析

(25)弓削昌弘（福岡女子大 ・ 人間環炭） ； アフリカッメガエル背佃Ii;灼

(26)森上 牧（名古屋大院 • 生命此学） 岩 Illrl I紀子 ． ）廿稲具人（名古屈大院生） ； タバコ葉のカルシウム依存性プロテインキ

ナーゼの解析

(27)渡辺磁二（姫路工業大 ・ 理） 伊藤秀樹（姫路 i:菜大院生） ； 中彬神経系の発生と部域の分子機構

(28)尾口仁志（鶴見大 ・ 出） 中山ま子oi;u,1包科茨科大） 森戸光彦Ci叫見大 ・ 附） ； ヒト 1£1肉細胞， 歯梢廿細胞の各種生休材料

に対する接府It様式の検討

(29)大西正男（恐広畜産大 ・ 畜産） 木下幹朗（幣広畜茄人． ． 畜産）；村l物 1!1来小飽和化酵素追伝子を消入したトランスジェニ

ックマウスの脂質解析

(30)佐藤直樹（埼王大 ・ 理） /ill 山恭之進（埼玉大院生） ； 低温誘吟逍伝千の制御椴梢の研究

(3 1 )林 秀別（愛緩大 ・ 理） 森田勇人（愛媛人． ． 理） 大野剛、と：（愛媛大 I浣牛） ； ラン泌において発現させた翡等梢物の築緑体局

在型低分子祉熱ショックタンパク質の機能の解析

(32)和田 元（九）+I大院・理） 秋尾美樹（九·}・1-1大院1'.) ; 光合成朕の生合成に関する分了•生物学的陪析

(33)門田明雄（東京都立大院 ・ 理） 菊地ーi店（東恥都立大院 ・ 学術fiJf究ii) 今泉設益 ・ f.;'f本千裕 ・ 中村左知彦 ・ 寺内一姫（東

京都立大院生） ；細胞内業緑休光定位述動の生理学的 · 分子生物学的解析

(34)野口栂司(i'惟岡県立大 ・ 薬） 森 Ill 洋行 ・ 菊地保 1H神,~•;j し［し立大院'-/:.) ; lpomoea)戒柚物のカルコン合成酵素逍伝子のjiJ芹析

(35)小林裕和（静岡県立大院• 生活健康科学） 吉本光希(i'i袢i;j県立大院牛） iJ';-水 TF則(i'i}/,i;J 県立大 ・ 客貝） ； j•,':j等柚物における

葉緑休機能発現制御椴構の解析

(36)端川 勉（理化1iJf ・ 脳科総研究セ） 梁 鳳儀 ・ れ井勝好（理化(i)f . /Ji対科総(i)f究セ） ； 大脳皮質GABA作動性シナプスの分

子形態学的解析：特にGABABRサプタイプの比較

(37)赤川公朗（杏林大 ・ 医） 藤原狩徳 · 須賀 圭（杏林大・医）； /Jf.lU 放出関連蛋白質HPC- 1/syntax in I Aの生理作11-1

(38)坂野 仁（東京大院 · 理学系） ；ト ランスジェ ニックマウスを川いた嗅‘此系の研究

(39)伊藤元己（東京大 ・ 総合文化） 」て原梢・（千菜人: . I点l芸） 1 「|辺協． ． 濱 IJ!f!JJ 了· · 111111奇美鈴（千菜大院生）．竹木誠志郎（東

京大 ・ 学振特別研究員） ； シャジクモにおけるMADS迅伝了·の機能解析

(40)村上明男（神戸大 ・ 内海域機能教育(i)f究セ） 本村泰三（北湘追大 ・ 理） ，廿川伸哉（北湘道大I浣生）；褐藻頻の走光ti:反応の

光受容体候補物質に関する (i}f究

(4 1 )稲葉ー男（東北大院 ・ 理附）訴臨涌実験所） ；軸糸構成タンパク質の構造解析

(42)金澤一郎（東京大院 ・ 医学系） 邪 並容（科学技術振煎事業団） 尾方克久 ・高柏祐二（東京大院生）；新規ナト リウムチャ
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ンネル« サプユニット辿伝 (NaT/Scn11 aのノックアウトマウスの作製および解析

(43)斎藤規夫（明治学院大） ヒ岐他次郎(I竹j}し）+I大 · IMI芸） ； アサガオの花色発現制御機構の解析

(44)石原直忠（九!+IA院 . I戻‘｀芥系） ； 酵 I:}. オートフ ァ ジーの朕動態の解析

(45)石浦卒ー（東京大I浣 ・ 総合文化） 埜中f1E 哉<I•I 、L梢神 ・ 神経セ） 鈴木質士（東京大院生） ； 空胞性ミオパチーにおけるapg

逍伝子変異の有無

(46)佐藤雅彦（京都）く ・ 総合人間） 稗1 11 災香（以都）~,浣生）； ムスカリン性アセチルコリン受容体の輸送過程に関わる分 rの

探索

(47)佐藤矩行（京都）濫 · Fil) 佐藤ゆたか ・ 小林麻FU(京都大院 ・ 理） ； 性分化辿伝子のゲノム的進化の研究

(48)田中 実（北海迎）(I浣 ・ 理） 小林大介（学振特別{iJf究員） ； 生硝腺で発現する追伝子の転写制御の解析

(49)堤 治（束以）＜院 · 医学系） 難波 聡（束以大 I浣 !1:_) 窃田恵子（科学技術振典事業団） ； 卵巣における Dax- I 、

Ad4BP/S F- l の発現とその役削の解明

(50)近藤好人（大阪人: • 細胞生休 i-.学セ） 水野伸彦（大阪）(ｷ 細胞生体工学セ） ； アフリカッメガエル レ ンズ再生因 Rの 1司定

(5 1 )餅井 真（姫路］深大 ・ Fl[) ; c DNAアレイを /Tl いた発生制御辿伝子の網羅的解析

(52)函人祥夫（生命 i:学 「菜技術研） ； ス ト レス下におけるラン沿を追伝子の発現制御

(53)石川隆二（弘前大 · ;;'認叫一：命科学） 潅Ii 桂('}1、 1i1i大院生） ； イネゲノ ム における可動因子のクローニング

(54)酒井 敦（奈良女 了大 · 狸） ； 根冦 Jf,縣lll!l~の分化に伴う分泌タンパク質の変化に関する解析

(55)近藤勝彦（広島）く ・ 則） 凩 良和（イi明」菜此j専） 田頭紀和 · 梨原 要 • 木村紫野（広島大 I浣生．） ； ‘ノテッ 1 1 およびコモウ

セ ンゴケの分子系統学的fiJf究

(56)植田邦彦（金沢）ゞ ・ 理） 小藤累災 J拿・（金沢大院 ・ 理） ； ヒメッ リ ガネゴケにおけるMADS-box逍伝子の解析

(57)早川俊彦（東北人院 ・ 農） 牧 英樹 ・ 末永 新（東北大院生） ； ィネ における NADH依存性グルタミン酸合成酵索の細胞

間 ・ 細胞内愉送の)f]芋析

(58)近藤忠雄（名古屈）く ・ 化学測定機器セ ） 吉 Ill 久美（名古届大院 · 人間情報） ； 花弁色素細胞のPH制御と物質愉送に関する

研究

(59)坪田敏男（岐,;:.大 ・ 股） ； 哺乳動物の性!l泉におけるステロイド合成酵索の発現機序に関する fiJf究

(60)小川温 (・（お茶の水女 f・大院 ・ 人間文化） 」·.ITlllr'/千（学振特別研究員） ； 自己会合性エンジュ樹皮レクチン(Sophoragri n)の

液胞における機能解lリj

(61 )栃内 新（北海j立大院 · 則） 古野 潤（北海追大院生） ； トランスジェ ニック技術を 1廿いたアフリカッメガエル］成1本にお

ける大脳再牛の試み

(62)岡木治正（生命工学」 ．． 架技術liJf) 11,'I被料']~(生命」―=学工業技術研） ； Xcad3遺伝子のプロモー ター制御下にGFP タンパクを

発現するトランスジェニッ クフロ ッ グの作出

(63)安田國雄（奈良先端科学技術大学院）く ・ パイオサイエンス） 1 1 1本 悟（奈良先端科学技術大学I浣生） ； Maf-GFPi韮伝 fを

もつTGガエルの作製

(64)酒巻和弘（京都大 ・ ウィルス{tJf) ; トランスジェニックカエルを用いたアポト ー シス誘祁機構の解明

(65 )河内浩行（京都）＜院 ・ 農） ； conditioned yeast two-hybrid systemによる PTPの基四分子の単離

〈研究会〉

( I )徳位； 哲（大阪J{f立大 ・ 先端利•学liJf) ; 植物の光センシング (2000. 6.9~6.I 0) 

(2)邸橋哲郎（北陸先端科学技術大学院人．） ； 微生物 ・ 多核細胞生物の光迎動反応受容体 (2000.9 . 1 4~9.I 5) 

(3)七 IJI芳nり（サ瀦II人 l浣 ・ 刑） ； レチナールタンパク質の構造 ・ 機能多様性 (2000. 11 .3- 11 .4)

(4)藤澤 索（名古届人1浣 ・ 理）； 神経系の記臆と構築 — 3 : 神経の形を決める因子 (2000.1 2.20~ 12.21) 
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(5):; 杉 1 11 im--f!l\(J;r 、mu、・ ・ ウイ）レス liJり； 網II岱の発,,,_ . 分化 · 11f'I'. (2001.2.23-2.24) 

〈所長招へい研究会〉

( I )大隅良典（晶生/iJf ) ; 酵 f:j:ー ・ シロイヌナズナにおける ll灼瑶 {i)J態に関する合j,ij セミナー (2001.3. 1~ 3.2) 

(2)西村幹夫（基生{iJf ) ; 21 Ill: 紀における代謝；!ill 稚II /iJf究の沿i·J;~IJfl (2oou.10-3.11) 

(3)諸橋磁一郎 （基生(i)f ) ; 性分化の分(・メカニズム (200 1 .3. 1 6 - 3. 1 7 )

〈大型スペクトログラフ共同利用実験〉

( I )堀口他雄（北海道大院 ・ 理） ； 渦鞭毛泌類の光発牙の光受容機構の{iJf究

(2)竹内裕一（北海逍東海大） ； 柚物のDNMiilは光修復酵索の光誘祁機構の鮒析

(3)山 I.II 恭司（甜 !Ilk ・ 理） 述沼 lリ J (・（甜 1l 1 J--:l:,t11=.) 古御w久(tli潟）() : ネナシカズラの-.~沢I=.根誘導の多段階光制御過程とそ

の第 l 段階の光受容休の陪析

(4)三好磁雄（福井医大） 小笠l原利行 ・ 小川 透（福・J I- I'.店）(); 癌細胞をどの光附感剤とどの波長で！！せ射 したらアホトーシスタビ

が起こしやすいか？

(5)広瀬正紀（和歌山人・ ・ 教有） ）＜森在之（束以人 ・ 教投） 松水 茂（筑ill)--:) j,Y;j 本 忍（伊：振特けlj fiJf究員） 藤沢 t'l"l'i'C 束以）く

院生） ； シアノバクテリア Nos1ocsp.の光述直}JJ又I心に及ぼす近赤外光、 紫外光の影押

(6)長谷川英一（水廂庁水iLJ:学 liJfJ ; Ht類の明1祈視分光感l文牛.'j-性の1 J'1i}J学的測定に関する /iJf究

(7) 「l 野品也（神余川）く . .fl![) 安増/ll\J-:(111-稲 Ill 人 ・ 教 ii) Ill 沢栄 h郎（神奈川）--: ｷFil) 藤/J;(ll(j f-. 鎌 Ill/、ILと （ り'·稲 111)._: ｷ.fll!_ I~ 

総(iJf) ; ウニ，ユムシ，カキ ， ヒトデなどの粘 rの呼吸，迎f)Jの光による泊竹化

(8)飯郷雅之（聖マリアンナ I区）() 水搾党）'.(('芥振特けlj fiJf究ii) 増 Ill 竹＇宏（束以）--:Iり臼：:) ; fr椎動物,,,_物時，汁の光人））系に関す

る liJf究

(9)近藤矩朗（東京大院 ・ 理学系） 泊水炭ヽや ・中約f, i" 必(l!il 立閑税fiJf) ; キ ュ ウリの成長に及ぽす U V-B の影押

(I 0)具鍋勝司（横浜市立大 ・ 則） 近藤 I協 ・（枷兵巾ヽ',:),_:腐I'.) ; Syncchococcuヽ c l ongatusの走光性に関する fiJf究

(I I )店原一郎c;硲 il l大 ・ 理） f:'Jj: 追：．（霜 1 11)ゞ . .flll) ; エンドウ 1-.胚軸カス;{リー線形成の光による調節ー,,・： l赳抑制との関係

( 12)岡田 ii11孝（京都大I浣 . .fll!) 洒）隣也（掌船．＇鉗lj fi)f究且） ； シロイヌナズナ光）/I\ヤ1が、切；i突然変異伽1phI .rpt2.nph3の分{迅lf公

学的解析

( 1 3)芳住邦雄（共立女子大） 川 ,14利 nc 1 1 本）--:) L藤たか((共立女 f-)--:) ; 柚物染料の光劣化における i皮艮依イf性の/fJ芋明

( 1 4)佐々 木政 h東海）ゞ ・ 総合科学技術fi)f) 榎 4いゃ， i] .)--: 柳珈彦（東ifが大院,, ,_) ; Jゞ I協紫外線UY-Bの人体被隊：化を泄l定するた

めの小型放射叶の試作とその物JIil特'l''I:評価

( 1 5 )古澤（圭也（放射線1庭学総合{iJf) ・1『木瑞穂(T· 染）--:Iり氾1=.J 栴枝光）((郎(,i:教人． ． 狸） 根i闊II雄(l,Y,j 111 人． ． 辿（広(-施設） fll泉

沢祐司（岡山大院生） 根痒友．也（岡 i i I )ゞ · 疫） 他•島め ぐみ(lii,JIII 人院,,,_) イf;じ (I,・：賀恵Clii;J111)--: ｷ 薬） 池・灯Ill上；伸（東北人． ．

医） 斉藤祐介（東北大 I浣,,,_) ,:':j橋 ll{j 久 ． 村松 勉 . i皮 IA、：光男 · Ill '11 文（奈良県 ii:!火）() 安束 fl: f(lii,J ill)--:I浣,,,_)

G. Horncck(DLR航智虹i ii公学fiJf) ; 紫外線領域における 11'. f本機能すiifl;jの作 Ill ス ペクトル

( 1 6)大石 1l(奈良女 (・大院 ， 人間文化） 保 狩已 ・ 益 Il l 牧(・（奈良女 (・人 ） 金 l・・ ｛・',' f-·Iii! I !-~ (・ < ,'iT•lii;J 県,'[_k) chandana 

Haidar(奈良女［大） ； 島類における多光受容体一多振M1体概 11 11.'和汁機構の形成に関する発'I'.牛物学的fiJf究

( 17)上田何男（北洵．追大 · 屯 (科学） 114111'1\II什（北 ifij:追人． ． 屯 r利•浮） 桜）I'. 建｝成（学賑特別{iJf究員） ； 粘 lはi変形休の光誘祁フラ

グメント化 ： 光感受性と 'li'i 報伝送機構

( 1 8)大石不二夫（神奈） II 大 ・ 刑） ,, 印ド<i r • 水）砂'ii硲 (~111 奈） I I 人 ・ 則） 渋·澤 ) (. lll'i1(1j 1弥（神奈） II 大 It図：．） ； ボリマーフィル

ムの光劣化に対する紫外線波艮の影烈限

(I 9)Anthony L. Andrady(Rcscarch Triangle Inst it utc) 、鳥飼り','(・ (}( J ,i] I ・．菜）く）； Wavelength scnsitivity and docs- rcsponヽC
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characteristics of synthetic polymers and biopolymers 

(20)Francesco LENCl(CNR Institute of Biophysics) Giovanni Checcucc i (学振特別研究貝） Giuliano ColombcttiｷFrannccsco 

Ghctti(CNR) 松岡逹臣（高知大） 窃橋村郎（北陸先端科学技術大学院大） ； Action spectra 「or UV sensing o「 photomotilc

ciliates and flagellate algae 

(2 1 )池内品彦（東京大院 ・ 総合文化） 吉原静恵 ・ 鈴木布災{・（東点大院生） ； シアノハクテリアSyncchocystissp. PCC 6803 の走

光性光受容休の追伝子解析

(22)徳富 哲（大阪｝｛寸立大 ・ 先端科学研） 石井孝定（大阪府立大 ・ 先端科学研）； D inococcus ダイノキサンチン合成光誘祁作）Tl 

スペクトルの測定

(23)Chung. Young-Ho(Korea Basic Science Institute) Yoon-Jung Moon(Korea Basic Science Institute) ; Molecular genetic and 

photophysiological analyses o「 light signal perception mechanism in cyanobactcrium Synechocystis sp. PCC 6803 phototaxis 

〈形質統御実験施設共同利用実験〉

( I )小関良宏（東京農工大 · エ） 山口雅篤史（南九州大 ・ 怜l 芸） Ii I Ill 品批（東京牒工大 ・ エ） 伊藤佳央 ・ 小柳美喜子 ・ 斎藤丈

夫 • 佐々木伸大 ・ 小宮義人 ・ 南 智史 ・ 福田 祟 • 関 1 1 災紀千（東京牒工大院生） ； 分化発現過程における 11f動性p中fに

よる追伝子発現制御機構の解明

(2)前川雅彦(ll!;JiJ I 大 ・ ;ft源生物科学研） ； イネの易変性業緑索変異体における転移性因子の探索

(3)竹"潔織（九州大 ・ エ） 山下健一（九）+I大院生） ； 辿伝子コピー数や糸IL粋え産物の高感度検出法の確立

(4)三木他良（九）+I 大 · 薬） ； 大）腸菌逍伝子破壊株作製手法の改良

(5)竹谷公彦（放射線医学総合研） ；高等真核生物における転'1]: と複製の相互作）j:J 

〈環境耐性植物共同利用実験〉

(I)K isscleva. Larissa. Leonidovna( ロシア） ； Perceplion and 1ransduc1ion of cold signals 

(2)Dillcy. Richard. A.( アメリカ） ； lnhibi1ion of Bioenerge1ic Rcac1ions al Low Tempera1ure 

(3)Galiba. Gabor. 0110(ハンガリー） ； abior ic s1 ress rolerance o「 planls

(4)Manin. Fulda( ドイツ）； Expression pallern o「 Synechocys1is mutanl 

(5)CHEN. Tony, H. 1--1 .(アメリカ） ・ Cl, iarac1enzat1011 of 1ransgcn1c plan1s expressing Cod A gene. 

(6)LENCI. FRANCESCO( イ タリア） ； Acrion spccrra for UV sensing o「 pho1omo1ilccilia1es and flagella1e algae 

(7)SZALONTAI, Balazs(ハンガリー） ； Pro1ein dynamics in rhe membranes of Synechocystis PCC 6803 

(S)Heins. Lisa( ドイツ） .E , volullon of 1he lransporl mechanisms at !he chloroplasl envelope membranes 

(9)Deshnium, Parchraporn( タイ）； Cold Regulation of gene expression in cyanobacreria 

(I O)Scrgeyenko、 Tariana( ロシア）； Funcrional expression of 1he hisridine kinase Hik33 from Synechocys1is in frog oocyrcs 

(I I)Ha, Chan Man(怖国） ； Molecular mechanisms o「 e11vironmen1a l plas1ici1y of leaf morphogenesis 

(12)Sulpice. Ronan ( フランス）； Characlerisation o「 g l yc i ncbclaine-producing rransgenic planls by funcrional genomics and 

pro1comics. 

(I 3)Clegg, Michael T( アメリカ） ； Ch arac1enza11on ol 1he 0enes res onsible for a111hoc anm 1ーme111a11on 111 1he morn111 p y p "' ｷg glories. 

(14)Mol. Joseph N.M(オランダ） ； Expression of an1hocyanin genes in lpomoea and Pe1unia. 

(I 5)Lyukevich, Alexander A . ( ロシア）； Microarray analysis of • mscL-mutants of Synechocys1is sp.PCC 6803 

(I 6)Kiscleva, Larisa Leonidovna( ロシア） ； Percep1ion of 1empera1ure signals 

(I 7)Dcbreczeny, Monika(ハ ンガリ ー ）； The irrevesible photoinhibirion of pho1osys1em II 
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〈基生研セミナー〉

( I )上村 匡（京都大 ・ ウィルス /i}f)

(2)矢野昌裕（農業生物査源研）

(3)石浜 明（国立逍伝学研）

(4)花岡文雄（大阪大 ・細胞生休工学セ）

(5)加藤茂明（東京大 ・細胞生物学研）

(6)倉谷滋（岡山大 ・ 理）

(7)佐遊壽孝（大阪バイオサイエンス fiJ「)

(8)杉山逹夫（名古屋大院 • 生命牒学）

(9)川人光男（（株）ATR人間情報通伝研）

(I 0)田中啓二（東京都臨床医学柁合研）

( II )町田泰則（名古屋大 ・ 理）

( 1 2)糸Ill谷浩史（広島大院・理）

〈所長招へい〉

( I )埜中征哉（国立粘神神経セ武蔵病院）

(2)石訓章一（東京大 ・ 総合文化）

(3)新勝光（テル ・ バイオラボ）

(4)Win Sale(Emory大・医）

(5)星和彦（山梨医大）

(6)平田修司（山梨医大）

(?)Chen. Tony H. H(オ レ ゴ ン fl-I立大）

(8)Robert Pru itt(パテュー大）

(9)岡本 卓（理化研 . /Ji~ 科学総合研究セ）

(I 0)垣塚 彰（大阪バイオサイエ ンス研）

(I I )小林悟（筑波大 • 生物科学系）

(I 2)向 正則（筑波大 • 生物科学系）

( 1 3)網蔵令子（筑波大 • 生物科学系）

( 1 4)越田橙人（京都大 ・ 理）

(15)Claude Gagnon(マックギル大）

( 16)佐藤沿之（東邦大院 ・ 理）

(I 7)佐藤沿之（東邦大院 ・ 理）

(I 8)齊藤美保（東邦大院 ・ 理）

( 19)中村宗一（琉球大）

(20)Itzhak ohacl(工ルサレムヘプライ大）
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職員等名簿 6/J 11 I J見 fr.

所 長 勝木 元也

名脊教授 太 田 イ、,T-- 人
,,, 
1iJf 岡 田 I且ずI,n- ) 藤田善彦

江 ロ 吾 朗 竹 内郁夫 鈴木義 昭

大隅 良典研究主幹 (!Jf:)

細胞機構研究部門

西村幹夫 林 誡 Jー['llf- ,'', ニ 野Ill 佳,w
教投 助教は 助手 Jis"hi"勤研究H

林 JT/J 'i"Mi8'l研兄ll

細胞内エネルギー変換機構研究部門

大隅良典 占森
教ば

保 鎌IU 芳彩 阻f lU 他fi] 関蘇孝之
助教投 助 f• 助 F 非常勤研究H

桐浴隆嘉 •'濯~rn研究It 水島 }/. ささがけ21研i'W 揺1本 町1 井別Ill);研叫i

細胞増殖研究部門 （客員研究部門） 細胞情報研究部門 （客員研究部門）

; 
阪）卜康能 伊li!i

助教ほ
啓 岡山皿・
助 手 JI: ・祁tb研究ll

. 
神谷 flt 稲葉ー男 箕浦邸了・ 若林逝一
教楼陳k·k,沖項学） ［う紺K褒.fU, · J存沿3酔） 助 手 JJ,'ii,t;h研究ll

/Jn籐他太郎・'r叫翔J研究U 粟約 健ささが112 1 研·たIt 平子 善t'j'( I籾lj協力研究u

細胞融合研究部門 （客員研究部門）

—— , v 馬渕 一減 1;,J部洋、t. 藤本宏1袷 米村 11¥ 
教授（屯k · k判閃玲文化1 助教ば(f-染）' . J'i!) 助 f Jk紺勅研究H
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長濱嘉孝研究土幹（併）

生殖研究部門

教授

1(1 

長濱嘉孝 占国辿1,lr 小林
教授 助教投

.• 
’ 

•9 ̀ 
助手

細胞分化研究部門

池内俊n 輝,l\り;Jfif'.允Jl
柴IU 安 ， ；］ 輝叩1J叩Jl
松Ill II券 炉叫籾LJ研究It
Scn1hilkumaran. 8. クレスト研允U
洒 JI: ci揺 クレスト研兌ll
,;],I烏桂れ クレスト liJf究U
Chang. Xiaotian 'r担外1•1 人れ別研‘允Jl
Sudhakumari. Cheni C. '庫外l•I 人l\別研加
松rn 千ft fl別協）J研究ll

個別研究

諸低慈一郎 石原 悟 下野 19]彦 兒玉協if; 上阻j- 孝治 ）＜里j- 薫
教投 助 F 助 f 助教ほ 助教授 助手

Mohamad Zubair クレスト研究II 杉ill 紀元 クレスト研究U
水崎栂文井別1.1/J研究U 鈴木大河 n別til/J研究ll

発生生物学研究部門 （客員研究部門） 後任を現在検討中

形態形成研究部門
森Ill i甜IJ •I-;-+ • 7"/た I; 6111 
詣熊淳治，ピ—+•7"1 シ.:.n
if-多ill 篤 ，1~-+• 7•1廷n

弘樹 中林澗
助手 .Jl-ｷfoｷ 勁研究U

野田昌晴研究屯幹（併）

感覚情報処理研究部門

野田昌11,'i 前田信明 新谷保史 湯浅純・ 鈴木亮 f
教授 助教授 助手 lリ) rｷ- JJ:·;;i-勤研究ll

111形方人助 T• 研究体Ill JI I元勝・心1芍Jtf.,J研究!I 作 lfl 1!i クレスト 6朽w

藤川 顕突 クレスト研究!I 渡我部-(j 了. l籾IJI幻J研究11

計時機構研究部門
Prasanna. Moha111y 文昨外l•I人研たII

Allakhvcrcliev. S.I. 文Iぼ外l•I人研冗II
Sulpicc. Ronan '? 投外l•I 人ll))JJ研究JI

稲栄，＂淡卵IMJ研究U
Dcbrcczcny. Monika れ別lt'.IJJ研究JI
Los, Dmi1ry A n佐）li!JJ田幻l
Scrguccnko. Ta1iana 1~ り）協}J研究JI

Marin. Kay ll別li!JJ研究JI
Szaloniai. Balazs l)gJJl~JJ研究ll

Mus1ardy. Laszlo l\81)は}J研究II

村田紀夫 三上浩司 幽I l l ff 孝 鈴木 .{j根 I Li本 1 ·ム: Lyukcv,ch. i¥lcxantlcr m1J1!1JJli/f究ll
教投 助教授 助 r 1リ) r, Jlt'li';:rJJ研究!l
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情報制御研究部門 （客員研究部門）

~ 

和田）E:: ii'r未印I宏 菊池一浩 笠原詞
｝磁心J、 · k布研l !lfi叫 ilk·ftな卜れ恥 助手 非11;勁研究u

Im川 rt俊 ささかlf! I叩u

飯旧 滋施設貶 (fjf:)

遺伝子発現統御第ー研究部門

種分機構第ー研究部門

種分化機構第二研究部門

~ 
飯HI 滋 、'i=II I 理技 ) {野牧 栂根一夫

教投 1リ) f 助手 非常勤研氾l

Li. Hong Qing 文IHり外1•1人研究 11 Choi. Jeong-Doo 学仕外l•I 人特別研究） 1

遺伝子発現統御第二研究部門

行動制御研究部門 （客員研究部門）

付 I·.';佑uミ
f~ ヤi(i!iJ;. j、tl..:-til:cL1

熊田竜郎
JI哨濱\(ilf究U

訟 n ,(:; 只純 小林武彦 児玉斯―•
教授 助 F 助 F 助手

定坂勝樹 助 T・（研＇允,~ ' 
111森 11r雄 小峰1 1 1具 {・ 渡我部llr! 哉 木池川尚史 Vigot. Rejan Roger 

教投 助 f 助手 助手 Jj:ｷ 岱勤研究ll

白井 良憲 Kini'. ふ共l«I研究Jl (6)!) 

` 
艮谷部光枯 付田 陸 柱田知逍 三島美佐了·

教投 助教投 助手 非常勁研究u

西IIJ r,1 1リj ヽ渾紐ia·たll Banks. Jo Ann 誼JI~}}研兌II

R:uhcrford. George Little ~l!JlllilJJ研究ll Zryd. Jean-Pierre 文ff'{j外l•I人研究ll
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村[LI 紀夫施設長 (jjf:)

大型スベクトログう フ室

渡辺 正勝
助教授

伊関峠生
行別協）J研究ll

細胞器官培蓑室

濱Ill 義雄
助手

阻['1 11 I呈 ll11f 屈此文li ((Jf:) 堀内 露 センター長 （併）

渡逸栄治
助教授

共通研究施設 （基礎生物学研究所関連）

永山 國昭 セ ン タ ー 貶

時系列生命現象 I

小林 悟 In] 正WJ 佐Ii.ii I―:!iさ
教授 助手 JI-霜勁研究u

巫伍 秀治 ・r':.i'\i特別研究JI 網蔵 令了· クレスト研氾l

生命環境研究領域 I

井口秦泉 渡沿 傑 JJ1j. 義直 奥村 弘樹
教授 助教授 助 y, Jl,•iii• 勅研究11

Buchanan. David Lee 特別協）J研究具

生命環境研究領域 JI

塚谷 裕ー 金 災 -!if
助教投 助 fs

Cho. Kiu-Hyung 井別協)J研允u

生命環境研究領域皿 （客員）

時系列生命現象 II

窃Il l tn治 越Ill 澄人
孜楼 助手

内 ii.I /ill夫
助手

（店'l日慮 r-.tn:~郊I'",)

_

_

 

小川 禾II男
助教授
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服部宏之
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研究施設技術斑

占川和彦
班 U

形質統御技術第二係
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::;t'< 
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三輪朋樹 血紐澤田 演 内海秀了ー ft川直災
保 l< i: IT: 技 Yi H'(( 

分析技術係
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大澤園子 在 友了→ 牧野山JH 中村 l'i:宜
係貶 F. ff: 技 '1・［ 技 '{i

研究系技術斑

小林弘-f-
班 j~

制御機構研究系技術係

冒ヽ_,,, ... 

培蓑育成技術係
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束正一 雅i皮 T-·函 r・ ,, り出浩111:
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生命環境技術係
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発生生物学研究系技術係
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岡崎国立共同研究機構共通施設

■情報図書館
梢報図，り節は ， 機構の共辿施設として ， 3 fiJf究所の ~1,1::, 雑誌等を収艇 · 柩郎 ・ 保イf し ， 機構の職員 ， 共 jiij利） l l研究者等

の利）ll に供している。

〈 上な機能 〉

l. ライプラリーカードによる24110\': II\J利 ） I J 。

2. ·hり消H食玲tサービス (DIALOG. NACSIS. STN. inside Web of Science. Science Direct 等） 。

図柑館建物 図柑館内部

■ 岡崎コンフ ァ レンスセンタ ー
学術の11,11緊的及びI El内的父流を図り ， 機構の研究， 教有の進展に脊するとともに， -H会との辿批，父流に‘，が与することを

II 的に 1勺成9年2月 に竣 I ・．した 。

大会議屯250名収容， 中会議喉 1 50名収容，小会議歪 (2奎） 各50名収容

岡崎コンファ レ ンスセンター 大会諸室
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■ 共同利用研究者宿泊施設
共噸IJJIJ /iJf究者等の1i·i泊に供するため， 3liJf究所の共通施設として宿泊施設 「三島ロッジ」〔個至5 1 , 特別個室 1 3, 夫婦空

10, 家族室20〕及び「山手ロ ッジ」〔 fl月盃 11 , 特別個奎4, 家族室2〕があり ， 共詞利）IJ/iJf究者をは じめ外国人研究具等に利

川されている 。

三島ロ ッ ジ 山手ロ ッ ジ
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岡崎国立共同研究機構 管理局

管理局 }、j L乏 鎌 Ill 徹

総務部 部 L乏 砂 Ill 笠

!. 仕 務 諜 諜 長 大 III 1,I1 . ｷ 也

諜 艮 補 佐 木 Hｷ II ・・・

庶 務 係 l乏 '''"" "' i it 也

文，1:: 法規係艮
,,, 

島 ・ヽI·l,i 

{j~pf!j I翡l 1t 1系艮 神 クIIミ 良．ど、火

梢報屯冬 .fll' 係艮 ill 4ゞ 利 "', ( •. 

Ni 、報~ 剋1 J IJ 1系 L乏 1I1 ｷ Ill ,I',L ' • 敏

人 ·J~ 諜 諜 長 内 Ill 芳 男

任 Ill 係 長 ill 本 'j俎 幸

給 /ｷ 
)ｷ 係 艮 城 Ill iiｷ. ,._ / , 

臓 員 係 艮 ,~·c JI I 光 ^ / ' 
/iJf 究 協 )J 課 課 l乏 林 1E .•""-," ,. ・

!iJf'Jt I、ii)J し1/. l"J U .,,: 野 J友

専 l"J 職 以'' 塚 崎 I,:;, シ：

専 l"l 職 以'. H l '11 I: 臣

総 務 係 艮 jゑ 崎 彦

JI_: l•iJ fiJf ぅ'l: I系艮 植 松 万Jり< 也

liJf'lt t品）J I系貶 浅 JI: 誠

国 I深 父,. :/JI;, し 諜 ＇．，限 長 北 /11 t専

専 l"l 職 具 行 Ill 骰

専． l"l 戯 只‘’ 111 Ill rm 
i"i I各~{i~ 11l!j f系長 伊 JI?, .. き. 純

J1q I祭交流係長 1 I' Ill 殷

経理部 i~I\ J乏 粘 城 義 ク
j:_ ,ii" 諜 ,1漿 艮 -1-: JI: ;i; :,'{. 雄

課 艮 補 佑 横 Jj: 益 男
~v.J, じ．, ・ 務 係 艮 クIIミ 11 1斤 也

,iJ ,nｷ 第 ．係 Li 脱．．き. Ill 、/,,111,. 1f 

,;J ,n- 第 ．． 係艮 Ill 之 1-● 裕 :{.t.11 、

笠 !!~ 係 l文· JI: H 災 久

ij々•スI: 理 諜 諜 l乏 結 城 i'', 伯

契 約 専 l"l • ’ • ’ 柳 明

'l-,,,. 1: 刑 係 L乏 稲 厨 迫 雄

,'I', 納 係 艮 di JI! ノ1, 1ヽ. ~ 康

•情報処 JII\ 係辰 澤 中·J lリ j 都

JI j J文第 係艮 /JI・ 崩§ /ljl 

}lj }文第 係艮 M 合 4さ ,f:11 

建 築 課 課 長 /Jii ~II伶ｷ, 政 義
i.;, c ... , 務 係 艮 di j/(;j 'Ifｷ l,i ^ / ヽ

建築第 係長 :{ ,, , ・
;、 クIIミ 省

建築第 一・• イ系 1支 地
,,, 

剛

設 備 課 課 艮 佑 藤 久 志

.I じ 気 係 辰 JI"- JII 11-: 沿

機 械 係 L乏 浅 州f ）ミ
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配 置 図
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分子科学研究所

施 ,,'! 1f1i 積 施 設 1(ii 積
① 実験(,Jf究棟 I l.'18-1111' ① 共通施設棟 II 68-1 m' 

( A 人刑スヘク I・ログラフ '-i{ ) （洗i酌宅 ) 
13動物')繕灸七ンクー 楼器fijf究、;:,i;n,屯

（水'I,動物10 ⑤ 動物実験センクー 3.181m' 
② 形1'[統御Jc験施，：·~棟 2.574111' （陸't動物宅）
③ 共通施設棟 l :U45m' ⑥ 虎並物処JIil施設 80111' 

（ アイソトーフ実験七ンク ―) ⑦ 実験l,fil場 210111' 
分llr'-i, ｷ',tl f-llll微鋭屯 (', 序!'H棟 ・ 温:ii)
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交 通 案 内

至中津川

環境耐性植物実験室
（名大農附屁蔑場内）

東岡崎

〇東京方面から

数低駅にて， 名占lが：鉄追 （ 名鉄） に

乗換え ， 如,-,:柏諄n 1--,1.: ( 咄恰ー如ii,j

崎 lill約20分） . ,tiへ （改札を出て;.:

側 ） へ徒歩で約7分

〇大阪方面から

名古1料駅 i--,j( 名鉄 （ 祈名古l柑駅）

に乗換え，束 lii;J枇渇Ji 1: 1 !( ( 沿i名古l莉

ー如ii;J崎 !ill約30分） ， 1H (改札出て

kff!ll ) へ徒歩で約7分

0名古屋空港から

名鉄ノくス東岡崎 （駅） 行きを利Jll,

JYilll 糸り60クi' . ~£Ii料1!,j ( 易}~ ) -/)ヽら lfiへ

徒歩で約7分

〇自動車利用の場合

東名 ，＇,●：j述追路の l,Y;j f埼 I.Cを I·・りて国迫

・リ·奇泉を名 11,H: JillHIこ約 1.5km. 吹矢

柏北{, i" り をk折 I.Cから約 1 0分

令名占Iせ
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岡崎国立共同研究機構

基礎生物学研究所
〒444-8585 岡崎市明大寺町字西郷中38

電話 (0564)55-7000 ファクシミリ (0564)53-7 400 

URL:http://www.nibb.ac.jp 




